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地 震 調 査 私 見

藤 原氣 象 技 監 咲 平

昭和十九年十二月七日 静岡、 愛姉、 三頂三縣を中心 と し て大地店起 り被害大 な り。 殊に軍図煎

大な る時機に於て汽車不通を生 じ、 輪送力に甜する彩怨甚大な る と 、 各種軍需工級の破坂 を伴ひ生

産トカ上の節宅•大な る等 よ り 見て、 其れ舒けこ甜する各営局の参考 と す る と共に将来の見透 し及地震媒

上の研究に表せんが為め、 巡称通信大臣の鐵逍被害御視祭に酪行 し て十二月九 日十八時四十分束京

騨装同夜副岡市一泊十日静岡よ り名古屋迄の沿線を視察 し、 同地に於け る吉野長官の地震腺係懇談

合に出席 し十一日七時東京に師滸せ り 。 その制視察訓在せし所及愚見を級 り て以て報告す。

1. 豚岡測候l 瓦内 （隙岡縣富士郡以西大井川迄） 月犬況 “

本視lj候匝に於ては被害は一般に睦徽 な る も只荊水港に於ては地洞施設其の他に若干著破害の稽著

し き ものあ り。 此理由は人工螢造物の破城 し易 き と及土地の他に比 し て軟弱な る と に依 る もの り如

し。 騨岡測候所に於け る地笈観測は本間寧技師の報文に示せるが如 く、 本設の初勁方向は南々西の

下動、 器度はIV にし て余澁の減衰は適度な り。

2. 濱松測候甑内 （大井川以西静岡縣界迄） 欣況

ヽ

東泥道本線沿線に於ては掛川袋井間線路の椀 ,u, 沈下個所あ り。 附近民家中脆弱な る ものの倒浪せ

る ものあ り。 袋井附近被密稽大、 同所岩田間に於て線路沈下約八米位汽車韓毅、 橋梁 よ り墜落等の

事故を生 じ浩線民家被害あ り。 然れ ど も附近 に地鎚に依 る本来の地俊を見受けす。 岩田以西は更に

被害を咽す。 天龍川鐵橋(I_) 被害を見るに闘東大四災＇歯時 に於け るが如 き栢脚の沈下叉は狂上縮に見

る地愛的被害は認められ丸 被害は鐵梧の互天な る自己慣性によ り北方への箭臨に破炭面を生じ面

に浩ひて上部が北方に敗十糎移動 し た るを主な る破城 と し~.雑他是に伴ふ堅裂及斜裂を生 じ あ るを見

ヽ
る。 此復箇は恐 ら く容 易な らす、 衷る複怒を企協1 せす、 此後補強固化する策 あるべし。 天梱川郭に

於て上屋騨破城建物條 く 、鐵道'I雑線 の 中最大裟度 な り しが 如 し。 他騨 にては是れ程の被密な し、

夫れよ り新井騨 に至 る問は日本楽器、 鈴木緞機統の工場に部分的破城多 き を見る。 新井騨にはコ ン

ク リ ー ト床に龍裂あ り 、舞坂附近工揚の被密大な り 。 舞坂に於て津浪 と云ふ程(/_) ものなか り し 由、

辮天島よ り西方の図道低地に盛土し玉築造 した る部分に道路に平行 に砲裂 あ り。 花嶺凛ほ り西方に

於打線路の沈下約十米に及ぶものあ り。 新生原騨(I_) 東方大盛土によ る線路上に於 て土砂北1l!il に崩坂

約 100 米の田地を埋め盛 し上 り線宙に浮 く。 軍、 啓防園、 鐵追工員等の協力 日夜兼行 し て盛に復福

工郡中な り 。 鈴木光學兵器の煉瓦、 煙筒頂上に近 く折損す，o右録逍被害の外其南方悔岸沿ひには幾

(1)

．

し



”’

分被寄大な り と想像せら る。 演松測飼所は小破損あ るに」ヒる。
麟 もIll 暉 淘 な し。 同所 に於け る余

店回敗は本ll 脚 技師報文第麟 l を参照せられた し。 ．

3. 名古朕測候 1 砥内 （愛知縣企部） 朕況

本測候匪に於ては鐵道沿線の被奢は殆んど煎著なる ものなし。
只苅谷評附近民家に多少認め られ

る程度な り。 尤 も調査すれば名古屋市内に於て 訊 他に於て も多少の被害はあ り侮知多握美雨半島

等に於ては被害大なる見込な り。 名古屋地方氣象荻に於けるウ イ ーヘル ト式地裳計記象紙 は本聞正

作技師の報文中にあるを以て蕊照せられた し。 '

戚所4i

右等及中央痕徐・荻に於て既に調査せし所よ り考へるに設源は遠州殺 と熊野灘 と の境 目附近 と 見る

べ きが如 く三重縣の沿岸に祁浪あ りた るは特に沌洞の形朕紺に脳係あ る もの と 考へられ る。・ 又本地

鯰の被袋時刻、 初勁方向等の分布極めて複雑なる勘よ り考ふるに或は二重地筵な らさ＂り しゃ の疑あ

り。 又主四勅の方向は前氾踏査せる地方に於ては南北殊に南よ り北に向ふ もの最大 な り しが如 く建

物約の被害 も此の方向に於てする もの多 し、 更に叉陸上に地斐の見るべぎ もの無 く 、 被害は睾る楷

造物に限 ら る る黙よ り 見るに上記地方は低に裟央に遠 く震動は大振幅の緩動に して週期稽長 き もの

な り しが如 く 天能川鐵稲の如 く重批大なる ものに於て其恨性による破城を過 く するを見 る、 叉餘貶

分布に見た る絃敷 日の間に被術を伴ふ程度の大なる餘澁は起らざ るが如 し。 又本地震は安政元年十

一月四日の東梅追大地鉗に似た る も其旋度大なる地域が四固を含む勘よ り 見て、 或は既に安政地震

に於け る十一月五 日の南悔道大地裟に相岱する地下不安は解除せられた り と 見得 るや と も考へ ら る

る も侮此の晶りは梢査するに非ざれば決定し雑 し。 兎 も角近年本邦附近に於 て地震火山勢力の培弧［し

あ る趨勢は之を祭するに難か らす、 低に本年二月十日に三宅島附近其他の
局部地鯰に脳聯 し て舒告

這 きた る所な るが最近に於て も栗駒岳附近、 月山附近、 伊豆大
島附近等応於て頻々た る地器勢力

、 の殺現 を見 るを以て、 1i,J 今後に於て も大姦の殺生に鉗 し翠
遠 を要す。 叉大正十二年九月一 日の閥東

大震災の時にはlnJ 十三年—•月十五日・Hi 翠山附近の弥re, 緊 あ り 、 又安政:l l!l,,,-. 底の際は翌年の安政二年十 月
二 日に於て江戸大地震あ り。 是約は紬て外側地震需に杵

捻 大筵口加 する枝地裟帯に1 たけ る, ]ヽ 匿域
強震 な るに依 り 此種の弧鉗に鉗 して も注意を鋏 くべか らi'· 。

諭結
に＂）

(1) 本地震 は外側地震如 遠 州灘 と熊野灘と の境目附近に猿生し
た る大地震な り。

(2) 筵勁週期稽長 目に して陸」ーに 於て建造物特に慣 I 生大なる
ものに1 だけ

(3) 悔底に起 り た る淡府地震 なるに依 リ
る被害頸著 な り

醐 妓を伴ひた り。 ゜
(2) ．



(4) f 顕 認 滋 生は今の所順調 な るに依 り協分不安なきが如 き も外側地店帝に沿ふ枝地澁需例へぱ

江 戸川地震盛 姉川地店需、 直士火山需女伶；々 の女II き ものの活動に鉗 し ては＇批局者は充分注意す

る を要す。

ヽ

‘ 

(3) 

、 I 
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昭和 19 年 12 月7 日の東南悔大地康に就て

本 間
ヶ曲
-nn ヽ

一
緒言。 昭和 19 年 12 月 7 日13 ii! 『 3ti 分頃に迎 洲難及び熊野灘の 沿岸は近 来稀 な 大規1 炎地裟に製

れて、 相裳な被害を生 じた。 特 に熊野灘泊岸では疲震後 10 分乃至 15 分 して屈i 著 な祁波に見舞れ、

同方面は其の為に一屈(J_) 被害 を受 けた。 節者は至固組 lll 候所 よ り の験測結果の報告に基づ き概略の

調査を行ひ得たので其の大要を報告する。 但 ｀ --. 

し細部に亘つては各地で得 られた地涵記象紙

の梢細な調査に基づかねば解 らぬ事は言ふ迄

も無い。

要央。 初期徴動時間、 初勁方向、 P 波被震

時、初勁分布ぶ逮 分布、 律波縮 よ り して第一

近似 と して澁央は東径 137.00 、 北綽 34.00 と

定め られた。 志座半島南々東約20 粁沖の地黙

で あ る。 斯 る迄 も無い事であ るがか ＼る大地

設を生するエネルギーが此の一閲憚．凝集 して·- 居た と 云ふのでは ない。・エネルギ ーが梨私'1 し

た揚所、 帥ち霙源域は相'ii\· に大 きな ものであ

る事は諭を また 砂 。 上述の関りは云は ゞ波の

始波邸 と も云ふべ き ものであ る。’震源の深 さ

ほ極 めて淡 く 十敗粁であ ら う と 考へられる。

媛央 に腺する一 畜二の疑義。 藤原氣象抜監

の報文中 に も 記 されて 居 るが、 今回の大地

J

刀l 

..,. 

震 度 分 布 圏
'VT ; 烈 ．緊 V :'i 心
w ;. 中笈 J[ ; 虹
][ : 経 皮 1·1~ 
x: 宋央
曲 線 け 等 笈度．麻 を 示t 

第 1 I 副

紺の澁源は—•個で な く 、 略々阿時刻に他の臨か ら も被鉗 して居るのでは ないか と 云ふ疑 ひがあ る。

特 に尾競測候所の ウ イ ーヘル ト地震計の初動並びに強磁計 よ り測定せる初期徹勁時問 よ り 見れば紀

州新宜市附近 に一個の震源があ る事 も考へられ叉濱松測候所の ウイ ーヘル ト地震計の記象紙の節し

（木問正作 技師報文参照） 特に共のSi 皮の初勁統 よ り見て他の羹源が存在す る疑ひが あ る。 但 し此

嫁 を決定す る為 には各地で得 られた地裟記象紙の綿密なる調査によ る他は無いので＼ 此庭では箪に

疑問を提 出するに止 めて骰 く。

” 分布。 等袋麟 線は第一l ぶ\j に示 した様に大翫 於て震央の左右に認 稲に且つ本州の島弧口沿

ぶ 延ぴて居 る閉 曲線で あ る。 此の様 な傾向は今迄の大地澁で も艇々認 め られた虔であ 塁）。 各地の

(4) 
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震 度は他の材料 と 共に別に表示 してあ る。 •
異常要域。 澁度分布闘を-·滉見すればPffo る事であ るが、 誕々に震度が災常に大 ぎい誕があ る事に氣

2) 

が付 く。 これ らは異常追域 と 呼ぶぺぎものであっ て、 深い地厖では普通に見られ る現象であ る。 極
ヽ

＜淡い地掟の場合にも例へば 昭和 16 年U 月 19 日の 日向灘地震の際に 人吉に於て其の画著 な宜例
3) 

が見られて居る。 今回異常震域で、 倣少なが ら も被害のあっ た場所 と しては敦質市、 輻井市、 甲府
I 

市、 諏訪市を泰げる事が出来 る。 例へば敦賀市で堤防に地裂を生 じた り叉老朽建築物の倒設が見 ら，
れた り して居 る。叉諏訪市では至渋 13 戸、 半樅 49 戸の被害を生 じて居る。此約に就ては再説する。

初動分布。 第二囮l に P 波初動の押 し、 引

ぎの分布を.恥 { 但 し繁雑をいと う て初

勁方向は掲げなかつた。Im 中黒丸は押 し、白

丸は引 きを示す。 猶上下動の1 視測のない庭

で も、 水平動の賎測が明瞭な ものは、 それ

によつて押 し、 引きを判定 し た。 図か ら解

る様に押 し引きの分布は複雑 な形を して居

る。 郎ち洲木!IN~ 近を通 り笈央 を中心 と する

半椰約 190 粁、の回と 同じ く震央を中心と し

名古屋附近を迎 る半裡約 12.0 粁の回及び中

部以東を二分する様な一本の直線 で椀 され

た内側は引 き、 外1lill C 闘西、 四極1 、 九州方

而i) は押 し に成つて居る。 これは明かに地 ;t,.:;;'oo 
., 

下梢造の不蓮絞によ る ものであって、 不述

細 円の影容を示すものと考へられ る。 従って此の税界は轄向皿と 考へられ る。 水上縛士は＇性て不蓮

）ヽ

細府が初勁分布に典へる＇彩啓に就いて稲々な楊合を殺囮椴 巧と 共に諭ぜられた。 今回の地震は 1 司栂

士の所睛 Z ー型の特殊な揚合であ り 、 従っ て彼震様巧と しては回錐型で、 回錐の軸は鉛直 と 或 る角

度を成 し、 皿錐の内部は押 しであ る と想像 される。 若 し夕ぶり と すれば、 震央を臨む或 る抒1 回の内部

が押 しになる筈であ るが、 此の部分は丁fl.!:if:j. 中で1 視測が無い事が残念であ る。 轄l••J 回が二種類表れ

て居 る事は甚だ興味深い。

｀猶此の初動分布か ら して も震源は不述紐而よ り上部にあ る事が明かで あ り 、 従って浅い地袋であ

る と云ふ事が出来 る。

走時。 P 波の走時曲線を第三闘に示 す。 初勁分布の特哭性はP 波の走時に彩隈を及ぼすであ ら う

と は容易に想像 される誕であ るが1 勾際に走時曲線を曲いて 見る と そのi 状態がはつ き り と 解 る。 帥ち

闘東方面の各製，が乗 る一•本の直線 と 中固、 九州方面の各邸が乗 る今—•木の直線 と がはつ き り と 謳別

(5) 
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第 3 岡

され、 然 も前者は其の傾 きか ら地詣波の速炭が約 6.0 粁／秒、 後者は逝かに早 く約 7.4 粁／秒 と なる。
5) 

こ れ舘は今迄の知れて居 る事柄に比較する に脳東方面の地笈波の速度はP* 府の速度に相紫 し 、 7.4 

粁／秒 と 云ふ速度は普通のPi 皮の速 さ と なる。 猶此等の外にP 波の速度が約 4.1 粁／秒 と判斯せら

れ る走時 曲線が一•本引れ る 。 これは更に 且呑に速度の一府迎い肝のあ る事を示 し て居 る。 此の府 を

可居 と 考へる為 には速度が少 し く小 さ過 ぎる様であ る。

規模。 此の地澁 ？規校の大要 を知 る為には有感半裡や、 筵度の距岡I~ によ る減衰の吠態 を知 る事が

大切で あ る。 震度分布 1 他l か ら其約 を測定 して 見る と 、 有感半楓は 620 粁 、 裳度V の匿域は 190 粁、

W は 320 粁 、 頂 は s_oo 粁 と な る。 胸東筏 災では有感半麟 650 粁で略々相等 しいが、 V の謳域は

1701 年、 IV は 町0 粁 、 直は 380 粁であっ て今回の方が梢大であ る と 云へる。 以..I:: を綜合する に今回

の地筵の規校は大憫随東設災 と 同様或は稽大 きいと 考へられ る。 従つて共のエ ネルギ ーは大憫 7X 
0) 

10"" ェ ル グ位 と考 へられ る。

要動状況。 各地 よ りの報告によれば、 震動は何庭て
，， 、、も緩かであっ た ら し く 、 性賀は何れ も緩又は

梢急 と 報街せ られて居 り （表参照）、 匝内槻測所の報告を入れて も性質急 を感 じた庭は敷箇所 しか無
ヽ

い。 従つて被害 に も此JI 犬況が よ く現れて居 り 、 倒渋家 屋の

割に死者が少 なかつた事は不幸 中の幸文‘あっ た。 内粒省啓

保 局 (/) 12 月 IO Fl 14 時現在の調究か ら算出するに倒洪住

家 と 死者 と の比は右表の如 く であ る。 これを見る と 和歌山

三頂が 7,'.:j 率であ るが•他は夫程寓 く ない。 陸上に澁源を有す

(6) 

縣 牒 愛 三 和 岐 大
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節 4 岡

る大地裟では此の比 はすつと高 く lO~!'iJ コに死者 ］ 名の刺であ る。 土地によつては 1 軒に 1 人 と 云

ふ事さへあっ た。

津浪。・狐述の如 く今回の大地店は東は銚子か ら、 西は士佐荊水に至 る脳い範園に名It 波を引 き起 し

た。 此の籾細は各地に出張せられたブ廷 の報告にゆづる と するが、 洵罪 の上か ら極めて大雑把に悔

の深 さを h 米を測つて 辿 l 伐= ✓丑 (g は\_Tl 力 のカII 辿lfi.) か らtlti 」．孜の到'li'1 時 刻を符出するに地裟か

ら定めた店央位器で大的話 しが合ふ株であ る。 共の他祁浪が志廊半島や其の他紀伊半島東岸 （勝補

大地咎） で大 きい事も現在のこ 央1 娯代で説朋 さ れ、 叉祁浪の押 し引 きの・状態は地四初動の押 し引 き

' か ら推定されるIJ 虞 を哀忠 きする様であ る。

前震及餘愛o 「j 涼 此の方而は有名な洗波地震1,'/ 沢で、 然 も今回の地区はIll{ 和 4 年 6 月 3 日に起つた

深被地震の芦i 原の大柩収 .1 如 厖源がイ（在 する事 も興味 を惹 く 。 但 し最近此のブ渾 i か ら遠州灘にか け

ては注 目すべ釦淡い地筵は殆 と 無い。Qjl ち前設(i'·) な ものは殆 と認められ無い。た ゞその前月11 月10 

m 環 原では初期徴動時間が約 11 秒程疫の地震を製測 して居る。 叶祝に大地俎の 餘袋が相＇詣離れ

た或 る＇土地で敏感に感ぜられ る と 云ぶ Ji があ るので (;JI 又1-.t 載士が 18 年 9 月10 上1 の島）収地澁に際 し

噂 が付れた事であ る--未吸 表- :) 、 1 内後の考へ方をすれば1Ji] 裟 もあ る時りI] な瘍所で敏感に現れる

事が あるのか も知れない。 1-. 述叫 雌忠 ·)現視測された地立を直ち\'1:j]ij 店であ る と 決める繹 には行かぬ

が参考の危に記 して骰 く。

.(·7) 



餘筵の減痰状況は第 4 闘に毎六時間苺に御前崎、 静岡、 演松の各測候所で製 測 し た無感地筵の有

様で示 し た。 有感地筵は敷が少 く て大勢囮影恕 を輿へない。 此の闘で見る と 減褻 のii 犬況は大lffi'/ 順調

と 見 られ るが 、 共の初期徴勤時間を調べて見る と 、 非常に不揃ひであつて本筵の初期徹動時間に相

應 する ものは寧る少 く、 敷秒程度の短い ものが極めて多い。 これか ら見る と餘筵の震源は極 めて既

範涸に起つて居 る と 考へられ、 比較的木震に近い匿城か ら被 した餘筵の敷はすつ と少9 な 目の様に、恩

はれ る 。 こ れは既往の大地羹の餘羹に較べる と特異な現象であ る。 但 ・し餘筵の報告は未 だ充分に受

け取っ て居 ないので、 これ以上の甜は謂れ無い。
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歴史的考察。 此の方面に起つた紙往大地澁の中安政元年 ll 月 4 日の大地震は規校は巽 るが今回

の地裟に酷似 して居る と 思れ る。 殊に災常澁域の項でのべて骰いた輻井、 諏訪の裟炭や又志賑半島

の嗣 絃の大な り し!r.}i 更に又此の報文にはのべて居ないが掛川、 袋井附近の披害の大な り し事~,;は其

の例證であ る。

結語。 以上を綜合する に

此の地澁の筵央は直径 137.00, 1. 北粋 34.00 に'ii'; り澁源の深 さは極めて淡 く十敷粁 と

9i

3. 

老へられる。

麟 機巧は回錐型では無いかと想像 され、 初勁分布に も、 p 披走時曲線に も不述紐暦
ヽ

の影容が煕著に現れて居る。

規模は脳束袋災 と 同様か叉は稽大 ぎい。

(9) 

-- 



4. 媒常四域が現れた。

G. 歴 史的 には 安 政 元年 11 月 4 「I の地,~} に 艮 く 似 て 底 る 。、

6. 餘 店 の殺 生 に特 災性 が あ る 。

約；と 云ふ事が解つた。

終 り に臨 ん で 木 報 文 を 綴 る に際 し て 常 に御激励 並 に有 力
な る御指祁 を賜つた 中央氣象痰長 i 篠原 l 炎

平t 恵士 、 御鞭遠を蔽いた大谷菜務部・辰、 有盆な御致示を賜っ た ・加 膊 士、 殷野抜師並び記澁研·表IIJ1 

麟 及び逝に鵡 i を寄せて筆者 を妓舞せられた、 森 f.11 仙寂氣船 嘩 応封 し）払い感謝 を さ ＂げ る次第

であ る。

文 1 浪 ： I). 例 へば広災 (.',,'湿澄を行 ） にはか ヽ る例が料 11 暉 げて あ る。

））． 例へば脱震lt!j, 報、 第三俗、 佐蔽秀雄。

2). 肱震II 糧 、 第二咎、 石川邸見、 駆 澪 域。

::!). 饂 II 暉 、 第 12 巻 、 l 泣1 部龍 f, ・；、 昭和 1G 年 llf]J0R の H 柏］諏地震麟 麟 饂 o 

4). 水」：武 、 盆研始祁、 節 1:n~~ 、 Distribntion des monve1i1ents initiau(d'1111 seisn,e clout le 
foyer sc Lrouvc drns In conchc s11pcrficicllc ct cl 故Cl'Jninntion clc l'epaisscur de cette 
co11che. 

5). 例へば松澤武雄、 広研梨報節 5 披、 Observation of some recent E:irtbquakes and their 
• Time- Distance curve (Pnrt. 1) 

G). { 雑坂 料,-1;:;;: 隙店ii が報、 第 10 巻、 地磁のエネルギー。
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静 岡 縣 下 震 災 地 踏 査 報 告

技 師 井 上 宇 胤

I 緒 言

.... 
昭和 l!l 年 12 月 7 日 JR ll!i 81:i 分頃中央氣象・哀に於て徽かな地i:1 が始 まつた。 地）よでは ないか

と 云つて ゐる内に段 々と 強い底動に成つて来たので怠いで窓の外の東西の長 さ約 4 米南北の最 さ約

2 米の水棺を見る と 、 南北の方向に小 さ な波が立つてゐたが間 も無 く大き く東西の方向の波が重 な

り南西と 東北の角よ り溢水し始めた。 地店が緩やかではあ ろが大 き く振動 し紐ける に伴つて水t 府の

振勁は東西方向の振動のみと な り 東西の絃 よ り著 し く溢水 した。

室内の霊埒は盛んに揺れたが南面して槌に掛けてあつた振子時計は止 ま ら なかつた。 的感か ら南

方の洵底 地震であ ろと 推定 されたが各地の瞼鉗綺梨を批理する と辿州囃に羹源を有つ地震であ ろZJJ 

が矢II れた。 鐵道共の他の方面か らの梢報に依つて11'I: ぷ重 大な破街のあつた事が知れたが 8 日に至つ

て啓保局の報告に依つて始めて脳版団に苦 しい礼妍むのあつた事が矢N れた。 早辿 く地姦誅 員を 4 班に

分 けて震災地の調在を分拍する事にして箪者は静岡縣 l くの掛川以東の地域の調査に出掛けたのであ

る。

震源地は東経 137 ゚ 北緯 34° の悔底で約 20 粁の深 さがあつた と推定 され る。 初店の押 し引きの

分布は所睛る コ ーン型で あつた ら、しい。

東悔道南悔道の大地震は歴史時 代には相 'I 芯の記録が あるが明治中莱以後地虚観測網が盤備 されて

以来 1 回 も此方面の湘底に著 しい地羞が観測 されてゐないので同方面の地四布並に共の中に彼生す

る地鉗の波裟椴摺筍：に就いてのV 知識が訣けてゐたのである。 今村膊士は敷十年米此方面の大地袋 を

菩戒 されて可能な版閥のあ らゆ る調杏を さ れ て ゐ た。 狗t 専士の御意見に依る と 日本に於ける過去

1500 年間の地震活勁には西紀 684 年乃至 887 年の 204 年間 と西紀 1586 年乃至 1707 年の 122 年

間と西紀 1847 年以後今 日に至 る 3 回の大活動期があ り夫々の活勤期の始めと 絡 リ に東海道南洵道

の沖合の大地店があろと の事であ る。 中央氣象；姦に於て も勿諭充分啓戒は し昨年 1 月の伊豆大島の

地澁群、 3 月及 4 月の箱根山の地袋群 . 3 月の i 回の．烏取地盆、9 月の島取地磁、10 月の長野熊古 ・

間村地委に次いで 12 月には三宅島LLF 夕近の地震柑r,. 櫻品附近並に熊本縣金*l.li 附近 の地裟群が後生

゜し ~ 次いで北悔追有珠岳の活勁 と な り ~ 有珠岳は今年の 6 月 磁 日よ り堕火を開始 して今に活動 を

紐けて ゐるが 8 月か らは淡佃山が咬火を始める縮全般的に地匹、 火山の活動蒻l ーに逍人つ1 叶視があつ

たので＼ 今年の 2 月 10 日に多少の啓 告を したので あろ。

地震誅に於て も新たに地震豫知に脳聯 した晶在を柘極的に始める為に 9 月 15 日に地動掛が新設

され地底蓑料の賂理の外に地盤の焚励地磁氣並に地紅流の異常咎を 訓査すろ<)J. に成つたので ある。

(11) 



従 つて 地 底誅 と し て は地震 豫知方而 の調査 を 開始 し た ばか ~"I; あ リ ・長岡式唾直磁力変化詑 及ぴ特殊

の磁力計に依つて地磁氣の異常と地溢痰生 との脳係を
却 捻的に始 めて ゐた庭 に今回の地筵 と成った

のは逍憾な事で あつた。 以上の雨磁力計は共に今回の地筵前にZ ノ ．
ク 小の暴常を認 め得 たので,.,_のるが

其の充分 な る研究は後 日にゆす り たい。

尚今年の 8 月以来 日本全骰 と しての地袋回敷が半減し願著地震の敗 も減つてゐたので何虞か豆

の勢力が菩梢 されてゐなければ よいが と話し合つてゐたので あつたが今回の地筵に闘聯 し 如 ii でら

っ たか ど う かは今後の調査に依 らねばならぬ。 ＼

以下に 12 月 9 日よ り 20 日に至 る調査の際に見間］した静岡縣下の震災の概汎 を報告する。

:rr 静岡態下の立災梱況

静 岡 市

9 日夜際岡に分礼いた。 途中鈴川にて地盤の臨い所に 2, 3 軒 佳1] 製家屋の あっ た事を聞いた。

静岡視I] 候所は観測塔上のク・イ ンス風黙計が移動 し官合の壁に他 に咆裂 を生 じ た程度で被害 らしい

も のは なかつた。 地四計はウ イ ーヘル ト式上下動は無難であつたが同水平動は重錘の上部のポッチ

が抜上つて最上部に載 せて あ る重 り がすれ、た為に重錘 と披大装醤を聯結 する パネが1lli つたが直に修

理 された。 _,, 
節箪徽勁計は箱型の空氣制振器 と 重錘 と の接紐部のバネが折れたが此れ も直 に修理 された。 従つ

て大地筵並 に餘裟の記録が立派に取れてゐた。 大地磁では地厖動の始 めか ら北への傾斜動の様なも

のが記録 されて ゐたが或は南への緩やかな地動であ るか も知れぬ。 餘澁 は遠州灘 に被生 した と思は

れ る も の と初期徹動時間 5 秒程炭の近地に被生 した小地震と が記録 さ れて ゐた。 強震計は故隙を生

じ なかつたが 2 倍の倍率では大地震の地動の全振幅を記録する事が出来 なかつた。 従つて弧妥計と

しては も つと 低倍率の ものが必要で あ る事を更めて1 篠じ た次第であ る。 尤 も南北動丈は 2.4 梱の全

振幅を記録出来た。

静岡市の建物の被害は極めてii 型徽であつて化粧墜の破損が見 られた程度であっ た。

荊 水 Tl う

静岡市 と /j!j- 水市 と のrfu には澁忠 と 云ふ程の ものは見咄·叫 うなかつたが只學校の校•合の二階建 と平屋

と の接紐部の屋根が破損 し てゐるのが望見されだ。 荊水市に逍入る と静 岡雷氣鐵道の相生町騨附近

に倒攘家屋が見 られた。 市役所の調査 に依 る と竹,l, 1 表の女I.I く市内の死者 19 名、 顔軽傷者uo 名、

゜全 浪住家 840 棟 、 半犀 虚 148 棟 、 全渋非餌家 75 棟
、 半渋非住家 54 棟 口及ぶ災害が あつた。 廷

物 の破害は特 に巴川の右岸に浩ふて甚 し く 、 岡上
一丁 目は全渋 5 割、 半浪 5 割で全浪住家 121 棟

哨 此住家 111 棟、 全渋非 住家 6 棟。 同半渋 1 棟、 死者 3 
名、 直鱈 者 5 名を生 じ た。

家屋は主 と して 巴川に直角の方向帥ち略々東西特に東方に倒城 し てゐた。 二階屋は階下のみ~J 扱
し て二階を共の位平家 と し て使用 し て ゐ る ものが多かつユ

ベ。 洋風の三階建の一階が一方 に倒痰 し
て

(12) 



鉛 l 表

勘k 市被 術 (12 月 10 fl 戸別 餅1 査狼fiD 

住 家 非 住 家
町 名 死 訊侶 乾 -fj,1 , · - - 、 、 皇— 一、

全ii1 牛沢 全沿 牛沿

辻

相 生 町

゜ ゜
2 3 10 

゜ ゜旭 111r 1 

゜
2 13 31 

゜ ゜励 lt'f 町

゜
1 1 24 42 

゜ ゜終 砂 町

゜ ゜ ゜
(l 8 

゜ ゜中 泊 町 2 1 1 茄 22 0 

゜末 脳 Vlf' 

゜ ゜ ゜ ゜
，

゜ ゜辻 I'll 匝

゜
0 . 

゜ ゜
，

゜ ゜辻 五 罷

゜ ゜
4 茄 53 2 4 

矢

“^ 
1 屈

゜ ゜ ゜ ゜
5 

゜吉 泳 l 屈

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜新 巴 l 屈

゜ ゜ ゜
,1 1G 

゜計 3 2 11 IIO 205 2 G 

江 尻

木 瑯 町

゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜鍛 冶 Jilf 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜鈷 物 師 Jilf 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜他 馬 町 1 3 2 14 29 4 3 

巴 Jllf 3 

゜
2, G 22 

゜ ゜七 軋： illf 

゜ ゜ ゜
3 3 

゜ ゜志 茂 町

゜ ゜
1 (j 17 l 

゜仲 町

゜ ゜
6 6 

゜ ゜魚 町

゜ ゜
1 12 37 

゜ ゜紺 屋 町

゜ ゜ ゜
3 4 1 

゜小 芝 町 Q 

゜ ゜ ゜
，

゜ ゜ニ ノ 丸 町

゜ ゜ ゜ ゜
.. 0 

゜ ゜小 芝 三 丁 目

゜ ゜ ゜ ゜
12 

゜ ゜大 手 町

゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜ ゜令ロ 代 町

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜計 4 4 ， 51 130 G 3 

入 江

入 江 一 丁 目

゜
2 3 15 32 

゜ ゜入 江 二 丁 目

゜ ゜
4 妬 22 

゜ ゜(13) 
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住
~,..I'< ,. 非 住 家

Plf 名 死 訊但 際但
. ,.____ • • . 、

全沿 牛m 全 ll't 牛沿

入 江 三 丁 目 2 3 1 32 20 

゜ ゜
沿 松 Plr 

゜ ゜ ゜ ゜
(l 

゜ ゜
元 松 敷

゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜
元 城 町

゜ ゜ ゜ ゜
4 

゜ ゜
大 曲

゜ ゜
2 1 

゜ ゜ ゜
元 追 分

゜ ゜ ゜
1 22 

゜
2 

．
郎 摂

゜
1 1 22 20 

゜ ゜
榮 . , Plf 

゜ ゜ ゜
7 

゜ ゜新 ,r,.; , Plf 

゜ ゜ ゜
8 

゜ ゜ ゜計 2 G 12 105 15G 

゜
2 

岡

入 江 岡 1 1 2 2!J 05 I 3 1 

上 粘： 水

゜ ゜
4 10 43 2 2 

下 約 水

゜
1 2 4,5 I 89 ,;; 8 

杭 泊 1111 ―

゜ ゜ ゜
7 11 3 1 

船 越 111) ―

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜片 召

゜
·O 

゜
13 ・ 01 2 4 

」 ．^ 一 丁 目 8 2 :~ 121 1°11 (j 1 

」．． 二 丁 目

゜
1 

゜
8 4.0 2 3 

fil· 4 ,' , 1l 公 3 420 23 20 

1.1,•1 , 水

木 ＼ lllf 

゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜本 ．(．(．,． 11\f 

゜ ゜ ゜
::J ，

゜
3 

i, 『 水 仲 lllf 

゜ ゜
3 18 20 

゜
:2 

次 浜 恰 111r l 3 28 27 (j 

゜八 千 代 Plf a 
゜ ゜

t 40 

゜ ゜松 井 lllf 4 8 llG !).[ 18 2 

＇松 }Ji[ lilf 

゜ ゜ ゜
l （）

゜rヽ,, '·• I; J! 111r 

゜ ゜ ゜
18 

゜袋 lllf 

゜ ゜ ゜ ゜
,C , 

゜ ゜新 酢 1111 

゜ ゜ ゜
5 

゜ ゜入 船 1nr 

゜
3 11 37 1 0 

illi lllf 第 一

゜ ゜
4 ~ 7 .＂,

泄 lllf 節 ご．
。 ｛ l '17 13 1 3 

/j~ ·I!!: 11\f 一 丁 fl 

゜ ゜
3 s 17 

゜
ii 
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住 家 非 住 家

Plf 名 死 重佃 輻但 全， 沿 . ＇― ,-一i,m 、一
、 ·- -

全 沢 牛演

"/1~ 泄 町二7 I~ 0 

゜
2 1 12 

゜ ゜
築 地 町 ・

゜ ゜
2 24 11 4 2 

計 3 G 30 233 317 31 21 

不 二 見

幸 町 1 2 5 92 105 2 

北 天 部

゜ ゜ ゜
4 33 3 

゜
南 天 部

゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜村 松 原

゜ ゜
1 

゜
4. 2 1 

村 松 中

゜ ゜
1 2 15 0 、

゜・村 松 南

゜ ゜ ゜
2 2 3 

゜ ゜
妙 昔 寺 o· 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜,呂~ 加 三 。 。 。 5 11 2 

゜f.l. 立·

゜
0 , 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜計 2 7 105 171 12 2 

駒 越

駒 越

゜ ゜
2 3 1 1 

゜蛇 塚

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜哨

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜計

゜ ゜
2 3 1 

゜保

三 保 ー 1 屈

゜ ゜ ゜ ゜
4 

゜ ゜三 保 二 罷

゜ ゜
- 0 

゜
4 

゜ ゜三 保 三 l 屈

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜三 保 l 関 匝 2 

゜ ゜ ゜
- 0 

゜ ゜0 、

宮 方

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜探 間

゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜ ゜折 ．． 戸

゜
1 1 

゜ ゜ ゜ ゜ftl- 2 I 3 

゜
8 

゜ ゜全 A ロ 計 19 笏 85 840 148 75 64 

二階以上は無狙であつだが全個 と して傾いてゐ るのがあつた。 此三階に地裟の時 に人が居たが外に

‘‘ 
逃け出す甜が出来た と の事であ る。 家屋の倒坂迄に相祁；の時間があつたので家の中に居た年寄子供

も皆外に出られたが道路 1 こで石造の介即が糾れ掛つて死亡 した もの もあつた。 上一丁 目に接 し てゐ

る横演町では被害軽 く家屋の半炭破狽が見られ る程炭であつた。 脚業寺、 脱訟寺の寺の門は破損 し

本盤 も破損 してゐた。 袋地内の硲石の若干1 園は主 と して略々東西に倒れて ゐた。 水平動のみに依つ

(15) 
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て 倒 れ た と す る と 水 平 加 速度 300 ガル程度で伯］れる もの
で あ っ た。 側れた方向は東西 と は限 らす

N66°W, N5°\V 疇J れて ゐた回筒!I 犬磁石 も あつた。

碑 Ii!: 橋 の東 口には堤 の沈下の危 に落差 5, 6 緬の組裂があ り、
西 l:J にも堤の沈下の為に岨裂があ

つた。

巴川の左岸の部枇町一丁 目に於 け る倒域家屋はやは り巴川に直ff.J に殆んと 、
卯 へ倒れてゐた。 住宅

楚図で建 て た と 思はれ る新築の平家建の同型の家屋が4 棟そろ
つて家の長手の方向に東へ倒炭 して

ゐ るのが 目立つ た。

上一丁 目か ら 巴川の右岸 に浩 ふてJII 下へ進むと被害は軽徹とな
． ． ・ り僅に節子の破れが 目に附 く程旋

の所が あ るが仲町の邊か ら半浪家屋が見 られ美濃輪町から被害甚大と よア リ松井町幸町は殆ん ど全滅

で あ る。 美沿輪町で は死者 1 名 、 重樫似者 4 名、 全設住家 28 棟、半没住家 27 棟、 全浪非住家 6 

棟の被宅 あ り 、 松井 町では死者 1 名、 重睦1 糾者 12 名、 全樅住家U6 棟、 郷 't 住家 94 椋、 全設非

住家 18 棟 、 半樅非住家 2 棟 の披忠•あ り幸 町では死者 1 名、 重軽傷者7 名、 全浪住 家 92 棟、 半設

住家 105 棟 、 全拭非住家 2 棟 、 同牛拭 1 棟の被租があつた。

疇 は上一丁 目と 共 に荊水市 内で も最 も姦災の甚しい箇所であるが、 上一丁 目の被害 と加へて全

浪住家 357 棟 に鉗 し死者 はffl'i に 6 名で あつて、 其の全棋住家に基:-:r する比率が 60 分の 1 と云ふ極め

て低率 の もので あつた のは不幸 中の幸で あつた。 此れは地設のあつた時刻にも依 るのであ るが家屋

倒坂迄 に充分 の時問が あつた事 と火事 もぽや程度に」日まつた為である。

港町 日出町に も企庫其他の倒城家屋が 見 られた。 波正楼の周面には地盤の沈下に依 り地 割れ著し

＜岸壁 に接 し た 多敷 の介眼附遮 は 50 梱程沈下し岸壁は多少た出してゐた。 倉庫附近の沈下に伴ひ ・

約 10 米芭 き に半回瓶 の沈下が 一万I] に配列 して寄異の感を典へたが岸壁の骨組の構造に依 る ら し

い。

孵 岡縣水産試瞼揚の建物 は殆 ん ど被宅を受け無かつたが二階の棚本瓶が倒れて破堀 した為薬品が

流出 し て 室 内に入れ ぬ と の事で あつ・た。 試蛾揚の技師の談口依ると誤後 30 分程して津浪の為に潮

が引 き始 め岸 墜 に於 て約 30 梱 引いた と の事である。 脳所長る談に依ると同氏は相生町評のプラッ

l 、ホ ー ム に立 つて ゐた時 に地泣 に辿つたが始めは立つた低で調子を取ってゐたが其内四 駅 振動に

なつた の で ペ ンチ につか まつ て ゐた。 す る と附近の二階家が倒炭したが絢れた と と 思つた ら最早や

地澁は弱 く なつ て ゐた と の事で あ る。 従つて家屋が倒炭する迄には被裟後1 分間位時間があつたJ]I 

と考へ ら れ る。

静 岡縣 樅粒所 の前の 巴川の岸 墜に沿ふて も沈―F の為の地割が著し く三保行の新設の録栢 も雨岸の

｀ 沈下の総 に破担 し鐵 道線路 も栖 の北 [.J 附近に於て地祖沈下の為に閉曲した。

郡 梯所 の桧 潮 （義は 1 月程前 よ り休止 し て ゐて沖浪の記録が得
られなかつたのは逍憾であつた。 能

油所の技 手 の話 に よ る と 折 戸蘭 内の郷の投殖用の垂下筏の網が7 
日の朝に切れたので不思議に、恩、つ

(16) 
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て ゐ る と 午後の津浪で流 された と のt!i であ る。 此れは風其他の氣象上の原因に依 るのではないか と-~ 思はれ る。

巴川わ右岸の岸槌及護岸 も沈下 し著 し く江出 した と の事であ る。

三保の砂洲に於 る被害は比較的軽少 と の事であ るが吹合岬附近には多数の砲裂陥浚が生 じ祁浪の

為に砂が流されて披大 して相賞幅の炭ひ長い滞が生 じた と の事であ る。 洲．の中に咬火 口瓶 に深 く 凹

んだ所 も見られ る と の甜であ る。

附水市の家屋の被害は前記の巴川右岸の上一丁目松井町方面に次いでは入江岡、 入江一、 二、 三

丁 目、 下滑水等が被密著 し ＜巴川の左岸では中演町、 島崎、 築地町が著 しかつた。 涼水市全般 と し

ては中震か ら 強裟の程度であつたが 以上の様な特定の箇所丈烈裟地城を 形成 し地澁動の 加速度は

400 ガル以上に も逹 した ものと思はれ る。 以上の箇所の家屋が特 に他の地域 よ り脆弱であっ た と も

見受け られぬので結局地盤の泄岳為 と恩はれ る。

昭和 10 年 7 月 11 日の静岡地震の際に も荊水市は相器の被害があつたが柑;:11 寺の沼誰測候所長の 皇

島村技師の梢密な訓査に依 る と家屋の被害の著 しかつた箇所は主 と して巴川の左岸に岱り必す し も

今回の被害地城 とは一致 しない様で あ る。
べ置

巴川流城に被害が著 しかつた と 云ふ様に大槻すれば夫れ迄で彰るが細か く 見る と必す し も一致 し

なかつたi}J. は雨回の地澁に於 る地動の外犬況が箸 し く異なつてゐた為では無いか と 思、はれ る。 静岡地

筵は近地地震であ る為に比較的激しい波が1 札越 してゐたの記蜀 し今回の地筵は遠吋 筋底地店であ る

為に地動は比較的緩没ァと大揺れで長 く経:i いたので あ る。 従つて所謂 る地盤がi 屈いと 云つて も如何な

る地勁に朗 して地盤の振動が著 し く成 るか と云ふ事が問題にな るのだ と考へ られ る。 今回 の地震の

場合は軟弱表土の特に彫い地盤が不可，であつた と考へ られ る。 f/,J 家屋全的 と して移動 した例が見ら

｀れなかつたの も地動が緩没な為であつた と考へられ る。

藤 枝 町

覇岡市 よ り藤枝町迄は澁害が認め られなかつ加 藤枝町に も被街は認められない。 ·rn 蒻枝IIIT か ら御

前綺に南下する途中の大洲で は家屋の破狽石垣の崩炭約が見 られた。

川 崎 町

川崎町では二、 三丁目が被杏著 し く全浪 7, 8 棟、 残 リ は半禎程 炭であ っ た。 中尿校合 も著 し く

破損し國民尿校 も 1 棟は全浪残 りの棟 炉 i 環 と なつた。 孵波の郵便局前で煉瓦塀の7 敷 と成つて 1 

名死亡 した。 . 
川崎町の北の坂部村外之久保は異常的に被癒著 しかつた と のlJi. で あ る。 吉「[I 村では井 戸水の減水

ヽ
した箇所濁つた箇所があつた。

川崎町と相良町と の間の軌道の枕木がすれて汽車が一時不通 と なつた。 川崎町の南の堀•り）、 大磯

では被害軽少であつた。

(17) • 
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相 良 町 鼻

郵便局前 も
渭 暉 甜·が多かつた。

横町には多敗の条半戟家屋があつた。

港の防波提は平常7 
輝L ヒ 2 米程出てゐるが f.lt 浪の時 に始 め潮ヵ;弓|氏

平田は邸 暉 徹であつた。
為に堤が陰れた

との事で あ るか ら此泌 の祁浪の高 さは約2 米
提の脚部が現はれたが埓せ切紐 i 朝の

. i 罪 派 の為に萩間）I\ も相良町の「
碑 水営ヵ嘩 した と の事で あ る。

ぁ っ た事 と考へられる。 ·5~10 分を姫て一列になつて ざ わざわ と打も

小名ケ谷の渋での律浪は始め ｀
10 米程沖迄潮が引 含

寄せ之を敷回緑返 したと の咀である。
ったが固民學校が半渋 し外 廊下が檄れた為に共

相良町の南の地頭方村では ~.? 3 軒全棋家屋があ

の下敷 と なつて 2 名の兒窟が死亡した。

御 前 崎 村

・ 御前崎澗候所は建物に徴かな紐裂が逍入
． った程炭であつた。 庭内の長 さ 4 米、 幅 2 米の コ ンク リ

- 卜の水槽の水は著 し く溢水した とのJJJ. である。

談測塔上のグイ ンス風腿計は倣に移捌J した。 地筵計はウイ
ーヘル ト式水平動が土来 と の締附け用

のボ-J レト穴のゆと りのあ 涵方向に倣に鉗梱と
して移動したのみで使用には差支へなかつた。 強妥

計の記録に依 る と最大振幅は4 糎以上であ
った。 此臨で記録された餘震は初 期徹動時間が 9~12 秒

の ものの外 3~6 秒の小地震が被生して
砂 。 帥ち御前崎の極 ＜附近に も局部的に餘設が被生して

ゐ る事を示 してゐる。

御前崎屈恐はi.':i さ 17 米であるが払礎から 3 米の所に龍裂が逍入っ た。 燈盛は椋瓦造 りで表面は

モルク } ~塗であ る力．歯l ・東地袋には被癒が無かつた との事である。 燦盛長の談 に依 る と 招荻下の演が

15 梱程隆起した との事であ る。9 

此の遠州灘に面した洸では祁浪の際に汀線から約 35 米の遊迄潮が上つた と の事で あ るので預の

螂 を 100 分の 5 と即 lll してmn の邸さは 2,0 米 と成る。 遠州灘の津浪を看視 し て居た舒備嫁員の

談 を綜合する と即 :~は 14 時 5 分に引き波で始ま り 1,1 時 37 分には可成 り の沖迄潮が引ひた。 ー、
:Jt 

の内小波の寄せる様にざざ と潮が増して鯰 。 そして一回置 き位に大小の祁浪力噂 回あっ た と のI]i 

で あ る。 従つて祁浪は設後 30 分 して始まつた事に な る。 ＼

駿河蘭 に面 した投のf.lt 浪は村役編の君視日の談に依 る と禅浪は西風が強かつた為に地頭方 よ リ御

前崎迄一直線に白波を立てて押寄せ 17 時煩迄に5 回見た。 波頭の裔さ は 1 米位あつた様で 3 回目

の ものが一番大 きかつ氾。 波は始めは1 線にな つて来たが共後は•寄引が虞に依 り不規則になつたと

の事であ る。

看視哨 日誌を抄録する と 13 時 37 分半地裟相·相営の振勁あ り （約 3 分間）。 14 時 27 分駿河源内

疇 浪の状況を認む。 H 時 50 分、 15 時 00 分、 15 時 30 分、 16 時 17 分計 5 醗 る も紐

地哨咋諏 な し。 以上は波の寄せて来初めた時刻であって地筵後 50 分 し て第 1 回 目の上潮が床が Ji 
(18) 
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にな るが其の前の引ぎ潮は筵後 30 分頃に始 まつてゐた と 思はれる。

女岩の液では引き潮で始 ま り 3 回目に一番高 く潮が来て 1.2 米程の高さで あつた。 伊戸繹では高

さ 1.6 米程の律浪が あつて悔岸の高 さ 90 梱の石垣の上迄水が来た。 3 回目が一番潮が来た と の事

で あろ。 引き潮の方が著 し く沖の深 さ・2.5 米程の淡瀬の岩が 60 糎程現はれた と の事で 3 米程の引

ぎ潮で あった様である。· 此液では始めr.lt 浪を恐れたが 1 回目で程炭が知れたので次か らは潮が引 く

と走つて行っ て魚をひる い沖に白波が立つと 逃げ戻つて来た と の事で あっ た。

前記の燈変長の外に村役揚のll)J 役、 痰涵の漁夫約が御iiii 崎附近の洵岸が隆起 し た と の甜 なので放t 
澤の樅か ら御前崎の岬を廻つて悔岸を見て廻つたが樅に居た敷人の漁夫にllfl いて見る と 樅が艇 く 成

っ た と は恩はれぬと の事であっ た。

御前崎燈盗附近の汀．に残つてゐる穿孔貝の跡の高 さ を澗 る と 平均水位上約 50 糎 と なっ たが昭和

18 年 6 月頃に今村拇士が測定 された際 も同様な問5 さ にあつたので此遊の地盤降起の事宜は疑は し

く な った。 尚下御崎の樅の防波堤に於て 14 日 16 時の悩潮II 寺に於け る汀の位置は堤の前面 4 米程

の所で あっ たが 下御崎の漁夫に尋ねる と今迄 も普通の脳潮時に於て堤の前面 2, 3 問迄潮が来てゐ

た と の車であったので此庭で も隆起の事宜は認め られなかつた。 f 勾菊川の右岸の遠江射揚に於ては

演の隆起は認め無いと の事であっ たが千朋村役場では演が炭 く なっ た と 云つてゐたが非浪によ る砂

の移動の為ではないか と 思はれ る。

・ 御前峙では石塀の破狐 壁の龍裂屋根瓦の破担約が見 られた。 辮犬凪I: の石碑が韓倒 してゐた。 水

平動のみに依つて倒れた と する と 340 ガル程炭の水平加速腐で倒れる ものであっ た。

炭澤の道路には茶畑にかけて陥没に伴ふ半回）［多の著 しい龍裂が あっ た。 此遊は砂丘の砂地で あ り

尚他にも砂地の畑に若千の組裂が見られた。

殷澤では家屋の被咎は見詔 ら なかつたが北へ倒れてゐた秘石は水平動のみに依つて側れた と する

と夫々240 ガルと 260 ガルと で倒れ る ものであ っ た。 西へ倒れてゐた砥石は 250 ガルで倒れ ろ もの

で あっ た。 ＾
礁夫の談に依 る と炭涵の沖と．伊戸深の沖と に地羹後栂中か ら泡が出る枇 になつた と の<'.J1: であ る。

白 硝 村

．中原では水平加速／此2(50 ガルで倒 れる程度の磁石が韓倒 し てゐた。 役揚附近で倒れてゐたふ均石は

水平加逃炭で倒れた と する と 310 ガルで側れる もので あっ た。 中臨 1J1 祉の石燈節は北北東南南匝の

方向に倒れてゐた。・

暉 村では住家の全樅 位 棟、 半樅 53 狐 破損 79 棟、 倉眼の全浪 II 棟、 半渋 5 棟、 破損 17 

棟、 納屋の全渋 29 棟、 半樅 41 棟、 破損 51 棟其他の非住家の全渋 25 棟、半 浪 17 棟、 破損 23 

棟の被客が あっ たが幸に死似者はなかつた。

家屋の被害は第 1 岡に示す如 く大部分は中西川に浩ふた植(i 所で あっ た。 共虞では殆ん ど全滅で あ

(19) 
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少

つて全没住家 36 棟、 半渋住象 34 棟を出 した。 此遊で地庭 の際に家 の中に居 た人 は年寄 も子供も

皆外へ出て 10 間程逃げ延びた頃家が倒製 したと の事であ っ た。 村役場の話 では砂地 を 1, 2 米城

・ドげる と 土地でカッパと云つてゐる沼の地}cl- が出て米る と の事であ っ た。 昔 の 白弱港の跡ではない

か と も云つてゐた。 樅の隆起は氣が附かないとの事であっ た。

中西川の右岸は追路に沿ひ 15 米位の間が・相裳沈下 し てゐた し岸 に沿ふ て 川岸の沈下のために地

刺が著 しかつた。

女躾校敬諭栗林澤ー氏の談に依 ると 安政元年 且 月 4 日の成悔逍地澁 の際 も 中西川 に沿ふては店

忠が著 しか ったと の事である。 倫餘裟が頻含冬にあっ たので小屋 を建 て て住み 11 月 15' 日の地jj\tfi の

祭迄家に逗入れなかつたと の事である。

今回の地店で雁FI 子新 廿1 には牛嘔 l 米程の泥丘が無敗に生 じ て胄砂 を鳴 き水 を 1 米 の高 さ に哄いた

との事で」遥 は水Ul を埋立て↓
疇 である と の!jf であ っ た。

池 新 田 町

麟 には疇 の半設が見られた程炭であったカ

三俣村、 三演村
饂t 虚 5 棟 、 半棋住塚 26 棟 の被宅が あっ た。

疇 疇 川の右岸の砂地で↓

雌裂があっ た。
のるが家屈の被忠はi 腑徽であっ た。 悔岸寄の砂地 の畑 には沈 1: ・によ る

大 坂 ·村

(20) 



菊川の洸城の大坂村、 千飲料 平 「fl 村、 横地村綿は家辰 の被寄甚大な地域で あっ た。 大板村 では

麟麟 81 棟、 半浪住~77 ・棟、 全渋非住家 35 練 l 司半般 9 棟であったが幸 に死 傷 はな か つ

た。 家屋の被究は主と して菊川の支流の小笠川に浩ふて箸 し く然 も川の雨側 50 米の版岡に限 られ

てゐて夫以上離れると逝に被害が樫かつた。 家屋の倒炭方向は北方であっ た。 川に直角の新設道路

疇 城し七著し く紺裂が逗入って砂 。 川の左岸の祁,,前I: 内の石碑が北へ倒れて ゐたが水平加速度で

・ 倒れたとすろと 320 ガルで倒れる もので あつた。

菊川の支流の黒松川に浩ふても家屋の被密があ I) 村長の家 も 同川の上流の ill 際にあっ たが倒坂 し

たとの¾)j: である。

千 演 村

家屋の被客は菊川の流域と支流の高杉川に披 まれた版園に見 られ所々に飴J 坂 してゐた。 菊川の右

岸のネ面の附近に於ては家屋がまと まつて倒嵌 してゐた。 記5 杉）,,の左岸附近は披害が睦少で あっ たo 

住家の全殴は128 棟、 半沿は207 棟非住家の全渋は 80 棟、 半樅は296 棟， 死者 4 名、 倍者 3 名

の災客があった。

濱に接した砂丘地省罪には地割れ多 く砂地の畑に咬砂丘が多敷生 じ宵砂 を唆いた。

菊川の川床にも附近の道路にも趣裂あ り村の東部の縣道 1 浪鎚 裂を生 じて田にた り出 し てゐた。

村役揚では演が廣 くなったと云つてゐた。

堀 之 内 町

此庭では家屋の被害らしいものは見られなかつた。 旅館の石燈節は盃部個れてゐた。

横 地 村

堀之内から菊Jlf の谷を南下すると加茂村三押家か ら家屋 の倒城が見られたが小川端は破害が多少

睦少であった。 横地村囮逍入ると西横地、 土柄、 奈良野 と 追路 に沿ふて多敗のff 国 家屋が あ り主 と

して北方に倒れてゐた。

此遊の井戸の水位は極めて淡く地表呵 環 十梱の所にあつて軟弱な地盤で ある事を思はせた。 奈

良野から岐れて東横地に至る道路に沿ふては家屋の絨密が可成 り睫 く なつてゐた。 東横地では一部

に多少の被害があった。 山麓の三澤では殆んど被宅が無かつ加 横地村で は住家の奎没 157 棟、 牛

没 1,1 棟、非住家の企没172 棟、 半渋 62 棟、 死者 3 名、 致泊者 4 名の破究が あった。

村長の談による と此泌では地鯰の際戸外に逃出し て彼方此方の家が倒坂するの を見てゐた と のl)J 

であつて家屋の倒炭迄疇 裳の時間があっ た事を示 してゐる。 村長の家は東横地 にあ り安政地澁の

時には没れたが今回はjj)J かつたとの郡i で安政の時の方が今度 よ り跛害が甚 し く且つ餘霙が頻繁にあ

った為に1_ 月程も戸外にゐたとの出であつた。

平 田 村

菊川と支流の牛淵川に挟まれた低地は全般 と し て家屋の披宅甚大で あろが新道の商店街が殊に激

(21) 
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てゐるが大都分の即屋が北北西方 に倒 椒 し て 恥 。 新．逍苅

しかつた。 其庭は牛淵川の左岸に沿ふ
てゐたがぷ士:/rt ―'が 30 米以上 あつ て比設 的緩 やか な地動に共

深 さ 30 米程の掘抜井 戸の水をイ出）II し

振 したので は なか ら う か と 、思、はれた。
塚屋は北北西南南東の道路 に沿つ て家屋 の長 い方 向に倒れた

ので あ るが主 と して北北西に倒敷 じた
のは南南東方向の激 し い地動が あっ た の に依 る か も知れ記が

或ぱ家屋の樗造繹 リ一方向l'Lff:il れ易か
っ たのか も知心 。家屋 の長 い方 向 に1 至lj れ易い のは→ 証

見られ る事で あつて長い方向帥ち間 口の方
、1,',)l'C は比較的柱が少い事短 い奥行 の方 向 には壁椴が多い

事な どの家屋の構造に依 る ものと 思、f まれ る。
倫二階家は一階 と 二階 と の様 の部 で 柱 が折 れ平家 も柱

の頂部で折れて砂 。 又倒浜家屋には響 ものあ
るのが 見られなか つた 。 家 屋が 全憫 と し て移動 した

も のは無か つたのは店動が主 と し
・ て水平の緩やか な大揺れで あつた為 と 思 はれ る。

新逍 では道路に泊ひ左右に 50 米程の幅の部が被街著 し
＜牛淵川に近 接 し た所 は多少被術研 麟

っ たのは寄異 に感 じ た。 但 し菊川に接 し
た西ケ崎は殆ん ど全滅であ っ た と の事で あ る。

村の北東部の山茄ひの部は被街軽少で あつた。

平田村の住家全浪は 324 棟、 半設は 266 棟、 非住家の全没は 201 棟 、 4 環 は 33 財棟 、 學校の全横

i 棟、 平設 2 棟で あつて死者 8 名、 傷者 11 名を出した。

従つて横地村平田村雨村の死者は全樅住家 40 棟記紺 し 1 名の割で あっ た 。 役 場で の話によると

安政地震の時 も被害が著 しかつた と の事で ある。

三 島 町

堀之内 よ り東'II 践道線にて東上する車窓 よ り は家屋の被害は殆 ん ど見 られ なか つ たが 浦水市に這入

る と被密が 見られ袖師で は工場の破損が 見 られた。 興禅で は農林省図藝 試瞼 所 の屋根が破損 し七戸

る のが 見え鈴Jli で は屋根の小破損が見られた。

三島測候所は破害が無かつた。 コ ンク リ ー トの無線柱が激 し く 振れ直径 1.5 米 、 深 さ 2.5 米の水
． 、 ．

棺の水が多批に浴出 したが室内のパケ ヅの水は溢れなかつた と の事で あ る。 伊 豆長 岡町の西方の三

津に於て桧 i 蜘 諏 測を し てゐるが今回の油浪を立派に記録する事が出来 た。 其 れ に依 ；；；と 13 時 50 

分頃か ら 30 糎程の引 き波で始 ま り 14 時 に 20 梱程の第 1 回の上潮が 来次 いで 第 2 回 目の上涸が

14 時 20 分頃に 110 梱程上げて来て最高．の波で あっ た。 次いで 10 分 間 に 230 梱程潮位が低下し

結局 120 梱 の最大 の引 き潮 と なっ た。 第 3 回目の上潮は 15 時 5 分頃で 90 糎程 の高 さで あっ た。

結局祁浪は地匹後 15 分程 して引 き波で始 まつてゐて他に比較す る と 早 い様で あ る。

下 川 町

家屋の被 杏はなかづた。 7 日の地筵は長 く紐いたが 9 く感 じたFl 朝の新 島附近 の餘設 の方が激 し

と の事で あつた。 沖浪に依つて住家の没水 186 棟
、 非住家の浸水 22 棟 を 出 し た が稲 生澤川の

右岸．

の須崎町、 長屋町、 原町 、 大工町節で岸か ら 80 
米程の幅の固域で あ り家屋 内の疫水は最祁

70 桓

程で あつた。
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ヽ

.. 
大工町の介血には地面上 4'1' 棚、 50 梱、 52 糎の所に3 條の没水跡が賤つてゐた 。 結局津浪の商

さは須崎町の栃の附近が披高で 2.1 米、 大工町泌が 1.6 米であ っ た。 川の左岸に も 地面上 43 梱程

稜水した家屋があったが津浪の店さ は 1.6 米であつた。 水面上 2 米の栖 の上か ら須 崎町の石垣にが

けて8 噸程の船が乗上げてゐた。 栢の下手に一災の小舟が沈没 し共上に大型の船が 乗上つて破担 し

てゐた。 櫛の下手の欄干は破城してゐた。 川の左岸に も 2~ の大型の船が破担 し て ゐた。 第 2 固参

照。

原町のJI/ 岸に面した伊豆商事

株式舎屈の山本禰右衛門氏の談

に依る と地筵後約 30 分して潮

が引ぎ始め椛 （稲生繹JI! ロ） 内

の船が押し合？てみりみり昔が

したが未だ綱ば切れなかつた。

15 分位 して潮が 上げて来た時 ＇ゞ I II II -,、·-= • ·ヽゞ ：t, \'\ 

網 （龍裡 4 糎程のもの） が切れ

て栖迄押流されて行つて栢につ

かへた。 此の第1 回目の上潮は

石垣の上迄上つたが家には浚水

しなかつた。 郎ち約1 米の高さ ·

の潮であつた。 次いで潮が引い

た時多敷の船は全 く混乱i 伏態に

なっ た。 次に 20 分程して第 2 

回目の上潮が来たが第 1 回目と I/' 、ぎ」）Y~1r v· 
同程度であった。 第3 回目の上

潮が最高であつて没水家屋を生 ＼

じたのであ る。 葎浪は4 回紛返 [ - - - - ---·-·- · · - -- - __:___

した との事である。

引き潮の方が著しかつたら し く水深 3.5 米程 あ る川底が 見えた と の事で あ る。 船 の流れ る早 さ は

人の走る程度の早さ9 であ つたと の事で ある。 湘クトに も 3, 4 疫流れ出た と の事で あ る。 船の破担は

80 隻、 沈浪は 6 設であつた。

9 日朝の地設の時は船はJ-1/i を怨いて池外に出 るJfJ 意 を した加潮が多少来た に過 ぎ なかつた と の事

で あ る。

下田港の奥の柿崎で1 な 2.5 米程の禅浪で あつたが闘東地袋の時 は中村 博士 に依 る と 4.6 米 の津浪

(23) 
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. l 米程の津浪であ
鑓 炉 ‘は1 米足 ら,P'<E あ つた と の~J で あ る。

があっ た。 麟 では
畔 は白波をあ

げて米如 ＇ではな 環 疇 疇 ち引 き し た丈知 っ 紐

輿 戸 漁夫が活に依ると

網 ．によ り凹凸があ I っ た。 第 s: 回 目の．潮が 一番高か つた と の襄であった。

節 の水面は平面でなく

m 結 · 首

1. 笈領地は遠洲澄の西都で
繹 137° 北綿<!4-" の悔底の深 さ約 ·20 粁 噂 生 し た と 思はれるが

津/!~を伴つた柑 より海底に
遠 盤の隆起陥汲があつた もの と 恩姑 れ る。

2. 地震の規模は有感匝域が筵央
から 650 粁迄の撰 り が あつた癖 さら 大髄大 正 12 年 の閥東地震

の程度であると恩はれる。
従つて譴源地も相賞の抵 り を持 ち少 く と も 直狸 30 輝 の大 き廷 知

蜘 された歪力が断麟 廊 依つ
て地霞波を装生した もの と 思はれる 。

，， 3. 地裟の前徴と しては今村栂士の調査に依 る
と 御前崎附近の地塊が掛 川透 を軸ど して南刺応過

去 3,40 年問傾動してゐたとの事であるが最近各地の火山地域が活動 1 し 哄火や地霰群 の被生が此較

疇 繁にあつたが昨年の8 月からは反つて日本全園の地簑敷が半減 し て居た那 も何 ら かの甘一貼係があ

つた事ではなからうかと思はれる。 安政元年 11 月 4 日 5 日の東悔道南 悔道地霰 の 13 年前i)'l:• 駿

河國久能山に地該があ り今回の地澁の9~ 前に斡岡地録が あつた車は全 く の暗合 に褪窟‘社い とばか

』 は云へぬ と思ふ。

4. 安政元年 11 月4 日の東悔逍地霞は庭客の黙か ら今回 よ り も大規模 な地震 で無かつたか と考

へられるが餘裟は割に少な く翌 5 日の南悔道地筵疲生後餘筵が多敷夜生 し順調 に減少 •し た 様 で あ

＂る。

今回の地震の餘震は全骰と して数が少ない様で ある。 御前峙では被筵営‘日及び翌 8 日の餘震敷‘は

少なかつたが 9 日に多数液生し夫れか らは順調に減少 して居 る。

尚餘四は遠州灘に被生してゐるばか りで無 く極めて陸地に近 く或は陸地 内·に顎 生：した と 思、＇はれる

麟 が相器にある。 削ち静岡、 御前崎、 濱松の地簑計では初期徽動時間 s~6 秒 の近地地震を多数

記録してゐる。

5, 今回の地設の特色と しては痰い版匝に亙つて家屋の被害が あっ たが悔岸寄の川沿ひの沖栢地

疇 部的にまと まつた翫 な被害があった事で ある。 従つて牒岡縣愛知縣 三重縣の各根I] 候所か らの

報告の如 く全般的には裟炭が中筵か ら強咬
． ＇辰の地域に於て突然烈誤匝城が散在 して ゐ るので ある。

従つて此後は此様な遠力
ーの海底地筵の際には強震の版翫 烈霙の地域が あ る事を 推定ず可 ぎであ

る。 結局所謂る地盤の西
吟 所が家屋の被害が曲 しかつたので あるが浦水市の被害 で見 られる通 り近

地地露に殺すする地盤の砥\rl)J 
「とは必す し も一致 しない様で ある。 軟泥の限 さ の特 に厚い部分． が今痰

の様 な長週期の地動には悪い
臼考へられる。

6. 家屋の倒炭迄には相·• ··
呼 ）時間があった ら 塚屋

＇は段人と大きく揺れて
し く少 く と も 1 分間以上で あっ た と 思はれ る。

柱の頂卸 浙 れて倒如
てので あつて全愉 と ；して移動 ；し祀例：ほ砕 ん

ど 無 か ク

、（ 盟 ぅ



如 従 つ て地筵 の被 生 しれ時刻にも依 るが菊川流城の平 田村、 横地村の様な烈厖匿域で も全投住家

40 棟記甜 し 1 名の死者加あっ た割合であ り湘水市のi~ 烈裟匝城で も全洪仕家 60 ・棟に鉗 し 1 名の

死者が あった と 云ふ低率で あっ た。 以上の地域に次いで烈裟匝域で あっ た白莉村、 大坂村に於ては

多数の全渋住家を出 したに も拘 ら·1' 死倍者は無かっ たのである。 以上の地域は安政元年の地袋の時

にも筵害が甚 しかつた。 但 し今回の地筵で被害のM: も幽 しかっ た大田川流城及び演松市附近では全

渋住家 10 棟 に鉗 し 1 名の死者を出 した所 も あつて相裳早 く倒坂 したのではないか と考へ られる。

家屋の飴戯 方向や磁石の轄倒方向は遠州灘に面する地域では主 と して南北で あ り特に北方に倒城 し

てゐたが川崎町泄水市では地形にも依 るので あ ら う が主と して東西に倒製 してゐた。

7. 地割？沈下等 は砂丘地や川に接 した所にあっ たが全般的には少 な く、 山崩れは無かっ た。 相

良町附近の地盤は多少隆起 し渥美半島では沈下 した ら しい。

8. 津浪は紀伊半島の東岸では.5, 6 米の高 さが あ り特に リ ア ス式悔岸では波芯大で相裳の被密

が あっ たが躙岡縣下では下田港に於て侵水家屋 と船の破損沈浚があっ た程度で駿河閲で も迫州灘

に面する梅岸で も殆ん，ど被害は無かつた。 何庭 も 2 米前後の浪で あ い地筵後 15 分か ら 30 分程 し

て引 き波で始 ま り 2 回目か 3 回目の浪が最高 であっ た。 哀11: 浪の週期は 10 分か ら 1 時間位迄 あっ た

様である。

，· 測候所の1 視測塔上のダイ ンス風盤計は地筵の際に移動 し品いし又百梨箱の内部の測器類は顛

倒する甜が あるか1 ら此等の固定法を考應す可 ぎである と 思ふ。

10. 筵源地に近い測候所の強簑魯「は地動の全振幅を記録する事が出来なかっ た。 掘筵計は一雁低

倍率にする必要を更めて感 じた次第で ある。

終 り に臨み御指部を賜つた藤原熙長大谷部長並に開査に御協力下 さつた孵岡測候所島村所長御前

崎測候所伊藤所長三島測候所管原所長にJ 厚く御祖 rj3 上げる。

... 

．
；
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昭和十九年十—
渭 七日東南悔地震調査報告

御 前 崎 測 候 所

営所 に於 け る地区計観測 に依れば

被 筵 時
13 時 36 分 4 秒 3 

初 動

初 期 鴫 描禎時間 17 秒 1 

最 大 振 幅 （半振幅 ） 4 糎以上

に し て餘裟 は 10 日以後減少 し餘震の初期徽勁歳紐時間は 5.5-7.5 秒 に最 も 多 い。 裳 所 に於 て 調在

し た る範匝は御前靡 付近 、 御前崎 よ り大 井川河 口に至 る駿河蘭沿岸 の 町村 、 御 前 崎 よ り 菊 川 河 口に

-' 
至 る遠 州灘沿岸の 町村及び菊川硫城の 町村 に し て今其概要 を述 ふれ ば次 の如 き も の で あ る。

南 53 炭西

（イ） 災 街

災害 は菊 川流城 に最 も激烈 に し て各町村其一般 に住家全樅は 100-150 戸 に し て 最 も激 甚 な 平 田

村 に於 て は住家全 浪 488 戸、 同半浪 322 戸の多 き に迎 し9 て な る。 共他 の地 方 :-e:· は 川 崎 町及 び 白忽村

に多 く 夫ん住 家全 没 40-50 戸、 住家半設は 50 ー60 戸を算 し て 居 る。

御 前崎村 に於 て も 虞 々に被害が あっ たが 之等の 町村 に比較 すれば 被 害睦徹 と 云 は ね ば な ら な い。

死傷者 は菊 川流域 に梢 見 ら れ る も共他の町村 に於 て は比較 的＇に少 ＜之 は地 裳 勁 が 大 き く 歩 行 乃至

I 饂 す る事が 困難 な位 で あっ たの に も拘 ら す比較的に緩慢 で家屋 の｛紺 裂す る ま で 或 程 度 の時 間 (30 

-60 秒 ） の餘裕が あっ た為 と ｝品はれ る。 ・

叉地厖 後火災 の殆 ん ど殺生 し なか つた のは地袋 II 寺刻 の闘係 も あ らウ が 各人 が 周到 な 注意 を 彿 つた

事 に も よ る も の と 、塵はれ るが之 ば今筵災 に於 ての不幸 中の幸 であ っ た。

｀尚 白洞村 の被 忠状 況 よ り 見 る に共被街は村全椴 に横がつて
ヽ

を る も の で な く 、 地 緩 勁 に到 し て 弱 い

駆域 に殆 ん ど集 中 し て を る。 特 !'Cf 眼斜地 に於 て盛 土を
し た様 な庭 に多 く 其崖 側 の方 に倒 城 し て を る

のは今後 注意 すべ き甜 で あ る。

道 路 の地裂 、 崖崩れ ． 栢梁 雨側道路の低下 、 煙突 、 塀
．、 臨石倒城轄 倒 、 貯 水 池 の 水 の 氾濫 等 は各

地 共虞 々 に見 ら れ井 戸水池及び川の減 水批 濁、 田畑 に於 け
る水或 は砂 の咬出 等 の現 象 も 虞 々 に槻 祭

さ れ た。

其他藤 相線 、 地 頭方 、 川崎間 は約 24 I 
・ 侍間の不通 、 御前崎 に於 て は 、

約 3\, 時 間停 電 す る等 の 被審
を も伴 つ た。

（口） 津 速 及 び 悔 炭

祁波 は御 茄 崎附近 に於 て遠州灘駿河潤共 に地
筵後約 5 分 に し

て泥水 退 き 地袋 後約 40 分 の 14 時

(26) 
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灰 分に第 1 回のtit 浪の襲来を受け共後夕刻 まで 14 時 so 分、 15 時 0 分, 15 時 30 分, i6 時
17 分の計 5 回あつた ものの様で ある。

其の半振幅は約 2 米位で退いた時の方が稽大であ っ た様で あ る。 其旅 も高かつたのは 3 回目の

15 時及び 19 時頃と の事、 潮の退 く迪 さは急淵の辿 さ よ り も辿 く寄せる時は速足程度で あ り第 1 回

は白波を打上げ、 1 線をな して押寄せ其後は庭によ り寄せ退 ぎが不規則になっ てゐる。 併 し津浪に

よ る被害はなかつた。

叉遠州灘、 駿河蘭共泥岸 よ り約 2 丁、 深 さ 2-3 苓位に悔中よ り泡立つてゐる臨があ る と のIjJ: 。

、 地澁後誨水が濁つた と云ふ報告及び地裳時舟に乗つてゐた人が悔底が溺つた と云ふ報告等 も見られ

る。

（ハ） 地 ・ 髪

土地の人々に11 りけば地姦後砂演が殷 く なっ 」んと 云ふ もの と褻化がないと 云ふ者 と あ り確宜でない

が相良紐に於け る測定によれば約 30 糎土地力峰 起 した様に、息はれ る。

附記 ： 以上は御前崎測候所に於て為 された非常に大部な閻査報告の概要であ る。 此の報告には梢

細な調査結果が記 されて あるのだが、 印刷の拙係上此の度の概報には止むを得す刺愛 し、 取敢-t, J:. 

記の概要丈を牧録 した次第であ る。 本文は別の機合に印刷をする狼定であ る。 （地澁腺）

('27) . "' 
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東南悔地震賓地踏査概報

（遠 江 灘 活灘 地 か

氣象技 li1ti 割町暉 、齋藤光鵡 I t 山綺彦四郎、金原興四郎

・ 掛川町 掛川町は太田川、 其の支流原野谷川及び更に
その支流た る逆川等 にi 直 和 れ、 遠州

ヽ
譴 岸よ り樹枝欣に入 り込んだ低地の最東奥に位 し 、

既に多分に森 地 の性阿を需びて おる。 卸 l は

蜘 中央よ り稲 北に偏 した部分を束西に饂 し、之 に平行疇 方約 5~6"00 ・米の所を固鐵東齊道線

が走つてゐる。 箇束悔追叫 者の略 い中央を東西に走つて ゐるが 、
倍康悔逍 と 國鐵の中間部分に営

瑾 員5r r 渕 立の肱地帯城は田を埋め立て・た極めて軟弱な表土の上にあ り 、
耳つ掛川町心中心街で

、あ る為洩 Jil の被害炭を近憐に比し て鉛い もの と した もの と 思滋 れ る。 逆川雨岸では被審雌 陪 ひに

軽 く屋根瓦の落 F や陸の俵lj 船t の他餘 り重要な ら さ
喝 損省·に止つて ゐる。 中心街地方は南流 じ て逆

庫 合ずる帥代地川、 新知 JI [、 東光寺J'I 「及び之等か ら分れて東酉に走 る,1 ヽ ざい滞が甚だ多い。
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2

註 下保、 ,(-;I.L 首ハ近 イ。 . '

紳町、 十王ハ被杏少キ故下俣十九首計内=t\\: 入，t:: リ。

家屋の倒浪や傾斜方向には、 間 口が南北に向いた家に朗 して南北向きのも のが甚だ目に滸 く。 問

口が東西の もの は東西に傾いてわ るが前者程は著 し く社い様に見え る。 例へぱijlj1 代地JJJ 束岸にあ る

法全寺で9 は柱の上部が下部に紺 し 1 尽程北に傾・き、 附屈住家 も北に傾いた。 こ の寺の植木戟某氏は

地篠賞時枝の刈込みの為硲地内の樹本に登つてゐたが、 袋石は大抵南北に揺れて倒れた様 に見えた
ヽ｝

と言ふ。 而 し·,ヽ墓ヽ場の東側の埋立地にあ る某工場（新築せ る・しもの）は何回 も南方方向 1( 間 口方向に裳

る） に揺れ最後に一吋寸浮 ぎ上つ た様に見えた と息ふ と 、 東側に向つて倒潰 し た さ う であ る。 尚同氏

は家内に居 る千息の事を心配 し木か ら降 り様 と し たが、 中々、恩ふ様に手足が掛 らないか ら後一丈位

と云ふ所迄来て飛び降 り たが恰 も荊園の上に降 りた裕針にふわ り と した感 じであっ た。 而 し て こ の頃

は 振動の最 も郎 しい時分であっ た と言つてゐ る。 或ひは地動の上下加速庶が相幽＇大ぎかつた事を意

1 1
味する ものであ ら う か。 扱て腐際に倒れた幕石 C 100 基餘 りの中―- ~ — ー 位） を調べて見る と南3 4
又は北に倒れ穴 ものが質際多いが、 之は墓の正面が大栴} こ の方向に向いて ゐる紺 に も依 る ら し く少

敗東西に向いた もの® '中には康西方向に倒れた ものも あ り 、 叉丸い石碑'l(:·何れの向 きに も平等 と 思

ば れ る ものには北西に倒れてわ る 、ものがあっ た。 これは布 さ 40 梱、 直径 18 糎であ るか ら簡箪にウ

エ ス トの公式で加速度を見稜れば450 ガルを超 え る事にな る。 但 し回筒の底には腑があつて受荻の

穴に入 り 込 んでわ る事 を 無視ずる。 逆川北側では掛川中卑校南東隅にあ る正方形の常夜歴の頭部

、 がS25°E に蒋紐 。 但し この石燈の一邊の方向はS25°E であ る。 •この頭部 も下部に醸があっ て受

穴にはめてあ るが議 が折断さ れて ゐる。 石は水成岩例の粗総な ものであ る。

町の南部上張地内の山手 にあ る河井爾八氏邸では士蔵の壁が東西の もの も南北のも の も同様に裾

が刻脱 した外建 て付けには殆 ど被害が無かつたが、 邸宅の土盗石の所で見 る と家屋が少 し く南方へ

C 2.9) 
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江つた形跡があ る。

井水の皮化は地霰の前後を通 じて氣付かれて ゐ砂 様で ある。

掛）I\ 町附近 掛川菩察署調壺に
底 疇 訥 被害は別表の通 り で ある。（袋井町の ものは町役揚訓

在の分が蓑料が新 しいか ら若千差災が ある。）
掛川町の北に隣接する西郷村は逆川の支流倉 館川の

流城低地で あるが全炭に比 し4 嘩 家屋が頗る砂 。
饂 悔道條では掛川西方 よ り西 へ向つて急に被

久努村の被害 は北方 山地部で は他少
害の度が少いが久努村地内に入る と全、

4 域 が認 多 く なる。

で殆 ど全部束悔逍沿ひの低地が受持つてゐる。 ．
掛川町 と 久努村の中間低地で被客少 き事宜は興味あ

る勘であら う。

袋井町 袋井町はその中央を略_i 東西に頂流する原野谷川を揉に し
てその南東方の姦地 と北西方

の低地 とに分れて居ろ。 原野谷川は東方山地 よ り半島献に已し出 した盛坤の
北邊近 く を西流 し袋井町

の略 ぃ中央に於て南に折れ西方にある太田川の開折 し 、
疇 北に長い低地を走 り、 翫 太 田川に合 し

這 州囃に入るのである。邸 東悔道は原野谷川北方低地 を走 り
、 國鐵東悔逍本線 は半島朕盗地の先

, .... 
端を東北東西南西に代いて走つて居 り袋井膵ぱ噂 國鐵が荻地に差掛つた部分に位置 して居 る。

袋 井 町 被 害

町 内 合

西 通 節 一

9 第 二

東 通 令j5 - 

,， 節 二→
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脱 糸 加 工 楊

・衆 屋及び人員の被害 は別表の如 く で あつて、 森地に岱る若堤、 法多＂喪野、 帥長、 大門、 上石

野、 下石野、 山田川等の祁智率頗 る卿 設なる事低地に歯る西H れ 土橋、 木原、 中町、西町、．束町、川

原町、 束原、 中央、・新町等の被害率極めて記5 き こ と が如宜に示されてゐる。 西通、東通、掛の上、田

端、 小野田と云ふのはその中問地匝に岱つてゐる。 全股 と しての被街率は 1292·f 臼『 中全、 牛浪住

家が 717 戸で あるか ら 66% に裳る わけで あるが、 低地に於ては90% 以上の町が頗 る多い。 而 して-．
と れ らの部分に於ける家屋の傾斜及び倒渋方向は殆 ど東西向きであ って南北の ものは甚だ稀れで あ

っ ん。、町役揚では東に倒れた ものが最 も多叫 と言つて居る。 之は怒束悔逍が東西に走つて居 る為家

の間 口畷 向が東西にな り 、 遇期的強制振珈 環 して家屋の構造が東西方向疇 疇 で あ ら う が｀
. (l) 

昭和 18 年 9 月の島取地方地澁に於て奥行の方向に前のめ 此 麟 疇 した家が多かつ沼株に見
(2) 

えたのや昭和 16 年 7 月の長野地裟で も同様で あったリ填 •.咎；；に比較 して注 目すぺ き事で ある。 然 し

原野谷)It 南岸の低地 と萩地 の中P~l 地城>,:於1 は主要な追路は略 幻南北に走つてゐるが家屋の領斜方

向に封 して方向性が認め難ぃ ，

(81') 
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扉 低地 域々で家屋の損傷郷 しを視察するに
尋 の著 し く江つた ものは見＇岱ら ないで柱の 上部の

折損が多い。 二階家で は 階下
と二階 の 税で折れて居 り 、 二階が 7C の ま、し

一階 と なっ た家 も少 く な

立 ち器つて居る ものの特徴 と して は
い。 瓦屋根と躇ぶき屋根の放家が多 く 、

比較的輯 数な被忠て

C 1) .Cil 鴎霞 圏螂 （中央氣饂 ） 卿 I 18 年 11 月

- (2) 金詞 、震鵬嘩 19 (1942) 糾7 
＝

トク ン屋根叉は杉皮ぶきの屋根の平屋 と言ふ事が出来 る。 特殊な もの と し
て は袋井 中央 の原野谷川

北岸附近で近所の家の相傷疇 べて殆
ど無傷の瓦ぶぎ二階家が あろ。 この家は以前菓子舗で地下室

が菓子蒸虔にな り こ こに太い コ ン
ク リ ー トの盗が ある。• この盗上に太い大黒柱が立つて居て之が家

の略 i 中央を二階の棟 まで突 き抜けて居るので ある。 又家の前面に営 る部分の下 も コ ンク リ ー トの

壁になつてゐてその上に柱を立てて居る。
こ んな次第で あるか ら他の仕 口も無論入念 な ものに違ひ

砂 が、 瓦や壁の落下 さへ聰 められない。 建築後 18 年位経た と言ふ。 この家の完全な耐霙性 は基
‘ 

礎が地下室の床に立つてゐる邸 と 中央の大黒柱に依 る もの と 思、はれる。 一階の部分に壁慨は寧る少

5 。

＇ この家の少し側の原野谷川支流の岸にも う 一岡瓦屋根の丈夫に残つた商店作 り の家が ある。 これ

は二階が物腔で低沢中二階になつて ゐる為、 柱を中二階の棟 まで貫かせる叫I が出来 たので耐‘裟効果

を現はした もの と恩ふ。 15. 年位前に建てた もので風に強 く する為柱 と梁の仕 口は入念に したが筋違

゜ひの類は用ひてゐないさ うで ある。 こ の家 も柱が屋根迄貫いて居る邸が最 も有効に作用 した もの と

考へられるが、 前の菓子舗 と違つて払礎は一階か らで ある為で あ ら う 、 一階の裾に酋る壁は龍裂落

下 して居た。 帥ち上部が比較的岡II く出来てゐた為床部に於て却つて屈 曲が著 しかつたのではないか

と思、はれ る。

井戸に就ては出の賑 く なっ た もの泥で埋つた ものが多い と町役揚の助役の方が語 られたが同氏宅

が下石野の盛地で あるか ら、 之はその方向の井戸の領向 ら しい。 低地では大抵井戸の増水が多かつ

た ら しい事は附近の町村で一致 して居た。 尚叉同氏宅 の 方 で は餘露に於て爆漿様の昔啓を伴ふ も

の、 もつ と鈍いが矢張 り荷賂的な音啓を伴ふ もの及び昔怨を1 半はない ものが あっ たが町役揚 （掛 の

上に在 る） では昔梱をllB いた人はないと言ふ。 本筵には袋井町及び附近の何れの町村で も昔啓 を llfl 
いてゐない。

袋井町の東部の小野田附近は 原野谷川流域の平地が 南方に入 リ込 んで居 ろ 為國鐵東海道線 は 約

500 米の間盛土の堤上を走つてゐる。 この堤は•最 も高い所で 4 米位で、 崖の裾は北側は道路を経て

田1tt 面 し、南 側は直かに田に入ってゐる。 こ の盛土の部分が沈下 した為列車が→ 孝不通 と なっ た。

箪者が現場に逹 した時は既に殆 ど原形通 り復箇 し列車は徐行で通 し乍 ら保修 工車を績 けて ゐたが、

盛士の土砂が削1J!JJ に流れた形跡力:$ない庭か ら見て、地震の振動に直接帥因する堤の崩域 で はな く、低

地盤の基礎が沈下 したのではないかを 思はれる。 北側の田 の、中には所々砂を混 じ た水を吹いた跡が

(32) 
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見える。 又沈下地匝の画端は急；に袋井町の淡地に接 し、 能光寺 と云ふ寺附近でYJ 迎 しになつてゐる

が、 この切通 しで見る と盛地の恨Jr 而は河礫（碩）を粗に批 じた粗なる水成岩でその下部に彫さ10 糎位

の固化 したブk 成岩府 を披んで居 り 、 その下に叉前の様な粗な水／戎岩がある と言ふ様 な順序になつて

ゐる。 夫故 この山地が一般には割含早い速炭で上昇 しつ しあ 虹原野谷川を北へ押 しや つて居 り 、 沈

下 した部分は元米原野谷川の河底で あっ たのではないか と、1 品はれる。 この附近 に虔々小 さい池が疫

つてゐるの も原野谷川流路の跡 と思ふ。詢沈下盛土の北側の道路に於ては血裂毎；は見られなかつた。

袋井町北方及び西方。

久努西村は山赤ひの部分 と低地の部分｀’ で被忠程炭が全 く述ひ、 殆 ど後者が被害の到恨を受持つて

ゐ る。 被害表は下の女II し。

全戸敗 487 戸中 徹客 209 戸及び

沿

栂

呑
"

全

牛

1 む 椋 数

186 戸

90 戸

町6 戸

住 家

197 棟

59 棟

256 棟

非 住 家

222 棟

印 椋

291 棟

其の他に死者 s; 重傷 6, ii 劉傷 8 、 牛 2 匹で あつた。 家屋の傾斜、 ffJJrJi 方 向は南又は北向きの もの

が多い。 秋薬山電鏃可睡 口停留場に於ける大石燈2ii,\; の顛個方向 も北方で あつた 。 村役楼内で の振

動は初め上下動を伴つて揺れたが、 次に南北の揺れを著 し く感 じ、 遂ひに東西、 南北の罷ZIJ な く掻

廻す様 な勁揺を感 じた と言ふ。

田地 に水を唄いた虞が あ り 、 掘抜井戸は培水した ものが多い と言ふ。

山梨町 660 戸中全浪 246 、 半浪 264 、、1 放密 10 で被密率は相悩高い。 主に南北振動を強 く感 じた

と言ふ。 壁の落下、家の側斜方向も南北動の ものが多い。然 し 山梨町南端の山名帥祗石證節はN70° 

El'C. 落下 し た。 家の倒棋迄 は敷十秒の間があつた様 l'C. 恩ふと言ふ。

井戸水は太田川畔の沖山梨では培水したが、 山手の方では滅水した。

本厖m ほ`音蓉 を伴はなかつたが、 餘澁は先づ短い ドン と言ぷ酋が し て、 次に ドシン と言ふ様 な感

じの地震を感 じた。

沖山梨地内の太田川東岸堤防上の縣逍は紐裂が梢著 しい。

山梨町 よ り北方に裳 る園田村、 飯田村、 森町等では殆 ど首ふべき破害が ない。
ム 9 』.,.
向笠村 この村は太田川を東泌 と し、西 は山地 る含んで居るが中央は低い田地で あ る。 村では低

サ}

地を 里、 山地を原 と言つて匝別してゐる。 家屋被忠表か ら分 る如 く殆 ど被組 の全部が里に凪す る部

分 に起つて居 る。 この表中新屋の里の住家全浪 34 戸住家 34 戸企部に相裳する もので最 もひど く竹

内の里の南部 （太田川 と 支流敷地）II に挟 まれた部分で立合 と言はれてゐる虞） と絃梅の里が之に亜

ぐもので あ る。

振動の感・じは西村の盗地滋緑にある村役楊に1 だて始め南北の水平動を主 と して感 じたが 、 後 には

(33) 
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著 し く龍裂 し て居 るが 、 極

ービ噂 碍 つて大き く揺れた と言ふ。
村役船の埜 も南北に亙 る ものが、

憎 北の平家造 り ） も外見
~- し姐 暉 は受けて居ら

丸 隣のI 鄭民尿校 （間砂 \11J1 
めて古い建物な るに大

村役場の話では家の倒没迄 1 口は待避す る`に
十分の時間間隔が あつたが概 し

上担傷を受けてゐない。
叫 遠屋 根の燐家は之 よ

り後にて倒れ南西向 ぎに多く 倒れた

て瓦屋根の家は北に倒れた もの多 く 、 困

蕊．
様た と言つて居る。

以上か ら綜合 して主要な振勁は大骰南北向 きで あ つた ら しい。

栴笠

•→，了、―

竹

新

西

篠

内

名向

村

原

毘

野

昆

原

星

原

且 ．

原

出

＂

里
,．J

”
’

岩

9
1̀

Ft
"'

原

里

原

，
．計

笠

住 家... _ -. 
全 半

37 6 

）/0?
1

3

0

2

O

O

0

19

3

6

2

4
00

.

1

4

3
ー

ー

（

死 2 、

村 （原：山地）
毘：平地

0

0

0

1

5

0

5

0

20

0

56

0

2

゜

ii 叫1)~2 、

非住家 。. . . 
全 半

ヽー

0

5

0

5

O

O

0

7

0

4

0

5

0

6

．
町

8

0

7

侶

．

狙

ー
』

．

0

0

8

0

3

0

50

0

71

0

60

0

100

0

7

21

井戸水は襴つた ものが多いが、 附減に就ては餘 り氣付かない。 然 し田地へは泥水叉は砂水が唄出 ，，

した。

餘澁中の若干には ドン と言ふ昔をrm いた。

新屋北部で敷地川の支流小簸川に架 した木梧の破損JI 犬況 も この附近 に於て南北向 きの著 しい加速

疲のあつた事を示す: この梧は略 り東西に走 り長 さ 14~15 米、 幅 1 米半位で匝さ 15 糎 に土を盛つ

であ る。 雨岸は石を祐んで段 と な し、 その上に支へ られ、 あ と は木柱で支へ られて居 るが その柱が

腐つてゐる為中央 と西側の一基が折損 し て北に倒れた もので あ る。 栖 匹中央以西が南 にすれて西岸

で ば稲従が完全に積石の段の南側に脱出し た。 但 し西岸の土手及び秩石の段 には損倍が無い。

ヽ
(34) 
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類似な椋梁の損イルで交通 I·. 更に瓜要なのは愁麟 迅國 追に架せ紐 た太田川の ものであ る。 之はク

向笠村岩井地内にあ り 、 11/9 岸は コ ンク リ ー トの荻に掛 り 中に13 基の脚があるが四側の 8 基は流水中

積
石，，i吊膨工

手
U

卸
ぅ

稀、
押

へ
糾
れ
a

に立ち コ ンク リ ー トで、 束側の 5 基は河原の中に立つ総木柱で ある。．この

木の脚 と柩梁 と は コの字型の釘で蓮結 し てあ る。 東か ら 1 本 目は倒れなか

っ たが他の 4 基は蓮結釘の所で栢梁 と斜交 し て北へ側いたので栢盗はと の

部分で沈下すると 共に北方へ可砂 出す形にな つた もので ある。 この栢 も咲

上に相邸土を盛つてある。

要するに之婚の栖は頭部が狽 ＜脚部又は脚部とi をと の述結が不完全な る

為柄に直角,,.,) 音の外力に釘 し ては甚だ脆弱であ っ た所へ、 偶々その方向郎

ち南北向ぎの俊勢な振動が輿へられて破損 した もの と言へる。 勿諭 こ の揉

合に東西向ぎの振動力は有効成分にな らなかつたか ら、 之が少 く なかつた と は言ひ切れないわけで

ある。 ・

今井村 は太田川の}!.::'~'芹でその流域の中央に位骰 し、 全村 322 戸中3 り幻戸が全棋 し、 死者 10 名

傷者 50 名 を出した。 こ こでは東西方向の倒棋家屋か絶甜多かつた事は山梨や向笠 と逃ひ袋非ドに類

似す る地澁を感 じてか ら少時の後大揺れと なつて力、ヽら 2 往役振励 目位で家が倒没 した と言ふ。 東西

の倒渋の多い事は袋井町では家の向きに も脳係する と考へられ るが、 今井村ではその様な説明では

国に合はない2 今井村の略 上中央の横井附近の経地では新 しい函石で土寮 と のセ メ ン茄けが完全な

ものを除いて殆 ど全部東か西へ倒れた。 一例を欅げる と商さ 60 糎、 東西 25 梱、 南北27 糎の立方形

墓石は西へ顛倒 し た。 ウエス トの公式で見戟 る と加速度は 400 ガ・ル以上に裳 る。

井水は殆 ど奎部濁つて1 飯水した もの も、 減水した もの もあ る。

餘設は ドンと云ふ音容が先に11 りえた ものが多かつたが音のJlfJ えて来た方位は分 ら ない。

太田川流域の沈 下 今井村、 向銑村紺；に於け るilk 況か ら推察 し て、 地震時 に太山川流域地方の低

地がく 較的急激に沈下 し たので ないか と 、1 品はれる節が ある。 IJ)J 瞭 に沈下の認められ る部分は向笠村

の敷地川流城地幣の東西に走 る道路に於て見られ る。 叉同村篠原附近で太田川が西方の哀地 に接近

した部分 にあ る 提は地割れ して中央が 2 米位沈下 した。 同村岩井附近 の 西側山地の麓 に 沼が あ

り、 その東岸は村道に接 し、 村道の東は田になつてゐ る力；、 沼の水面は田の面 よ り 50~60 梱窃 ＜

村道が丁度堤防の様な形になつてゐる。 こ のJlk 態では沼の水が追を経て田地へ滲透 し て仕舞ふ筈で

あ るか ら、 斯様な肱態が保たれ る為には田地力：山地に鉗 し相鉗的に製 I 生(I 勺沈下 を して ゐる事を考へ

ねばな ら ない。 この種の沈1 項鴎力が地泣動に依 り促進されて急激な表土の沈下を来た し、 被密を）荀

部的に培大せ しめたので はないが と 恩はれる。

尚面東海道太田川橘梁の北側に於て東岸提防匹延長約 400 米の沈下が起つた。 堤防は砂礫夜の土

で敷條の地割れになつて、 東側田地方面に崩れ掛る傾向にすれてゐるが、 土砂の流れ出 しはない。

(35) 



- .つの地栂I] れの深 さ は泊jk 
l 米程炭で あ るが堤 疇 ふ）て披

地符 (J)幅は猥v,.}!)1 -•で 15 米位 ある 。 一つ

,'"• り \\1 と谷の振幅は最南の も IJ) は 1 本、
-''· 他の 2 つは 2 米位で ある 。 1 俗

Jlx\'c.沈F し 謹 源 が谷部\'[.,\ 、 ． 鐸 の堤繹 i方 l:U 地へ扇）I 屈 珊 出 して

没の北端は砂 鑓 枷 l
＇紐：饂 輝 1 加 現はれ、 故 には泊j さ

,. 
庭 。 こ こで も多 くの地割れが沈 噂 砂 ）

計 1延長は70 米位で
その中部は 2 米足 らす沈下 し て ゐる。

加の方向への提の｛叫 りは so0 位で あ る力—:、
下部中央の堤の据を 中心記 噸

25~30 釆の扇JI犬地 哨珈

．田の中に乗 り 出してゐる。

之等何れて陥渋 も河床加 ll'Cは崩れな
いで雨側の田地方面へ崩れ る傾向にあ る

事は田地の沈下性

．
を示す ものではないか と地はれる。

田原村
太 II\)I \、 原野谷川疇 まれた低地に岱つ

て居る 。 家屋の被害 は

袋井町西方で悟東栂迫、
麟 谷)II 中間の彦島、 松袋

別表 よ り分 る如 ば 園 腿 に泊
ふ玉越、 西島で最 も甚だ し く 、 太田JII 、

UI •ー・屈

字

玉

西

名

✓
叫

彦

松．

新

ヶ

ヶ

袋

越

｝ふ

野

島

島

井

ill! (上）

（下）｝

村 被

住 家
/― ’―-- -
全 半

3 18

29

13

16

15

26

61

2

4

4

1

9

3

1

1

.

29
ヽ

嘩 表

非住家

＇
・ ＿ 一 ＿

全 牛

20 28

0

8

50

0ー

83

1

1

9

7

7

21

3

7ー

4

1世 幣 数

21

67

63 

50
29

42

63

‘

47 44

計
384

3 、 軽悩

井、薪孤ヵ5 之に並忽 西方の三ケ野．両’ケ島は半分が西方痰地に含 まれてゐる為被害率は 40~50 % 

である。 村役船の某氏は地袋 と同時に東向ぎのI I 
，l， 日か ら外へ飛び出 したが、 骰が北へ曲つrC 倒 され

死 2 、 重侶 3 、

たので膝 と手をつ汽て起上 ら う と したが立ち得ないで ゐる 中樹木は大ゆれ疇 j揺 して砂煙が著 し く

訊 つた様に、1 哉、つた。 その時家がパサバサ倒れた。 恐 ら く砂煙は家の倒れ る時の ものだ ら う 、
と言

つて ゐる。

この滋では井戸は殆 ど増水し、 埋め井戸まで 自然湧出す様 になつた と言ふ。 水の溺 り は12月26 日

未だ とれ砂 。 fJ:I に唄水せる庭 も多い。 太田川では明ケ島附近、 原野谷川で は新池附近及び彦島康

綿の洞曲部の堤防上の道路が組裂 した。

麟 如 腱 線では太田川銭栢の東方盛土部で」咄 貨車が北方た顛毅 し車輛の火炎を起 し た。 こ の

部分は粛方に向ひ緩い降 り勾配な る為相，府の速庶で列車が進行 して ゐたわけで あ る 。 i,~西隣の御厨

村地内のカープ附近で も伐物列車の`顛毅甜故があ り 之 も北側へ顛毅 した。

． ！
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濱松市 は西半は寂地になつて卯 ＇

、へIr,] つて降 り 、 東半は下町になっ... てゐる。 而 して忍を地の北 と南
は急峻 な殷を以て低淵地に落ち込み、 北は市の

中央を南北に流れる新川が西に折れた流域で元来 fll 
地を埋立 てた庭 に'i;\' り池川町と呼ばれろ所であ り

、 南は桁名湖の東方入江の延長に欧ろ低歯地で伊

揚町 と言ふ箇所であ っ て共に甚だ地盤が泄いか ‘
恥 恋市内の家屋の大被害の大部分 は之絢雨町附近

に集 中して恋市内一般に於ける被寄は一般四 砂 もの
である。 國鐵東溺道線南方の新市街は馬込川

謬 流新川貶分枝勘に＇歯り、 雨者に挟 まれ沼 麟 地で今で も庭々田の後が楳地 と なっ て残ってゐる

様 な所であ る。 等島町、i 獅 峠 町、・砂山町約が
この匝域にあ り 、 何れ も被密家屋が多い庭である 。 更

に南方の白花町、 中田島町一帯は馬込川と その東方芳川に挟 まれた低地であるが、 と の附近 も被街

が比較的多疇 である。 特に新市街部には新興 した軍需工楊が多 くその方面で國家的狽客が比較的

多かつたのは逍憾である。 即松市役所防従課談に依 る とエ揚の被忠の原因と しては衣の 2 助りを級げ

得 る。 (i) 平地を探 ぶ為裡立の軟弱地盤上に建築 したJj;: 、 (ii) 時局の要諮上附近の殺機工場が多

敷重 工場 に韓向 した甜で、 元来織椴工揚に於ては漁氣を掠ふか ら間仕切墜が澤山あるので あるが、

軍需工揚 と しては大 きた機械類を設骰する為 と採光の必要か ら柱や埜を除去 し、 之に到臨する補強

は却つておろそかにされてゐたので工場自憫甚 し く弱俯になつてゐたので ある。

禎 松市北西宮塚はその一部佐嗚湖北畔の低地に菌る部分に被密が多かつた。

以上が主 なる破害箇所で約ほ詳細な所は市／駐生課で銭意閻究中であ るが、 未 だ批郡か~Sf,]いてゐな

Vヽ b

゜
も う 一つ注 目された盟iは岱市内の中央に裳る尾張町、 mrnr 、 希町、 鍛冶町約に'1/:tふて石垣の崩れ

や コ ン ク リ ー ト造 りの家屋の隅部の裂似庫 lj 落約が比較的多い糾，りである。 この匝域は西方森地か ら

の降 り坂の下端I 粘近でその東の下町と の税町をな してゐるが、 多分にill ノ手式の振動性を持つて居

り 、 且つ市中の繁幽街た る商店、 観築施設勾；堅い建築が比較的密集 してゐる為特に目立つた ものか

も知れない。

次 に水の水道管の破客を見る と、 池川町の家屋被街地で最 も多 く十敷ケ所に給水管の担傷を受 け

た、 内 2 ケ所は内径 350 粍の比較的太目の給水管であ る。 も う 一つ炉伊場町の東部の痰地南船下に

覚ろ管原町で 4 ケ所の損宿を受けた。 こ こ では350 粍~290 の太 目の鐵管が仙つて ある。 何れの

揚所 もぶを地の遊緑の歴下の地に iJり 給水管は大梢辿 に平行に走づてゐる。 固鉄の南側の新市街方而

に 於ては給水管の被害が無い事も注意を要する。

市内一般 の電燈は地匹後 3 日間停虚 した。 雷線の被忠は断線 と浪線で之約；は家屋の傾斜倒m に引

づ られる ものが多 く、 従つて家底の被租地 と一致 した被痣冴 布を示す。 中部配泣合祉招松支部取扱

匝内では沿松市新居町、 氣賀町艇内が大陀l司程度で、 小松町匝内では逝かに11型微で あった。 樅松支

都では池川町、 市外中i 町、 市外篠原村附近が最 もひど く特に中ノ町が梱かつた さ う である。 二本

の霜柱間の断線や混線 も あ り得るが、 それ らの分布ii}, 態は閻在 されてゐない。

(37)



碑 鯛 疇 11 没方向は色 で々 あるが、
南北向きに近い ものが削合砂 o 

例へぱ市内 IL り 手地 にあ

鳴 中1;/J; はN10°E へ、 1:!ili はS50°W を頭が塾 ち

環 訪大明神の新 しい角證能は\ii] じ構造の もの ～一

た。 但 し之統は一悛が丁炭南北にl••l いて砂 。
·1: 町の疇 時 町にある瓢 l 寺で は様内の四角の1 諏

盤中倒れた リ頭の落ちた り
した方向北の もの 建 南の もの 1 臨

落ちない もの （小證） 1 で あ り 、

： ・・ 丸柱の＇胞他の北へ倒 れた
疇 誕の小涵面 で四角な常夜盤中南へ洛ちた も

のl;J 揺 ちざ る もの 1 払、

もの 1 基、 N30°W へ倒れた もの 1 :!,~ で ある。
然 し卿 踪 仁王門際の石詞 謳 環 北へ:, 1 陶西 へ

倒れた。 又椙内鐘撞堂 （錘な し
） は幾分釆へ江れた）診跡がある。

液松市の北郊に於ては恣 名湖畔の村櫛の如 き所で卸 揺 屋を I I 
庄＇す程の被術 を 見たが、 瑚岸 よ り距

った二俣町~ 氣賀町、 金指町等は極めて睦微 なる被背津 JI; まつた。

東沿道線這 ）II 令網 の破狽 糾麟 に於ける被害の大 砦い もの と言へる，
この破損の大部分 は脚部

噂 卿娑位 の為疇 i にはめ込 んだ祠塊が抜け出た もの
で、 柏脚下部が娘•も傷み、 或 る ものは中央泌

まで も傷んでわ る。 之を鐵筋 コ ン ク リ ー トの鉢怨で應急：的に固めて補強工訃,~を行つて居 る 。叉一部

では栢疫の部分が数上で江つ如臨も ある。 磁瞑 誼 の餞極では斯様 な損傷を見て ゐない。

這 川、 磐田町問の田地では砂水を頻 り に咬出 したがその配別に特異な黙は見出せない。

濱 松 市 東 郊

全般的に此の地方は南北敗粁の栴岸平野の郡 lit 地で北部の小笠山脈は袋井を西端 と し それ よ り束

部へ走 耀 岸平野に迫合てゐる。 この山麓の村落には殆 ど被祖な ＜、 山が遠ざか り毎年雨期に氾濫

する様な滉地の水l 子1 地府罪：閥 まれた村落が大被密があった。 古老の語 る虞 に依れば背は現在の山の

1H 辿 池 方 一 部 略

＇譴 懇 .,

協I 恥力海 岸線で あった 由、 それに降起 と河

Jli の土砂述搬に依 りi 熱地帯を 中心 と する

平野が成つた と のZJ.f. であ ろ。

先づ袋井の東洵逍南側で も一部分で は

あろが家屋倉庫が倒製 してゐた 。

上渫弱村に於ては、．中遠線芝鰈の北側

には哀地 なる故全然被害無 く南側一帯 は

大被害を受け、 淡名部落に於て は家屋の

99% 迄佳嘩 し方向は東西で ある。 然 し道

は、 東西に走つて ゐる。

次に南に位する豊住部落 も同様に 90%~ 位倒坂 し方向は東西が多い。

叉この附近 一需に掘抜井戸があるが水位は殆 ど不焚で燭水 も無 し。

その南部東渓弱村に於て も二階建の國民梨校の東へ倒坂 しt c のを姶 め90% の家屋が f 紺 炭又 ほ哲 i 斜

してゐた。 叉所に依 リ東北への支柱が大部見 られた。

(38) .. 



そ の東南幸補村に於ては大愉80% 位入
工半城 し國民躯校二階造 り倒炭 してゐ.工工

長 く南dllil を 「前川」 と 稲する 巾 10 
a:o この部落は東西に

米位の/f I が東西に流れ

方向は康西 よ り少 し南北に寄つてゐる。
、 その流域が主 と して全城が多い。 倒城

同村 に於 ける水の髪化認め、られす。
然 し東に寄るに従つて被害は少 く ふ

線 よ り 約 1000 米の臨 である。
なつて居る。 猶同村は梅岸

以上の袋井、 I:: 淡弱、 東淡弱、 幸油は全部柚土質で あ I ） 、 幸浦に於ては裳時赤燭の水を用ひて ゐ

る。 叉砲裂 は巾約20 糎以下で東西畜南北、 何れの方 ＇・
阿へも酪所に認められた。

，，，モ チ

叉 「下地」 部落に於
て昼の下に蹄子が入つて居た忠をll りい.工工

ん。 叉音器囮紺しては、 一人 も注窓 した住民はない。 以上磐

田郡

゜
小笠郡 に入 り横須賀町は西部が多少領斜（東西）せる程度で被忠無 し。

疇 賀町の東大淵村に於ては西部には全 く被害無 く東部に東西にイ項斜せる家屋敷戸を認む。

猶大演部落南部の梅岸通の畠及田に多少の地焚及噴砂有 り次に之を述べる。

大淵村 は138°E 線上にあり 洵岸 よ り 山迄約 2 粁 あ り一帯に砂地である。 悔岸線に沿ふて約 4 

米位の砂丘が 3 通 り あ り それ迄は畠でそれか ら北部に水田及村落がある。 この砂丘を梅岸 よ り第

ー、 第二、 第三砂丘 と呼ぶ事にする一

汀 よ り第一沙丘迄約 100 米、 砂丘の巾約20 米で砂丘の北側に巾 3 米の溝あ り 。 その北側一符の

＂重貞貨

大 淵 村 図

~ 三 :'.::1 年 f( 

|

,

1p.
j
l
i

枯
爪
て
町

ヽ

本有 り 巾 5,..,5 梱である。

器畠約 (50X30) 平方米の内に図 個の咬水砂

の跡 あ り（図参照）

新 しい砂 と共に水を咬出 し盆の如 く丸 く 中

央に最大20 梱の直径を有する哄出 口跡 あ り 、

大 き さは大少様々であった。

第二紹三砂丘の間は、 変化認められす。

第三砂丘よ り北1Jill の水田中にはその中を南

北に通する巾1 間の道路約 1 米長 さ10~20 米

にわた り三ケ所問汲 し雨側の水田約 60 坪が

20~30 梱隆起 し道路には之 を 横切 る岨裂12 

／

盛土工の話に依れぱ菊川河 日附近の11 界に架 した 1 、ロツ コの椋の下に於て地四の被震前に溝 中の土

． 砂が 1 間 （或は1 尺） 程沈下 して行 き不、思議だと騒いで居る 中を振動 し始めた と の邪である。

叉音蓉 に閥 してはそれをNJ き分けた ろ者なき も爆椰に依 る煤風だと恐ひ込んで臥せた者 （國氏嬰

校兒窟屋外にて） 多 し確か I: 或種の音があった ものと 息ふ。

叉漁師の内営時悔岸1C 居 ）た者の言に依れば感袋 と殆 ど同時に潮が一町程沖へ引 き再び寄せ来つ

C a9) 



砂 — 寸 凶 繹 疇 で あ咬 廷 呪伽 麟 麟 輯 籾 噂 殆 異`磋化繹 砂 れ砕 弧 q 

印 加 ．、墨 酉村方面 這 l 嗅 防には南北に走紹 暉 の紺裂が あ り 、 告の最•騒速.5P 地以上杞泌
ヽ

び、 その継裂に依る地表而の喰ひ巡ひは最深 67 糎であ つか f 暉 天訛河原の砂利巡搬用の i 咽 ‘ン

ヲの南北固走 碍 磯 を築Y'l~ 知 訥 ら し吋 翻 （現在は線路はなI.A) 1·)~, 部分は全 償 叫 環 崩

坂 して （店 さ 田よ り 3 米） ゐる所があつた。 附近―•面水 Fll には無敷の l 駆 噸 碑 裂が認紗 砂 加

告し祠 紐 凡~ ~ 涸れて仕釘這 © 咋 11· あ§。

中1 町村役翫 噂 査鴨 環 智·表筵羮の如 く で毅知

全 蔚 牛 猿

一 般 民 家 97 

り 非 住 家 41 

軍 甜 エ 楊 15 

公 共 物 5 

紳 祉 ~ 
寺 陛 1 

計 ~6? 

137 

も , ,

中 版 ·. 、• ’’
'..' 

157 ..'1 
37'27 

1 

2 

l! 
4 

183 184 

但 し全戸数は 1060 戸

躙 訓 に晋つて、 亀翌の絶えない道路を北進 し豊西村に行 く。

北へ行 くに従つて被害程嬰 は弱化 してゐる様であ る。 次 に 豊西村役揚 の 開査に依 る被害表を示

す。

全 沿 ,~ 泊 破 損

住 家 1 10 18 }23 ヽ
非 住 家 15 "" 1.3 

計 茄 Sl 23 
栢梁 2 個使用不能、 火葬場の煙突中断、 普啓あれ共方向不明:: いが i'c:11;> 役揚® 人の語 る所であつ

たが、 又大 きな農家でその家の中央部が隆起 して、 その周岡が誂降 し?'I[l\~ 妙 五破損の仕方 を した

家があつた と いふが、 ど う も と の ま ま信用 も出来ない と晶知

濱松市南西郊方面 ‘ 
9 ブ 9 

液名湖？— 分枝に裳る紐踏の入注の東方延長上に裳る志都呂、 西鴨江、 入野村及ぴ液松市伊場町

等は北方には急峻な崖を以て荻地 と境する低樵な埋立地 なる為虞 々に小規模の龍裂、 陥汲地 を生 じ

蒻家屋の損害を受けたが表土屈が餘 り原 く ない為か直接振動に依つで受 けた と 見 られる被害 往割合

丘 少い様に、1 品はれる。 但 し I::.® 低樵地 よ り 更杷北方に分枝 した入江 1'1'.I 菌る佐嗚湖の南岸 匠位 する

・八野村で活相麟 被筈家屋があ紐 。9 佐嗚湖往束西雨岸油狭小な水田低地を残 して蕊［地の急峻崖に

接し てゐるが、 崖崩れは餘 り な く氣付いた ものは僅 に北東隅小藪附近に於ける も® が あ釘 紺 で あ

る。 と 紐 以前加 ら崩土の跡のある庭で 太脆西面 した崖呵 J り合ふ箇所に営っ で居 り 崖_I: l'e 踪大1) ヽ

(_40) 
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の樹木が霰戌 してゐるが胎面は切 り合ひ箇所附遮では 釦ば らに生 と てゐるだけで ある。 崩れた窃 さ

は最高 20 米内外で崩土の下底仕米位の小規校 なもので ある。

雨岸 と崖の間の低淵地では部分的に道路の小砲裂や小陥没が散見されるが、 この様 な陥汲は加］合

履 時間燻 訪 此 た も訊 しい。 例へぱ西岸中央部附近で盛地か少 し西方べ入 り込 んi!· おる部

砂 麟 麟 鯰 しで麟 ·訊 麟 噂 上に認 葛石賦 細 は、 と 繹 尋 土地が急；た約 6·o 暉

戯 如 で 30,_,40 糎麟 しが 屁 物語·天 紅 。 然 し••も の為に佐呪湖記特に振動が起つた様 な歯

輝 瓢 諄 れておな匹 南岸入孵村が釦 訳 這 7J くが打上げた様 な廓府ばなか城 。

入野村の被害は別表の迎 り で ある。 村厩八幡宮の石碑は楯へ倒れ、 石怨締は 4 払 ヰVi 2 基は北'2 

佐 嗚 湖 III 平 〇 涎 酉
入 野 村 被 杏 表

仝 抜 牛 抜

住 家 37 32 

令'ff だ＇］ ・^ 非 住 毅 19 況

計 56 昭

｀
値 た刹iiill: 一? '、 等 3 、

公共建築物の損密 俎000 闘
工 事 楊 等 ‘ 立，額 囮I 

河 川 逍 路 l,73010J 
ヽ• • .、

基は南方へ顕が盤落·b, た6 布碑，の高さ 2-,,j 
. . ・ ● 9 宝 水平切口30 梱四方の単純 な もので： 南北向きの加速

鹿が最小約邸 0 が ）鳴 上な る事を示す6 然 し家屋の倒渋,'1 項斜方向を決 した地動は寧．旬東西動に近

~ -かのを、恩ばぜ釦

次に寧 i 村では演名湖及ぴ維踏の入江に近いだけに幾分被害家屋が多い。 村役揚に依る と

全

牛

沿`

沿

佳 家

17 

52 

非 住 家

17 

、13 

で東 酋向きた傾斜御J 浪 した ものが多V,5. 石麿能郊め顛落 も痕西ii;J が多い。

雄踏村 よ り東海道線輝坂靡忙至 る雄踏梃附岸の ゴツ ク リ ニ ト壁の土堤で は『峨如奴璃 汝邪 紐,IA て

蘇 。 勿論地下の土砂が炎館厄洗ひ流 され、帝荏隙が多 く なづて居る誕へ地震動に返り振鋭せられ た

為It£ さ 普通の現象 "'G· おら 釦 ＇

舞阪町及び舞阪騨附近では一般家屋の被害ば殆 ど見られ荏いがエ拉 建第に於てぱ全城 し柊も© 加

認 。 唯西端孵天栢殿© 岸壁上で娯破損 しだ象ヵお 知 この黙は策方1ji 塚騨附遮で も同様でエ揚に

釦 譴 ！しだ ものが若平 おき芯 一般家屋呪被密釦睾が少凶 訳 あ る。 例へば可美村でば- 搬：家屋約

訟:00 戸 厄で捩奢は . (~) 



家
．．．

．．．（ 非 ・(t 家

全

牛 扱

疇 げ 、・之細は東部I_IJJ 祁卜野部落に媒中して ゐる。 人員の社1 似 はエ楊倒渋によ る もの以外一般 には

皆無であつた。‘之繹 園 紺逍條ぢ及び國鐵東i 庫 線沿ひか ら悔岸に至 る地域 は遠州灘浩岸の脆起地

帯で砂質ではあるが よ く 固つて、 比較的堅い地盤に益つて ゐる。 而 して その北方が丁度前述入野村

地匝に＇磁り渋名湖の人江の延長の秋弱地で あ り 、 東方がり珊 野及び樅松市南部で馬込 JI I 及び芳川流

域の低怪田地に砧る故、 之ぎ；；で は可美村 と は全 灼違つた被害朕況を示 したわけで ある。

可美村砥；；地内輝 j1 祉内石燈稲は 6 基中、 頭部が北に落ちた もの 2 払、 南へ落ちた も の 1 基、 落

ちないもの 3 基であ り 、 又りI] の釉祉では4;!,l; 中北に落ちた もの 1 基、 北東に落ちた もの 1 基» 落ち

ない もの 2 基で あっ たか らこ の過で大 きい加速炭を持つてゐた地動の方向は南北に近 い事が分 る。

然 し同村東部朋帥野に近い法枝部落の某訓面 では大骰束叉は西に倒れた。 可美村のエ揚は元来鏃機

工場で あった ものが重工楊に轄向 した もので建築上非常に弱伽であ っ た次第で ある。 但 し高塚騨 と

舞阪騨の中間に岱る篠原村では雄踏の入江の延長上に訟る國鐵東湘道線の屈曲部附近 に於て相営被
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害が多かつた。

餘澁では昔を伴ふ急激な もの．もあ り 、 然 らざ る もの も あった 。 悔岸に近い砂丘地方では餘 り音 を

聞いてゐない。 ？磁塚附近では8 日の 日の餘震の時濁つた井戸が あるが、 本澁の時は氣が付か なかつ

た。 畑では砂水を吹いた総 もある。

律 浪については浩岸新律村附近では餘 り氣付かれてゐない。 遠州灘滑岸の堤防 も この附近で は咆

裂を生 じた庭はない。 砂丘内にも砂の割れ紛は叙付かれてゐない。 漁猥の異常の事 も ない。 馬込川

下流城で も悔岸に近 い所では殆 ど被 咎家屋な く新祁村六押よ り演松市か田島 へ 渡 る木稲 の 雨岸土

手（砂）に小崩れが あるに過ぎない。

辮天島では東岸の舞ぺ柄際では多少破損家屋が あるが一般には大 した損傷 を受けてゐない。 舞阪

町よ り辮天島に渡る辮天栖は節所で沈下 してゐる。 栢 は脚部は コンク リ ー トで荻は土柄で あ るが足

の上端に近 い部分が折損 し、 且つ北方へや l のめつてゐる。 それ よ り上の橋梁の部分は脚に甜 して

相劉的 に西方へ江れて居る。 この破損は`水底 に部分的に小沈下が起つて生 じた もの と推定 され る ゜

辮天島東部の北岸に在る除岡縣水森試駐所の喰ご, t, ~ 舌に依 る と 、 こ の邊で は家屋は圭 と して東西に揺

れた。 近来沖へ漁業に出る!JT. は少いが附近の磯では釣漁が地猛後 ·時無 く なっ た と言 はれて ゐ ろ。

（箪者の想像では辮天橋の沈ー・
立の原因環 係ある局部的現象で は＇ない か と 想，ふ） 地裳後少時 して

廷3 尺位の窃浪が 2 回許 り 寄せ、た と言ふ1c.11: を開いてゐる。

新居町及びその附近 東洵道今切の長梧の西岸の突堤では道路が甚
し く咆裂 した。

新居町で は南方の演名地域では殆 ど被忠が な
・ いが町の中央街 ＇な る南北の道路 に沿ふて被筈が最 も

紐 し てゐる。 この道路は西は免北 山を背負ひ、 東はその延長 ら
しい哀地が切 り離 されて残つてゐ

(42) 
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る。 その中間の切通 しの女II き場所になっ

てゐる
西側に次いで家の損1M があ7 

。 と の盗地の西及び北

.io 家屋の振動は南北のがク
側が主要な街であるが北側 も

心 ったと新居抒繹 では言はれたが同署の監の組裂は南 ii'iJ きの ものが西向きのに比
頃 かに甚 し く

害 を受 けた校様 が多ゲ
、 共の他の家の

） に見受けられ- • 1 項斜等を見て も東西動で被
〇。 叉町の南部の·n 

たが ． ー稜が N30°E 遥 庫 では丸い
に平行 なる四角の-

柱の石燈節が N 町OE に倒れ
石燈節は4 基中 ・

が落ちた。
3 基はその西側、 1 基は東側の稜の側へ頭

故で注意すべ きは地筵後直ち
唸 叡 疇 i; 疇 犀 露 したが 、

る。 来 ない と言ふのは要するに注窓を弓 、 結局来なかつた と云ふ事で あ
l く程度の現象にはぷつか

水産試瞼所談の如 く 1 米未胸の潮の押引きは
砂 応齊んだと云ふ狙で、 辮天島

あっ たか も知れないわけである
。 然 し何れにせよ潮の異常の非常に徹,] でヽあ っ

繹 は 確かで勿論地盤 の 上昇、 降下に相賞 ｀
丁る水 位殷 化は認められてゐない。

一
地裳 に伴ふ音智現象 も氣付かれてゐない。

新居密察管内の被害は下表の通 りで ↓
© るが、 新居町の東方の突堤

新居町騨の直 ぐ西方
ヒの道路砲裂（前記）や東悔道線

、 で鐵道の崖南側新居町方面にが崩れ汽車が徐行 し
てゐる披街が入っ てゐない様

に思ふ。 こ の部分は低い土手」上 鐵逍が敷設 し
てあるが崩れと 云ふよ り宗ろ土手.1-. が地割れ して多

少南方へ江 り落ちた ものの様で延 長は400 米位であ る
。 靡ホームの沈 F もその一部に ·1 晋る。

新 居 秤 察 笠 内 被 杏 表
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新居町の西方侶東梅逍に浩ふ悔岸地域は殆 ど被筈ないが家屋は東西に大 き く揺れた と首ふ。 田に

蜘砂 した所の応 あっ たが井戸水の濁 汽 減は氣伽 心 。 漁猥にも災常な く麟 疇 虚 名の西

方松山 （海岸の砂丘上の部落） では本筵では11/'J かないが翌日の餘店では西か ら風幣様の昔を llfl いた

../と言ふ。 又其の他の餘臨にも音を伴つた ものも あ り 、 例へぱ16 日朝の餘頌では ドンと言ふ短音を東

囮聞いた と 云つてゐる。

白須賀町は大骰 に於て萩地 I·. にある為大 した被街はない様である。

楚津町の家屋被害はこの附近で最 も多いがその大部分が東洵道線競副界を中心と した演名湖浩岸

の低地 にある所謂競津町に集中して居て、 之以外の近在の被害は

(43) 
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古 見 公 -I G 

坊 泊I 

゜
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゜
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茶あるに過ぎない。

醐 咽 に近い方面では涸井に哄水した ものや、
l·l'I に砂水を哄出 した ものが各所にあ り 、 井戸は大

血 蜀つた。 古見にあるDIJ'1!t: 楊では南北動が劇 しかつ
た様に恩ふが餘 り確でない と言ふ6 

• 
古見地内では丸い祖 躙 が北西に倒れ、

又南東に面した平たい石碑が南東に倒れた のが あるが 、9 

一般に餘 り倒れてゐ砂 。 斯株記翫 閤 附近の被奢に比 し、 他の部落の被忠が格段に違ふのは前者
ヽ

が湖水に極めて接近 して居るのに甜 して後者が多 く山上又は山際の忍［地 にあ る為で あるが 、 倫匠恐

一ら くは舟猜疇 附近 の低地は撃 疇 し表土が可成 り急激な沈下を起 したのではないか と 思はれ る。

麟 罪 よ り四方約 1,500 米の地貼珈 ら約 2 粁の間東麟 線の土手 （高 さ 4,5 米乃至20 米） に大沈下

を起 し約 2 週間固鐵を不通にした事件の間恥 目下鐵道方面で憐重調査せ られて ゐる様で あるが、

この盛土匝城の北側の演名湖 と の間の低臨地の沈―F があつたのではないか と 思、はれる節が あ る。 こ

の訥'i については後の機合 に十分調究致 し炭いと、1 品、ふ。 1 梵際の｝状況は この 2 粁間の敷ケ 所が陥淡 し、

北側へ土が流れ出 した。 その総 レールは虞々垂れ―1;.. る と共に北方へ大いに引す；られて蛇の う ね る如

き珍 1 犬になっ た。 流れた土地が最 も述 くへ及んだのは レールか ら水平に測つて 100 米位で他は40~ 

50 米程度であ る。

麟 市及びその附近は詳細に踏壺すげる暇がなかつたが東方二}II 町に於ては殆 ど被術を認め られ な

い。 豊柄市東部の怒東洵逍條ぢ は倒淡家胎．を交へて~fl 裳被紺を見たが市内に入る程瓦や壁の落下程

腹：と な り 、 東悔道線翌栢評附近では殆 ど被忠が無的 。

幽 哉東沌道線の豊川鐵栖は脚部及び脚部を戟せる 闘痰に放射朕雌裂が入る程度の損傷 を受 けた。

脚部は中央にコ グ リ ー トのぶがあ りそ (lj} 甜菌を練瓦で張つて あるが、 下端記近い所で練瓦が崩れ

洛ちてゐて、 この部に剪湖猿）診が大な IJ しm を 宗 してゐる。

小坂井村では石邸節の倒れた （南北向きの ものが多い） 位の もので家屋の被奢は硲 どないが愛知

麟 小坂井騨南西方では杖物爾車が東方噂 裂 し応 但 し口の地嬰譴 盛土では砂 が多少 ヵ ープに

なってゐる。

小坂井村の西プJ 糸 平井附近 も平坦な仕1 地であ るが同様な程腐 もあ る。 その西の前芝村 に入 る と

初めて被饂 屋がある。 全坂 6 戸、半坂40 戸で大的江川畔及び悔岸に浩ふて被筈 を受 けて おる6 河

岸浩ひの迅路は胞裂 して多少岸の方に江 ら う と
す る卸向がある。 壁の被密や家の傾斜方 弗 石碑の

低れた方 向等 も南北ーの ものの方が餘計目立つ。

蒲郡町、 三谷町 も全然紬街 な く箪蒲郡の西方鹿島 形 ノ原町等で も裟災を受 けた形跡 ば殆 ど栢い

(44) 
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形 ノ原の南の西iili 部落に愛知縣士
木課の験潮所があるが

してゐる哀it 浪の始 ま
. こ こ で も引潮で始 まつた小tit 派を観測

り は折柄の引潮期の記象に重t 
- ;t. り餘 り明瞭ではないが

で ある。 同所竹理者風谷憶
、 地麟 40~50 分の様

冶氏に依 る と地筵は大 した事な く

叫と の事で あるが、 験潮記象か らは地r,, ・パ
、 地店前後に陸地の昇降は認められな

尋 比較的短時間に敗十糎地盤 妖 沈下
る。 同氏は20~- し如 JJ を 物語つてゐ

噂 り此臨の験潮像を履 して居 られるが、 斯株な王 ,,.
髪化 は中々見分け難いものし

俎 の人で も 20~30 糎位の水位

C あ るw が知g れる。

ヽ 西 lili f.Jt 浪,,. 
,. 
” 

,. 
"" " " '・I I I I, I I I , 、 .,. _ • .,.. ~

.. ,. 
ヽ . . · •

嗚・ ・ ，
礼巧 叩 II~ 

● ., .

渥美半島方面 この方面に於て も‘丁
辰災は土地の軟硬に従ひ非常に部分的に1 枚在 しておる。 半島の

中央は古生府の丘陵地で之は虚吋 厨華迄迫つて
戸る。 斯様 な場所では屋根瓦の落下さへ見 られない

のに反 し、 それ らの揚所の間にある洵岸の低淵地では倒没家屋が少 く ない。

墜楼市 よ り三河 田原町に至る渥美軍鐵沿線では、 翌栖市の南郊高師附近迄は別段破忠 ら しい もの

を見受けないが栴田川流域の低地に詣る植皿鐸附近や、 も の南西大耀 附近 、 更に西方紙田川流域

の泉鰐附近、 及び田原町東郊豆 ；る谷if 諏 鞭近等では軌追敷設の盛土の崩れやff:T 逍の血裂が散見さ

れ る。 然 し浩線の家屋被街は少い。

田原町の家屋等の被害は別表の通 りであるが、 商率の例渋を見たのは梱美雷鐵三河田原評北方の

中心街だけで郊外地域では非常に少い。 中心街 た る江町、 和 IT 毎では一見被害を受けてゐない家屋

が稀れの様 に見ゆ る程 で ある。 この部分 で は表中には含まれてゐない力5 、 國民媒校の損害 も あっ
た。 -

振動は東西が主であ っ だ。 井戸は各所で源渇 し、 田地や塘泣 地では泥水力噴 出 した。 湖川と蜆川

の岸は虔 々堤防が沈下 し，叉吉胡地内の凸出の低枇田地約 250 米X500 米が洵水面下に沈下 した。

麟 半島の外洋側では赤洞根村、 同村字西組等が被害甚だ し く倒浪家屋を出 してゐる。 然 し同村

内で も若見、 越戸、 一色等は殆 ど被宿な く邸松 も軽い方で ある。 赤笏根村の西に品＇る伊良湖岬村で ｀
は大部分 に互つて殆 ど被忠がないが、 唯堀切地内に於てのみ染中的被宅を生 じ、 全製 14 棟、 半城

105 棟 を出 した。 堀切附近に1 たける振勁 も主要な ものは東西勁で家並み も、この方向であるか ら、家

屋 は問 口方向にイ釦輝 Jj 汲 した ものである。 堀切西方の秘地の丞認石顛倒方向も東西の ものが割合ひに

多い。

地震時 の音啓現象に就 ては村内では氣付かれてゐないが． 沖に出てゐた漁師の話で始めゴーツ と

云ふ音を Ii りいてか ら地震を感 じ た さ う で ある（堀切國民染校骰藤公男訓祁談）。

(4.6) 
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ヽ 祖 逍路、 提防 （沈下） 川岸悔岸 （組裂）
＇

畔 は一時疇 した も◎も 知 たが、 表鱈 疇 れた為に依 る ものである。．田に限* 此 箇豚 も

多少 は距っ た ら じ直 味 した紺はな1011 . 

地震後= !皆間他 し'ヽ (餘叶餘ゞ( 'ヽ!まなり ~ 潮が＝町位引いてそれか ら :).5 分位で‘射 して来た!l~ 

の様 な甜を 2 回繰返 した。

漁猫釧羨化⑳ 睛 も＠出頓 前後彰麒 'fl'{. 四

陸地の上昇、 沈下に就て も地妥前後を通じて氣付かれてゐない箪者 も12 月19 日12 時 頃伊 良湖帥龍

下の海岸に出て見だ加近年著 しい汀線焚化があっ た ら しい證拙は掴む畢が出来なかつた。 尚ほと の

黙は重要 なので同地齋藤公湧氏を煩はせて詳細なる調祇を依頼中なので後 日報告を頂 く事が出来る

筈で あ る。 尚粍と の方面でけ濫室が多いが、 之等が殆 ど破担 してゐないのが注目される。

禰江町は田原町、 赤弱根村 と共に家屋被害最 も著 しい地域で胞山、 山田等山寄 り に近い部落を除

いて は総て｛到浪家屋を出 したo 字別被害は別表に示す通 り で、 巳の中畠及び古田が所開肌江町を な

して おて、 こ の部分 と北西方砂性低地の中山、 小中山等の部落が秘 もひどい。 ？厨岸寄 り の各地で, ]ヽ

規模 が地制れや岸壁の崩れが起った。 1 節岸に居た人の話では南東方向で欅の鴫る様 な豚を 11 り＜内地

笈を感 じ、 地割れが起 り 出 したので賠いて逃げ出 した と言ふ。 本店囮梱 しで 晋容をIHI いた報告は前

胆伊良湖村にJ 伶ける嶺藤氏© も四と吝とが あるt~ けで`荏目柘11'1 する。 室内にゐた者で・は昔を！恥ヽて

ゐ 荏¥'0 

非后は撰 り 、 国では水囮殷いた慮があ~o 

土地の誤軌方向は家© 彼印力 ら見る と非＇常に騨々で` よ “ 分 らないq 傾斜 した家は問 口の方向に傾

いてゐる ものが多匹 然 し丸石 膨の倒れたのや四角い石盤 の廻轄か ら見る と南東一北西に向いた大

屈 江 彫 家 昂 該 翁 表

字 名

裔

折

古

木

立

Pl 

6

4

殴
.

1

ー

[，
倒

住 家----~1--.,.;.~c -―:多多. 、 . 、

全 捩 牛 扱
（惧れざるも<q) 

6 4 

非 住 家
. .' 

全 ・痰：・ 可ゞ域

8、

34

愁

50 

10 

;l2 

lQ 

12 

17 
34 
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山 田

...;.. . 3 

畠 26 81 茄 36 - 60 

向 山 6 20 ，
゜

19 

保 美 2 ， 4 12 1 

紐 1J1 1 3 2 11 

中 山 7 16 61 24 69 . 
小 中 山 15 40 89 7. 50 

計 77 215 節5 139 296 

I 他に説数所及び寺院の全茨各 1 、

疇 る地動があっ た ら しい。 特に注意すべきは厭江町南部にお碩 諏 内の御手洗の石鉢でその南西

隅を中心に約 40° 北西方向に廻轄 し、 この時鉢の南東隅が傍に立つ杉の木に獨れた が、 之が表皮に

倍をつけて廻 り込んで居る甜である。 この郷社は多少盗地 になっ た場所にあ り輻江町の中で も附近

の被害は割合ひに少ない。

福江町向山に在る愛知縣土木誅の験潮儀 に依 る と地簑後3~ 位 に して引潮に始 ま る津浪が猥測 さ

I J -L ィヽ ,· '-( -, . - し、． ，,r:,.: I 、. (-)、

ヽ

＂
＼
。.

o

／ ・. -冒 ヶ

れてゐる。 験潮記録で最 も注 目すべ 釦黙は神浪の始 ま り前後か ら平均水位が急上昇 した甜で ある。

14 日の朝には高潮時にスケールア ウ ト+ る様 になつた為ぺンの位置を水位40 梱位下げた。 管理人た

る原松三郎氏に依れば斯様 なさJ 印t 従輝 I] を見なかつt ぢ 叉喘12 月 ・7 日は朝来潮の記象が普通 と異

り動揺が あつた と舌·ふロ 。 但 し之は同日の氣象條件に依 る ものではないか と言ふ疑ひが多い。

揺江町と 田原町の中問に裳 る泉村及び野田村では至
る虞殆 ど被害が ない。 同村伊川津に ある東京

帝大農躾部附凪臨悔判瞼所長の新悔盛 敏氏に依
る と地箆の時は外へ飛び出さ ない人 も涸山あっ た位

で大 した事はなかつたが、 外へ出て見る と軟弱地盤が地割れ して、 夫が段々仲びて行 くのが 目撃出

緑 。 同所官合附近では地筵後 4,5 日間井水が濁つ
て居たが其後滑澄になっ た。

本裟に際 しては音恕はなかつたが
、 餘震では音の伴ふ ものが あ り 、 例へぱ1l 

向に爆弾落下の如 ぎ昔啓をlltl いた。
日の餘簑では南東方

(48) 



輝 鏑 の増減 は,m か ない。

疇 梅氏の談 に依 る と 例年 な ら足首位の虞 まで悔水の来ないのに、 膝 まで来る様になった揚所が

ぁ 這 ·を 認 月 13 [:I に見 出 された。・叉江比柑j 附近の悔岸を通 る際｀ 悔水に浸つて見えた岩礁は従来

、大潮の高潮時 に於 て も浪 の来 なかっ 這 で あっが JI- を 保證された。

？， ・ ・. •• • 1• .. . . . . . .... - ,. 

冒Tl 喜 ；tH~·H 叫叫lilltt11llmilll 門凸ma 
． ． ...' 9 り• • ,rn,l- 

要する に、 こ の邊で は地囮後 30~40 糎の陸地沈降力咽瞬 間内に起つた事が分 る。 恐ら く伊良湖

岬方面 に於て も こ の班が ある に違ひないが沈降は上昇よ り汀線愛化が見難いのと その分祉が敗十絹

と 言ふ程度の微批な る為鴨 I] し難いのだ と 思はれる。

• 其後齋藤公男氏 よ り次の如 ぎ地盤沈下に脳する地方人の談話を報告 された。

(1) 瓢江町中山學校附近の川 口か 、
ら 2 、 3 町上流の人の話によ る と 。 地辰後潮が藪 の近 く迄盛ち

て来 る様 になつた (1 尺2 、~3 寸）

(2) 同じ く揺江町中山西北悔岸は地綬前まて
午 潮時に梅中 に 州が見えたが、 夫が見 え な く なつ

た。 (1 尺 5 寸位） 會

(3) 赤弱根村海岸地方では潮の滴ち方が多 く な り 、
• 干潮時で も以前 よ り 干 らな く なつた。 又潮の

満 ち る時の速度が増 した様に恩はれる。

(4) 瓢江町大字畠の揺井酒造場 の 井戸水は、
背か ら殆 ど 水位襲化がなかつたが地震後店 く なつ9 

.. （

(5) 瓢江町大字古田海岸では ，
バ まで盛潮l 寺で も水面上に見えてゐた石垣が見えな く なつた。

た。

か ら赤洞根村 と伊良湖岬村境に在る越戸大
(6) 面11 戸村 （田原町東隣） の

人の話では以前は祁11 戸村

山 ( 布 さ 300 米位） は見えな
かつたが、 此頃は見える様にな？た。 之は田原町か ら赤洞根附近

にか けて沈下 した為ではないか と思はれるi, 

要結 以上を通克 して次の諸黙を指摘 した匹
（但 し遠江灘浩岸地方について）

(1) 陸地上で大いな る地愛は認め られ砂
が、 軟弱地盟が比較的急激に沈下 して災害を大な ら し

．
めた ら し囚事が認められる。

(2) 地霙後粗 瞑 方で急 激疇 十糎沈下 した ら し、匹
この沈下は翫 I 旬つての領動のJn き形式を

採つた ら しい事は静岡、 演松、
名古屋等の地裟記象初動に も見られる。 這 松市の西にある佐

嗚湖の水位瓢 !]It- も開 められ る。
（この開占は本報告には獨れて居砂 。）

尚宮部博士はこの敷年間 この
方面の陸地が割釦 託 上昇を組けて砂 繹 這 鴫 痴測値よ り

(49) 
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粋
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凡 舌 急

旅
松

" ~, 
摘出報告 された。 cii 

津浪は各地共引潮で始 ま り樫微であ つた。特 に演名湖附近ではやっ と氣付 く程度で あ る。

(3) 餘裟は陸上各地にiJ ヽ 猿校に して急激なものが頻繁に起つてゐるが、 悔中の大餘裳が極 めて少

-- < 8 日の暁に起つた もの位である。
-< 

・(4) 薔鄭ば本ぬでは渥美半島でlltl いてゐるのみで他ではnti · いてゐない力ゞ、 餘誕 は陸上の も のでは

．

短い ド ンと 云ふ昔容を各所で聞いた。

(5) 井戸は低地℃は 大抵濁 り、 袋輝 紺庄切窟美半 ・ぶりでは培永し た もの も ある。

(6) 河J1'1 附近や悔岸、 i 縣総 面訳 俎蒻誨泥丞 ;,·詞旅珀 揺 した。
(7) 家の倒没は犬抵強制振動によ り附

．
J 口方面の共喝振動を起し、 をあ丙柱の上端の記 遥 態で折

訳 倒れ粍もの と認められ、急 激に奥行方面咋 ）れtel 癖1·11s 年 9 
． 月の烏敢弛 盤セ箸 し い 留）照

.... -~-~---- -· ~- ←. ~- ・-- ~- •.•
(1) i.',J ほ叉束大却 痴伽 Jlii:I 噴盗薪切蹄 i 氏あャ ・仏報に): ;,

'炉蕊 ：地磁細 吠 生地が麟 ~·!J 
J 繹 癖 ），＇心峰 等 露 疇 冦 麟 、「日l 閉賀

とら蜘 ·繹 廷 ぅセ認 ℃
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を なす。

こ の様 な場合の土地の振勁は渡松以―→
東の地では南北勁が多かつ

廷 した ものは少い。
繹 ．が認められる。 家屋のた り

(8) 家屋の御設社 土地到屡 軟によ
り非常な巡ひがある

ない部分 と が入れ交つ
。 同じ町内で も披害を受けた部分 と受 け

てゐるか ら、 その中被害の地の激甚率を示す

比であ ら う。
- つの 目安は全域 と半城の

至半城 50 戸以上
の町村に附する この値注次表の如 し。

市 町村 名

滸 水 市

典 i,Jt lilf 

袖 師 村

相 良 !If 

Jlj 蛉 111r 

佐
屈^

村
ヽ 小 笠 村

季 、．田 村

横 地 村

角 田 村

掛 川 町
ヽ

酋 郷 村

巾 村

大 淵 村 "

大 板 村

千 泊 村

全 挨 牛 竣 値

住 家

0.4 

0.2 

0.5 

0.1 

0.3 

0.1 

0.0 ・

1.6 

11·2 

1.0 

0.5 

0.1 
4.6 

0.2 

1.2 

0.2 

'0.7 
~ .. 7 

10.8 

0.3 

2.0 

6.0 

13.6 

2.9 

2.2 

1.3 

非 佳 琢

0:3 

1.'(!) 

0:S 

0.9 

0:6 

2.'8 

1.1 

O:~ 

格 ‘頂 'Jl(j: 

悛 許 ． 呵

稿 田 町

掛 塚 lllf 
り

久 努 村

田 原 村

―^’
井 村

＝ 川 村

上 渋 勿 村 ．

東 渋 弱 村

ヽ

1.4 

0.3 

0.5 

·o.'2 
0!6 

ro.s 
、:J.-:3 

1.7 

1.2 

1.7 

1.9 

1.8 

1.4 

1.2 
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．
0.7 

1.0 

幸 龍 村 1.4 
2.0 

翌 泊 村 0.8• 
ヽ

0.8 
iii 仰 厨 村 5.0 

6.2 
仰 厨 村 6.4 

村
,0.4 

於 保 0.3 
0.6 

長 野 村 1.6 
0.9 

袖 油 村 8.0 0.6 
-i-- 束 村 0.5 0.2 

• 井 池 村

池 田 村
0.3 

0.9 1.7 
向 笠 村

0.9 0.8 
、 111 梨 町

久 努 西 村 ・
. 1.7 1.7 

村
0.7 3.0 

固 田

村 `I. — 0.6 
仮 田

I 篠 原 村
0.9 

河 拾 村 0.3 、0.4 

村・
1.5 "' 

八 野

和 田 村 :- 0.6 

泊 松 市
- 0.5 0.8 

- 0.1 0.7 
仮 田 村 會

中 野 町 村 0.1 0.1 

芳 Jll 村 0.4 o:s 

鯰 今井村、 横地村が10 以上の高率で袋井町の中村が之に亜 ぐ。

(10) 一般に被杏少 き家屋は屋根の軽い甜である。

終 りに常 り本調査噂 じ、 多大の御便宜並に御亦数を賜 り ま した欄係各市町村各位、 名古屋鐵道

鴫 修課長酒井立夫氏、・東京帝大麟 部伊川禅水産＇肛駿所長新悔盛敏氏、 伊良湖岬庄！堀切國民躾校

盛藤公如氏、 名古屋帝大宮部直巳数授、 名古屋地方氣象盛、 演松測候所、 孵岡測候所の各氣象官署

共ーの他の方々疇 嘩 の謝意を捧げる次第であ り ます。

q 
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昭和19 年12 月7 日東南悔地震踏査報告

． 氣象技師 高木 聖 山之上昭和 奥 村 廣 二

繹 等の調査範園は伊勢海に沿 う た地域であった
。 先づ律浪につ き報告 し

報告 し、 最後にその他の現象につぎ報告ナる。
、 次に建築物の被害を

I 津浪に就いて、 ‘ヽぃ―

さ 名

＊

o 、と

節 1 岡 桧 潮 所 の 配 置

第 1 岡に示すや う に伊勢悔口は西岸の南から、 鳥洞、 松阪、 津、 四日市、 名古屋、 大野、 翌濱、 ·

と 桧潮所が並んで を る。 それ等を一々拾つて来たので あつた。

暉 ： こ 心 疇 戸悔洋氣饂 疇 し てゐ沼桧潮所があ る。 しか し これは地霰動のため疇 麟

置の時計のベ ラ ベラが捻切れて了ひ、 その上浮棚との接合勘が切斯したために振幅さへ阻取る、事が

出来 な"'11 犬態 にあっ た。 それ故仕方な く播 人の槻視I] を こ ＼に1 母へる事にする。 しか し これはあま り

科學的 と は言へない。 番人の言によ る と袋後30,: 渚臥して 5 尺程の津浪を殿回見たと 言ふ。 被害は大

し た事 はなかつたが、 護岸の沈下によ り楠潮時に俊水する箇所を生じてゐた。

松阪 ： と ,k は三重縣土木部の桧潮所が泄洩にある。 名春の傷夷軍人、 丹生良行氏の熱心な観測

によ り第 2 岡のや う な貴重な記象を得 る事が出来たので ある。 これによ る と 、 筵後2~ 此 して備か

姐押浪か ら始 まつて を る。 最初 の過期は38,t であ るが、 後の ものは30 分週期と 1 時間週期の複合 と

(53,) 
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第 2 回 松 坂 の 桧 潮 記 象 ~ 
思、はれ る。最大全振幅は250 梱で ある。この囮象か ら も分 るやう に袋後間もな く38 糎程急爬沈下して

を る。 護岸 も少 し く損低を褐てゐた。 因みに第 3 岡と して港殻 と桧潮所の位芭を示す。

I t, II ヽ J ... --―. ..一・_ _ ,← . .. — -~1 

易 ．

1 節咋 l 松 坂 檎 栂 耕→

津 展 崎町の桧潮像は人手不足の繹 8 月以降観jfllj 中J.I:\ 胆 従つてa れも｛繹 に過ぎないが、 /II 

日の平夫の言 によれば、 頌後t6 分位見 て ぼ 蜘 ti 塙 疇 た と言ふ， と の始め向 l ぎ、 勝 く して

自麟 年 り 、つ℃恋た と言ふ， そし立 れa:: 4 回輯臆 ＾ し応

四 日、市 ： 千旋 町の箪澤f 没は四前 3 F-l 程輯よ 肌暉 し、 槻恨依 しq 

名古屋 ； 鎖 樅の桧湖伽は螂 ぬ い 激 節し躙釦 叫 -

大野 ： 地頌動 のため浮探の錘がか り ん疇 象 な し，

輝 ： 9 年前 よ り 中 11: してわ恥 観測者は践念がつて印. ~p 禅i 即評 う 粘ものが来たと言ふ租度

の もので あつ如

か く し て伊麟 疇 ふ桧潮組 知 松阪応 ゞ一つのみであつ如 紐 麟 翫 記 ては、酒 岸よ り
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師鉱 武 翌 、 一色 に桧 潮 i 汲がある。 （第 1 闘参mo 
師崎 愛知縣土木部の桧潮所がある。 第;4.1t~ にその池象を示す。 これによ る と押浪で始 まつてを
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第4 囮I Jl 籠 灼 の 桧 潮 記 象

るがその始めはよ く分らない。 溺次に始 まつて をるやう で ある。 この記象 よ り按するに10 梱か20 梱

程沈下した ものではあ る まいか。 週期は大骰30 分位である。 最大全振梱は90 極位である。 因みに桧

潮所の拉置 を第 5 闘と す。

＾ ／
ハ

0 ご

叩 ！問 O~- 絣 桧 洲 rrr 位 訟

武翌： この桧潮儀は地袋のため針が飛び記象なし。 この泌 に沈下せし所あ り。 津浪は分 ら ない位

な ものであった由。

一色： と りーは桧潮1 義のみあつて槻測は初めからやつてゐな い。糊 閥嘩秒所の人にfl.fl く と囮後 1 時

問半位して唸を痰し、 渇水の祁さ 1 尺位のものが物康い逃度で先行 し、 漸次 5 尺位 と な り 、 'l~t く し

て引ぎ、 これを 4 回程繰返へし、 誠後の ものは羞後 3 時間半位で あつた と酋ふ。 しか し賎測地昂りは

疇 か ら 1 粁位入つ天入江中であ る。

か く して知多問も師崎た ゞ ・つのみ記珠があつi'dlT- にな る。

II 建 築物の被害に就いて

今回の地芦の被害範配 中には工場が多 く:{.,イ凡 てを るので、 ・1e の被奢）＼屈 狂辟 し く~u 諒 し よ う

と企て如 と考ふのはエ速建築物は建築法によ り耐芦構造にしてをかなければな ら ない事口 ょつて
ロ
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し て被奢 を被 る ⑬ l っ妙 鵡 べてみた
かつたの，もあ る。 晋·々は今迄 の穂瞼ヵヽ ら

をるからそれがどう ても被昏の程庶が少砂 {IT を よ く 知つて を るか らで あ る。 さ

巖丈に造られた建築物は
地裟勁口訊

う言ふ目的を持つて調在に；；t ったの
であつたが、 防諜上の

見地か ら 工場 内部 を詳 し く閻査出来なか

ったのは残念なこ とであつた。
その邊は曾つての溜池等 を埋 めた1 個所で

名古屋 ： こ ＼雌郷港の一
部分で倒樅家屋が相営あつた。 、

あつて、 地質は確か疇 いと恩はれる。
しかし浪れた家を よ く 見 る と．いづれ も如 何に も弱 さ う な感

—寸 丈夫さ り な家はい ．
づれ も残つてゐた。 エ揚 も二三倒れ て ゐたが、

じのする家ばか りであつて、

いづれも弱憫のものと、恩1 まれ、
かな り］易さ う な工揚 も痰つてを る所か ら み る と 、 霞 加 さ程大 した

紐 なかつたであら う と思、はれる。
要する記丈夫な家を造つて をけば こ んな被害 は全 々出 さ ないで

叡んだのであ る。 一般民家の倒れ方を見・ると奥行の
一 方向に倒れて ゐ る ものは殆 ん どな く 、 長みの方

向に倒れてゐる傾向を示してゐた。
これはこの邊の家の構造が長みの方向には壁や柱等 の抵抗 と な

る ものが少ないのによ ると思はれる。

脳西線に記 て； この線に記 ては鳥洞点で大脆一様に少 し づ m の被害 を受 け、て を る。 特 に目立

ったのは煙突の先が破損してを る事であつた。 叉壁の龍裂は普通斜 めに入 る も ので あ るが 、 今度は

中央部に垂直に入つてをるのである。

長島から桑名にかけては他よ り少し筵害が大きいや う であ る。 こ れは長 良川 口にあた つて を るか

らであ ら う。

富田では危いと思はれる川岸に建つてを る家も健在であつた。

四日市は埋立地のエ揚に少しばか り被害があつたや う であ るが大 し た事 はない。 しか し梱 の岸 と

の接黙がひど くやられてゐた。 石原鍍業の大煙突は上か ら 1 んの個所で折れた。

津は少敷の弱い家が倒れたに過ぎない。 有名な岩田稲は中折 した。

松阪は寺の塀や袋石が倒れてゐた程炭で、天した事はない。

山田は少し く倒浪家屋を出した。

烏洞、 砲山、 は殆んど被害なし。

一般に煉瓦の建造物は被害が大きかつた。

麟 道線に記 て； この線四 的 ては少々被害を生じ てゐた。

岐阜は30 軒程の個浪家屋を出した との事で,..
のつたが、 現地に行つてみ る と それ を 見付 け るのに苦

努をする程度に過ぎなかつた。

大垣は地盤が非常に軟弱な所であ るので
、 一寸 した被害を生 じ て おる。

瀬戸は陶器の被害がかな り ↓
のつた。 倒浪家屋 も相営あ・つたが大 した事はない。

中央線に沿 う て； この線疇 う ては可成遠 く

つて大した事はない
まで被害が及んでを るが 、 簑度 はlV-V の程度であ

。 目につ くのは瑞浪以南であ り 重

、 飛んで諏訪邊 に も少 し被害 を生 じ て ゐた。

(56) 



知 多半 島 ： こ しも恩つた程大 し た吋．はな く
、 た ゞ半田街逍囮 的 て少 し被審が大ぎい。 面白い甜

には半島の先の師崎、 豊濱邊の岩礁にあ る家は非常に弱さ
う な賤家も立派直 つてをるに反し、 砂

地 にあ る家は弱 さ う な家は倒れて戸るJjJ であ る。 郎ちはつぎり と地盤の彩怨が見える甜であ る。

知多問の一色厄 も少 し倒浪家屋があ るが大した班はない。
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節 6 l~I 磁迅蛇曲現象の位訟

ゴ 皿 その他の現象に就いて、

鐵道蛇曲現象 ： 岐阜から竹昴に到 る竹必線

は柳津靡よ り南 約 300 米の所に錢逍蛇曲現象

を生じた と言ふ。 と の過は恰度鐵路の一直線

に走つてを る個所であって、 その方向は北々

東か ら南々西であ る。 この泌の人は南北動の

厖動を感 じてを る所か ら考 へ合はせて、 この

現象の起るのも尤 もであ る と思はれる。 郎ち

錢動方向は北々東一南々西の方向の筵動であ

ったに相違ないと思はれる。 第 6 回にその位

置を示す。

彼光現象 ： 名古屋では前夜光憫の南方へ飛

ぶのを見た と言ふ。

音容現 象 ： 名古屋、 岐阜では前日ニプイ 昔

をrm いた と言ふ。 しか しこれ約は地誤 と「紺係
ヽ

のあ る ものか ど うか分 らない。

地形褻動 ： 松阪の桧潮記徐よ り確かに沈下

してを る。 又島蒻で も沈下は朋瞭に分 る。 大 ．

憫にして伊勢洵に而 した部分は沈下 して を る

や う であ る。

(57 .) 
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昭和十九年十—
一月七 日

ー一縣下質 地 踏査報 告
東南悔 地震 のニ 一

可!·和歌 山附，y ヽ

氣象技師

)!Ji 員

懲

里
"" 

坂

沼

油

新

言
,
1 ＾

至る13 日間,]ヽ 官約は該地に
喩 項 地踏在を三直 ・ 和歌 山雨縣 に就 いて命ぜ られ

訟月10 日よ り22 日に
｀ る踏在の方針と して地芦、

麟 に特 に注 目し た。 其の理 由は該地誤は極

其の踏祖 領要を左に報告す

めて撰範匝に倒征
喉 屋或は沌浪があつ

て安政元年の地震を恩はせる も ので漿 裟機構縮 も簡箪ではな 、

疇 浪の有様は此の声 原の確定に寄興する所

疇 であるから岱源の位骰の確九
匹 梢困難である然 る

が大である と考へられるからであ る。 •

此庭の検潮儀は地店で破損し用をなさ なかつr'C. 、
↓ 此の桧潮所の前の補装道路は絣i 潮時に全

饂 水してゐて通行不能と な つ
て紐 。 夏の大潮の、と きは斯様の こ と が あ るが冬では始 めてである

繕 虞に居住する大井藤吉氏は語られた。
． 郎ちその附近は少 く も二三十糎の沈降が想 定 さ れ る。 4 

筵の溢度は強四程炭と推定され
、 餘震は毎日二三回はあ る と いふ。 禅浪は地裳後1 邸分乃至30 分の間

鳥弱

、に殴来し波祁は一—
環 位で 暉 では浸水家屋が 120 戸程で あっ た。 14 時か ら約 1 時間餘 り の問に地

回程麟 したか ら事 ］は約15 分位であら う との事である。 箪 恕 祭署長 の調 に よれば一般 に志底年

島尖端の東側の円の律浪の邸さ は約二三米位 磯 水家屋はあ るが流失はなか っ た と の事であ る。

長島町
饂 動は中震と推定せら る。 波浪も特別の地動を除いては、 た い し て高 く はないが、 町

ふ 低地にあ り、床上没水のため被紐 扉 のものであ る。町の部分での浪高は最高祖米位 であ った。

次に長島普察署の調杏．による記 諏 を掲載する。 この表re. 見るが如 く 錦の津浪の被組 は甚 だ しい浪 ＇

高も六七米に逹した との事である。

被 街 別

名
地

長

二

島

瑯

三 墨)'i 屈

錦

死2 

ス3

9~

2-! 

人

重復

3

方
明

行
不

8

i

s3

5,‘な
力 屈

流失

5 
(;i 

00 

400 

倒製

70 

15 

30 

150 

泌 水

1000 

47 

20 

共の他 の被杏

江 fl.)• 舗j 栢陥没

牛1 頭 提防の決沿 1 ,.,_ 
合 弱1 栢陥没牛 3 

100 牛 4 

珈 215 _ll67 牛 8 栢 2 、

暉 攣察署の御調在に依れば此の町の被甑 12 月14 日現在、 下記の通 り で あ る。

一疇 29 名、 行方不明67 名、 全渋並流失嫁屈 604 棟、 半樅 139 棟 、 没水家屋16 峠棟 、 漁船流 失 42 

計 33 u1 47 

尾鷲町

俊9 頂虹及破損22 斐其の他泊、息不明の定時漁船多敷あ り。

(58) 
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舶([,!l) 倒渋家屈 は何れ も祁浪に依 る も(J_)" 
(:·、 地岱勁に起払1 する ものは皆無である。 壁縮 も隅が抒れ

て虹 沙 し く 落も た位 で、 迎裂の入った ものは稀であ る。 袋石の韓倒や石垣等の破損も多少見受け

られ る。 姶石の軸倒方向ば 淀 しないが、 大俯か ら見て南又は北へ倒れた ものが多い。 叉廻轄の方

向は、 各所 と も反時計様であっ た。 叉町の西南綿の六十光
ヽ

、の山上の忠魂碑の荻の石垣は北東隅か ら

北側にか けて破損 し、 叉附設の記念碑（高さ 2 米、 縦横1 米の直方俯）は時計株廻藉をなして居た。

.,., 
第 1. 低l 尾 笠 の f.lt i 良 '- 

響 悔岸のA 部か らC 部に至る殿岸堤並に補装迅路の石挫は、 接合する コ ンク リ ー トが破製せら

れ特KA 部附近が甚 し い。 A は氷砕機の鐵梓にして 、 冷冽冷 jfil: の支配人二郷氏の談に依れば、 此の

枠は払盤か ら築 き上げられた もので、 東方に傾斜 (2 炭位） して居る艇を見ると 、 土地の表訓のみ

な らす、 払盤 も悛動 し た ものと考へられ、 且つ裟後潮がJ 甘して居る故、 土地が幾分沈降して居 る と

考 へ られる と語 られた。 但 し、 その沈降の批については不明だと言はれた。 叉liiJ 氏は祁浪の裳時悔

、 岸の屋上で 見て居 られたのであ るが、料 内の防波堤〖付近の渦怨 < i 皮のお舷は恐 るべきJll: 観であっ た と

言はれた。 以上の;,j ば か ら、 此虞の厖度は強筵の極弱い方 と推定される 。 叉地羹前 コ, ~ ·と 云ふ地嗚

砂 砂 た と云ふ者 もあ っ たが、 一般いはIll 枷 ぬ者が多 く 、 餘 噸 瞭の ものでは無い様である。

紐 津浪についで述べる。 桧潮儀の記象は流失せる由につき、 目澗せる ものを記す。 先づ尾麟 l 

候所にて、 霞後盛上にて、 問内の防麟 噂 れる椋 よ 疇 浪を瓢 l した。

(59) 
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這 2 分にて、
之よ り先測候所の屋 I: 

に 即）譴 \rJ) 疇\Yc.1 誼1 波 を立 て押寄せて米

、 第 破 の極大 分は防被提が1 ばれ、 如
研 li 皮の最高のII 寺llJ-j であ る と 推 定さ れ るII 寺

此の1'1 時02 
碑 を見るtJJ が出床た。 、 咆す呪 詠 尉(/_)談 よ リ 夕n る事が 出来 る。甜は後\'(r, .J 

刻であるが、
この波窃が最大のo 

J のであ つた

第1 波の極大14 時19 分

第3 波の極大14 時45 分

第4 波の極大15 時10 分

第 5 波の極大15 時45 分 此の伝
疇 鵡 噂 れる程にな らす沿

再び防波堤が懇れる迄に増大 し
、 以後強い波は来 なかつ た。

第 6 波の極大16 時妬分

這 掛］を殺げれば、 17 分、 況分、
25 分、 3 吟 、 40 分で あ る。 従 つて津浪の製

以上の目測から順次
の時刻を取 るべ きで あ る。 地誤 は13 時36 分 に起て居 る故

・ 来の時刻と しては、隣0 吟 よ り騎 疇

に、『虚後2 砂 で第1 の極大臣逹した。
最初の調 ］が17 分な る車 と 、 次に記す駒椴大尉の話 な ど考應

して、 筵後20 分で到 逹した事に推定する。

津浪襲来の裳時、 駒橋大！討は謬 のフ
冴 に連結された舟G 疇 つて居 られたが 、 卿後 5 分或 は1 

゜分も経つかと 、應、はれる頃、 洒水がジワ ジワふ くれ出し、H• I の間か ら流込 み、．遂 に棧梧 を越 え、

ザーと督を立て 環 寄せた。 此の間舟の方向は闘の向と な
り 、 如何 に し て も褻更出来 ない。 其 の禅

浪の高さ はと云ふtr.H• I の證荻は平水面か ら 6°8 米であ るが、 それが隈れて 、 J 貼の ものはそれ

よ り商いのであるが、上部のみが見へ、 支柱の部分 (6•8 米） は隈れて仕舞つた。 其 の波が退 く時

は、 防波堤の無い側、 醗 響 k り 矢の方向の流れが著 しい。 50 米沖位迄悔底 が露れた。 此の第1 

波が最商であつたが、第2 の披の製来で銀がりJ 斯され、辛 じて 1 趾のI 送 の方 向に遁 れ る事が出来た。

第 3 の波が未だ退けき らぬ内疇 4 疇 たので、 それは第 2 の波嵩位 になつた。 以後大 し た ものは

無かつたが、 平水に復帥したのは2 時20 分制の後であ1 つた。 週期 は第 1 波 と 第 2 波の間が1 吟 閤位

で第 3 第4 の問g 短かかつたと云はれた。 喘時は干潮II 寺な る故に、 7 米以上 にた る事にな る。 叡

内部に於ける・波店が、 次に記す叩奥の打上げられた部分 よ り裔い こ と は、 吾々の常識 と 反す る事に

して、 数理 上の解説を要する注意すべき現象と、恩惟せら る。 闘に記 1<\ 並 に倒浪叉は琉失地城を示し ．

た、 各所のill 浪の払「さは種 の々根跡によ鰭 1~ こ とが 出来 るが図のL 麟i で は2•5 米 1\1 地伯lj で は2•9 

米、 N 地黙匹 米、 S 地黙2•5 米であ り 、 之等は平水面か らの高 さ で あ り 津浪 は干潮時 に近 く起ろ

た故之維に約 0•5 和11 ふべきである、 又Q 地謡では異常に高 く悩潮II 寺で 4•6 米 な る故に約 5°6 米の

波嵩で あつた。 痴 紅 地謡によ り種々な高さが槻測 さ れ 尾 禿国 の津浪の高 さ は幾何 と 問はれ迄と

き、 その答へに困惑する。 通常の常誤に従つて特災の地黙で異常丙嗚 く なつだ虚 を除外 し尾稽洞の

買正面を考へ家を倒没或は流失しその餘勢が低地に押 し上げた最高の高 さ を取 る こ と L し 、 之を以

つて尾攣 ！の高 さ を代表せし め約 5 米 と する。

又祁浪は問か ら陸は l つて右側に注 ぐJ II と左側帥ちc の近 く の堀 に添ふて俊枷 に押 し上げた炉
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て川添の家 と C 部の堀の奥がr· • I 又•も破城された家が多

部はそれ程奥迄郷 't されてゐない
＜洵泌か ら 150 米位奥 まで倒渋 した。 その中腺

。 家屋の没水は)//添に400 米以

は一般 に濶臭 に向
. ,_f:: も臭 まで迩 した 。浪高!f.> 著 しい

つて右111 卿 ちQ11/lj であっ た
、 之には防波提の彩怨がある様に考へ

今回の泄浪では尾骰に限 らす ・
られる。

，.一般に家の破禎された材木約が押上げられてゐて餘 り流失 しないこ

と が特に注目される （岡技師の撮影 された四
虞 を参照 され砂 ） 之は開形にも大いに胸係するであ

ら う が津浪の辿期が一般に長かつた事 も原因すろのではないか
と 、思ふ。 石袖の ド ラ ム細が千家山を

陥てたR 黙 まで流 されてゐたのを見た。 E 部に近ぃ ·f-1• エ戸
木 笏では地震後祁浪のある事は大低独期 して

ゐたが製来を確認 してか ら逃げたが追
つつかれ水の中を逃げて多敗のエ 員中一人の死者 も出さ なか

っ た と の事であ る この波でT 部の道路は一ケ所決浪し た
- 、 B は漁市場で あ り最 も祁浪の強い位岡に

あ り なが ら何等の被害を受けてゐない
、 それは鐵柱に 1 、タ ン屈根の家で 自由に油浪を通 したか らで~ ·'° るが梅演の建築物 と して注目すべき と と であ る。

吉津村 蔀浪の被将が大で あっ て地筵による被和は殆ん
ど見受 られす、 4•5 軒壁の胞裂 をみるの

みで あっ た。 地裳動は強筵 と しては弱い方
で ある。 村の大半が津浪の被街を受けた、 沖浪は地設後

約1 吟 で 5 回押寄せ1 回目と 3 回目が最 も大 ぎ く被街殆ん どは4 
く によつて生 じた、 次に吉津菩衆の

被癒調査表 を掲げる。

稲
行方 家 l 昼 m 畑

｀
ヽ

死者 不明 流 ILL 倒設 半栂 俊水 俣1, 
帥 前 20 G 324 60 79 27 80 反
村 山 3 

゜
． 2 

゜
17 rn 170• 

郡 内 4 

゜
0 3 7 2 130 り

計 33 6 32 餃｝ 103 42 380" 

訛浪の押寄せる獣 態は丁度潤内よ り潮の湧糾出す如 く水位がJ 府大 し、 第1 回目のiii! 浪によ り悔岸

附近の家は土煽を欅げて倒渋流出 l_;J 奴の波高は6 米にも迷 した
‘・

、 次いで第 2 回第 3 回目の津浪によ

り學校、 普泉方面が倒渋 し、 或ひは流出 した。 其の

-＿二

』
〗

二

パ'‘-=--〗.^〗
LU

雪

鳳~

霞覧詞、
言`
一

第 2 低1 吉 .j.ft 村 の tit i 良

祁浪の巡期は約10 分位で あっ た。 被忠の最 も大なる

は悔岸浩ひの家 と村山）II 附近の家で倒渋流出 した。

叉揚所によ り被街の大なる所 も見受 られ河 口よ り10 

米程入込んだ楊所が二，方向に別れて倒浪流出の度が

大であった。 村民は地盃後祁浪の来製の独想 して附

近の高地に避難 したが逃げ後れた もの或は第 1 回の

祁浪後家財を取 り に行った為死イ鋲並に行方不明 と な

っ た者38 名を生じた。 家財船舶等は沖に流出せる も

のは少な く川添其の他に持巡ばれて散乱 してゐた。
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耀!I 杖で村 1113 分の 1 程疇 .I· 投 水 した 。 洲l の泊j さ

押上げた奥行は村山の 650 米、
膊碑1 渾 550 

G•fi 米の窃さであ っ た。

は麟 ひか5 米、 橋附近 5 米乃至 ． して地裟によ る祓布は殆ん どなか つた 。 贋 II は幅 の狭い南北

島津杵 訊 とと同様祁浪の波沓虹

熟 祖 牡
~1 好w 戒
11111 柑成 戌芯

::, ------:;、.、、11~"• 、,,,,.,u 

t 111, 

第 2 ji;;\ 島 tit 村 の tit 浪

墨 もあ る料の臭 に位 し、 大牛が災忠 を被 り

位·水地域 も大に し て地誤後約15 分 で 四回来襲

した。 遇期は10 分乃至lfi 分で第 一•回 と 第三回

が大であ つた。 流出家屋 に250 戸｛到枝家屋167 

｝噂 水家屋約300 戸を 出 し死者21 名であ っ た。

諏 ·寺は倭水を免れた 。 堤防 の崩れた も、の

ニケ｝所 （梧附近） 倭水地域 は川に滑ふて延び

この大内山川に沿 う た地域 には家 の倒依が多

＜材木 も川1 い這 ばれ魚、船 ） 150 の米程／瓢

れた炸ll'C 押土．られて ゐ るの も あつた 。 潮の高

さは栴岸：において 5 米 乃至 5.5 米最 も高 ぎ所

叫 甜附近の 6 米であつた 。 島津巻 察署の被筈

調究表を次に楊げる。

クE 寺 行方不 IIJJ ' 家屈即Ji 家屈倒il't 
新 桑 10 11 
棚 柏 21 lo 

古 ;f11 20·. G 2-50 , . 167 

栃 木 ，， , 3• 14 

小 方 5 10 
方 脳 11 

計 21 G . 29-1·228 

此庭では市の西北部な る元町、 馬町、 初の字等が極部的に烈震 であつて 、＇死者 6 、 負傷

者38 、 倒樅67 、 半潰 146 を出した。 浮島町は埋立地で、 南北の道蹄に沿ぷ小飽裂が あつた。 市の菩

祁浪 の芯j さ 5 米

新宮市

察の特高課長の談に依れば、 塘位 地ではあま り倒樅家屋は無 く 、 尚地震動 は初 め ゴー と 云ふ地嗚を

伴ひ ド ヽ ド ヽ と二三十秒程揺れ、 之は小さい振勁で破塊は此の問には生 じ なかつたが 、 それが稽静

、 志つたか と、思つた ら紐いて烈しい水平勁が起つた。 被忠はirt の横振れにl:!il る もので、 上下動 は余 り

強 くなかつた。 共の振動方向は西北西ー東南東の向ぎで、 従つて家の倒壊及び硝子蹄子な どの破損

も其の向音のものに多 く 、 之に直角の向き の ものには11 
...耀なかつた と の事であ る。 熊野の紳祉の大 き

咋 ＇埒簡は大瑯分轄倒 し共の方lfiJ は南汀
、又は西北西の ものが多かつた。 又土槌 は東北 東の向 きの

ものが破城 されて居だ。

加j~ でけ材木を1500 石程流失したが、
饂i112 米位で大 した事は無かつた。 襲来時 は虚後1~ 分 と

云ふ人 も或は30 分位紐つてか らである と云ふ人 もあっ たが
、、 特翡課長 は震後15 分 の と き未 だ即 J 達を

(6'2 ・）



～ 認 めす と云ふ電話を受けた。

虚 に感す る程 9 伐の余裟正 . Fl に一 ・ ニ回位、 数 日rn1 に且つ
て起つて居 るが屋外へ飛び出す位の

ものは二回 しか無かつた。 叉地嗚は一般に伴はない。

・ さ て尾窃illll 候所の初動は南々
西の下動で、 初期徹111)18 秒であ り、 又潮岬測候所の初勁は北々東の

下動で、 何れ も ウ イ ヘル ト地誕計で朋瞭に新窃の向きを示 して居 り 、 熊野雅沿岸地需は、 一般に木

の本以南の震度は中筵であ り 、 尾骰以北は強店と しては弱い方であるのに新宮のみが烈裟であ ると

と か ら し て、 特 に此鹿に一箇の澁源を生 じたのではないか との疑ひを生するのであ るが、 前述の木

筵の地鍔動の有様並に余裟のJI 犬態か ら見て、 一箇の獨立 した烈立の店源の様には考へられない様で

， あ る。

勝浦町及び那智町大字天満 天悩罪を1311 招3 分に被車 した汽車が那御罪に丁度到滸 した頃、 神浪

が来襲 し た。 此のH 卿 間では汽車はニ ・ 三分 しか費 さない。 地筵は13 時36 分に起つた故に、 此の地

への蔀浪の襲来は地袋後約10 分間であ る と推定される。 但 し天悩の某罪員は確がに祁浪は13 時50 分

に襲来 した と 強調 してゐた と のJJJ. であ る之を信すれぱ岱後1 吟 といふこ と にな る。

・下 に勝iili も恥に那智啓察署の被香調査表を掲げる。

死去 行方不明 流失家屈 倒沿家屈 牛il'( 家屈 床上没水 床下没水

24 3 10'7 40 fi78 2-15 

IO O !95 17 74 270 50 

＇

腺 浦 りIf 
那行Jllf 字天滴

＼

W3

尽
／

／
に川

第 4 囮l 天 洲 豚 涌 の 律 浪

上の表中個浪家屋は誹浪によ る もので、 地筵

勁によ る直接の被忠は無 く、 此の邊の震度は

中筵程度であっ た。 天楠か ら沿川へ通する大

きな隧道の中にも変化は無かつた。 那智騨の

附近には殆 ど被忠は無 く 、 那智の瀧な どに も

何等異常を認めなかつた と、の甜であ る。 那智

町の被害は大部分が大字天盛に生じた もので

天悩i で も罪の北側は没水程度だが、 闘か ら勝

補罪に至 る天悩村の殆 ど全域が涼浪に襲はれ

その波高約5 米 と推測 される。此の天悩の問 に

襲来せる祁浪は、 堪防を AB 二箇所で数米決

憤 し、他にも破掲箇所あ り 、金伐逍線路は勝補、

天拗祠蒻附間の殆ん ど全部が悔と 反鉗側へ押流

され、 特に決浪箇所文•は二十米に も及んだ。

勝補謄に面 した家は、 洞内の水面が潮次ふ く

れ上 り 、 為に床上没水程炭、と な り 、 直ちに退

(63) 
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ーヘへ逍 れん と し た 。
然 る に 応 術の 俊 勢 な る i11: 浪が勝補

き始めたのであるが、 此の際人 ・
は々）澤 村の）J 

埓此の')滴 か ら迂廻せ る危ltiJ ばに よ る もので あ る`。

の脊後 よ り製掛つた。勝涌町の永
吋 器の破扱流失は、L 

即 咀 ：百回程押寄せて来たが 、 最初？ ものが最強

之亦人命の椒密の割合に多かつた
所以であら う 。

遣 破獄されなかつたが、
刷 I へ通す；る道路 は盛土の新道

: 、あつた。 這 から脳 前の町臣通1 る叫 ＇・

雌 譴 の外洋疇 せ
る認 輝 には被術はなかつた 。

にして、 津浪に依 りii 灌 した。

湯川

ゞ 共の後復 節 し 、 又温度給；に も

疇 では温泉が一·時的に多少函
叫 認 叩 II した楳であ るか、

愛化は忽められない。 ー・ ］、プ- i 蝕の潮が増され,c:-: ふ ·Ji は明瞭に駕められ る。 某温泉では憐潮時 には流 し

揚迄は潮が来 ると の事である。
自分が見た時は、 浴漕の上10 糎にも達 し て恥 。 之か ら 見て少 く と

もニ ・ 三十糎の沈下が推定される。
地猛勅は中裟 と推定され る。

桑名市 桑名市は郡糀も入れば家屋全没116 棟、
哨 伐230 棟 と なつてゐ るが完全VC.f 紺J 浪 し た家は

稀であつて内部の破損が甚だしい、 従つて死者 も僅か
2 名で共の~1 人はエ揚の棟瓦煙突の倒渋に

よ る ものであ る桑名の桑名剥I)~ 
ー上の石燈節は約10 個の中過半敗韓倒 し共の方 \1i] は南 又は北へ倒れた も

のが多いが一•定せす南3 雌 西の もの もの
？った。 又公園附近の長 さ約30 米幅 2 米程 の土柄 は落 ちてゐ

た。 桑名市の震炭は強四の強い方で烈羹匠どで もない様であ る。メ ．
;:I に此庭で記録 さ れた桧 潮記象を

掲載する、 津浪は芦後約 2 時間で到 逹し押 し波か ら初 ま り振幅50 樋週期約1 時間であ る、 尚叉和歌

譴 下律の1 致潮記象を も合せて饂 疇 載する、 被現はM 後;50 分で週期は20 分で第 5 波か ら大 き く．
なつて 4 回大き く以後減衰した。

ヽ

.a: 
, I; 

メ

第 5 I~\ 内務行土木桑名 /.II 張新瞼潮記録

,zo 
100 

3 h 
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揖 斐 川の堤防 桑名市の北方で揖斐川の西岸に櫻提 と いふ長さ 1 粁 牛。 、 幅は上面か 3 米、 ード底が

10 米程の堤防があ るが之が甚だ し く破城 し↓
,,., 0 此の提の走,,.,]は総によ り多少違ふが大低北徴西ー南

微東で あ り その走 Ji1) に泊ふ地裂のナ、な る ものに幅四五十糎、 深さ二三米、 長 さ敷十米に及ぶ ものが

あつた 。 大小無敷の龍裂 は此の堤防全糀応且る ものであつて敗十梱沈下 した部分 も多数見られた。

或は玩具の利t 木を崩 したやう にメ チャ-------~ 破壊され道路面が四十炭 も傾斜 し種 の々,,,j ぎを とつた

所 も あっ た 、 （岡技師の窮誌参照）勿論堤を横切 る砲裂 もあ り共の削著のもの1 ま堤の中程で北40 炭西

の走向を と り 田や畑を通 して陥没隆起或は水と共に甜泥土を吐 く約の地斐が70 米 も紐いた所 もあつ

． ・た 。 然 し更に共の延長には受化はな く何庭迄 も川岸に沿ふ地斐であ っ て櫻堤の北方約二里の七取村

の堤防 も大破損を生 じた と のこ と である又櫻堤の西方の矢田町には倒投半渋の家屋多 く烈裟の部頗

で あ る。

堤防の破城は揖斐川に限 らす之と 並行 に走 る長良川 ・木曾川約の堤防 も 1,;J 様に破損してゐ る尚是

．等の）II の三角洲には一般に地袋多 く泥土を吐 < fi'ti 所 も多い。 揖斐川 ・長良川及び木合川等の下流域

は東側の平野 と西側の山岳地郁との境界の所である、 従つて地震動によ る土地の斐動綺；も多か るべ

き こ と が推測 され る。

津 市其の他 津市では東南ー北西に走否辮）！オ町の跛害がi',; し•も甚だし く完全なる倒痴は敷戸に過ぎ

な いが内部の破段が甚だ し く全樅と 見倣さ るべき⑧のが市全而で100 戸にも辿 した。 煙突の倒腐

屋根瓦噂 I] 落．、 槌5 組裂等は到る庭に見受け鳴られる。 愁岩「「l 稲は破炭 され此庭では名It 浪によろ増水

加1 米位 であっ た と の事であ る。 袋抵は烈筵の部分 もあるが全般か ら見て、 強こ の強い方である と

測定され る。 石怨箭その他の轄倒物の方向は一定 しない。

宇治山田市 ・ 四1 日市 ・松 阪町約の震庶 も大低詞様で祁と !HJ じ く強澁の強い方であろ、 三重縣の伊

麟 転 臨む沿岸及び之に注 ぐ川の河 口附近綺；では—•般に岨裂、 崩炭、 陥沈i 在の多少の地焚が見受け

られる、之約の龍裂線約は例外な く悔岸線点 .\"ふか川に沿ふ方向であり 特別の ものはない様であ る、

松 阪の海遊の検潮｛義記象 については高木抜師の調査報告を参照されたい。

宇治山田市の北部(!_)悔岸の大旅町及び訓1jjfi: 町約では祁浪は12 米で被？；はない、 RM 日市の石原密業

の店 さ 600 尺の東洋.揖....と いはれる鐵筋コ ンク リ ー トの煙突は ,-.か ら三分の- .(!_)臨か ら折れた、 それ

は後 に襟 き足 し氾 醤目の鹿で あつて含成1 節のためにじわ じわ折れて死傷者な ど生 じなかった と の事で

’• 
ある。

次正三重縣密察部啓防課の御洲査によ る被密表を掲載文る。

三重縣下抒察船 納 別破 ;!·,:表

家 屁 船舶 俄誼 栢梁 卿 ) j 睾 逍路 ガスw 
被 杏別

名

市H

名
署

粂

四

人
・← し 一 、

死 俗 蒻 繹 4 汲 流失 泌7)< 麟 麟 IJ ．
2 39 

6 4.0 

116 230 
276 487 . 

....... ·'. 
リ り 破裂

3
91

2
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畔 · ) 年 · k 月· k 日正 午現 在
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1

総括

三重縣咎察部牲防課

三重縣並びに和歌山縣の祁浪の邸さ k 
―' び地裳後幾分間で到 達 したか を次 に表示する 。 叉之

A-

．

6
丘

20-

＼
衛

麦

ル

沼
命

丸

c

を揺示 した之によつて 見れば熊野灘 に津浪は

最 も早 く地霙後· . 分乃至k. 分で到 逹 した。．次 ．

直 朝麻 紀伊水道、 大阪濶の順 序になつて

ゐる。 浪高 もその順序 になつて ゐ る帥 ち大箭）．

か ら見て熊野灘の閥では五 六米伊勢蘭で一•ニ

米紀伊水道では一米 、 大阪親で はt . 糎位で あ

る。 尚志朕半島の 東 部 の 潤 では 3 米位 であ・

る。 従っ て祁浪の波源は熊野灘 沖或は遠州雑
ヽ

西部逝南方沖 と云ふこ と にな る 。

熊野難及び伊勢問 に面せ る 一帯は約J. 糎程

・波降 したのでは· ないか と 見 られ る。・ 表の沈降

の概で括弧をつけた ものは桧潮記象 よ り推測

せる•もので他は泊岸の潮の道路其の他に甜す

O J_3{ t f 水J I 犬態 よ り推定 した もので あ る 。

訟炭は三重縣の伊蒻洞 に臨む方面では強筵

の極強い方で三重縣及び和歌山縣の熊野灘に面する地域は強鎚 と してば極弱い方か 中簑 の程度であ

っ た、 只新宮のみが異常的に烈筵であった。

＼地 名 ．

桑 名

四 ~1 iii" 
tit 

第 7 囮I f 7l t 浪の裔 さ及び共の製米時期

松
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士i., tit· y_ 6 15 00｝ふ tit y_ 6
錦 (j

．y_
長 ヽ Iふ y_ ．，1
尾 究 "- 5 20 30九 鬼 y_ 7 
新 廊 V- 6

木 本 ― v_ 2
新

窄一 ’ VL 3
天 淋j IV' 5
肱 浦 IV 4' IO
沿 )II I\「

30f 串 本 IV 2 ．田 邊 IV ． 1
下 /.It fr (0.5) ⑮0)
平11 歌 山 IV 
淡 恰 IV (0.4) (92)
大 阪 V- (0.5) (]20)

· 師 祁 IV (0. 5) (30)ヽ
1且し括 弧を附せるは桧 捌顧 象によ る

｀
註， 第13-14頁の表,,, 、 宇治、 山田、 箭内に於いて油水家lflのみにて認 k家舷な きは疑/llj にて 月

ノ
下照細 、 又此の浪茄j は熊野洸に同 戸る側に して伊努溝方T5i Iこ あ らず甜父熊野ifi' 方而の倒澁

家屈は何れもi-ll 浪による も のである。

‘ ＼
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／

(67)



昭和 19 年 l~JJ 7 E し遠州灘地震被害踏査報告
13 時 36 分 頃 の

（兵廊縣、 大阪府、
・和歌山縣、 三誼縣南音II) 

訓I) 璃 郡峰遥 氣象抜手- 酒 井 乙 彦

§I 

12 月 11 R 中央氣船 虞 よ り刷 嘩 麟 ふ ．
か改長宛椋題の件に就 き箪者(/_)派追加 暉 ぁ リ 、 中央ょ

ま ヵ; き

りの依韻は大阪府及和歌山縣新＇出布 迄の能面であつた
ュが筆者は尾瞬 UH 紅所迄 (I_) 命 だ受 け 12 日未り

掲 帯物 20 萬分p~ 地闘。 ラ
イ カ麻虞 機、 イ癖斜計附磁石、 2 米の鋼製怨尺

出波、 18 日夜帥邸 した。

等を主 と し外に食粗若千及嵌中氣樅を）11 慈 した。
地 1 誼I はも 萬分の 1 が無かつたので止むを得す、 大

阪潔兵稼に出頭大阪府及和歌山縣 F に於 ・
け る軍機株砥法及要塞地帯法辿）｛嘔 域外の紹蹂撮影の許可

を得た。 三重縣は京榔磁兵餘の管紐である事を現地で知 り
止む無 く現地密崇官の指示 で撮彩 した。

第 1 表 兵庫縣 印 被訊 虚 （兵µ\i 饂 表）
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第 8 表

市町村別
死亡者
'. 

男 女

｀
新 宮 市

那 智 町

太 地 町

下 星 lllf 

腕 浦 ·mr 
商 田 村

三rlt ノ村

小 口 村

北 山 村

宇久井村

計

南拾 p; 村
新 鹿 村

北翰 内村

荒 坂 村

泊

合

村
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0

0

0

0
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第4 表 三韮）縣南牟批郡木木舒察堺郎l ペ

全 挟 牛 挨 没 水 船 舶―――,_ ―ヘ -- ·---- ~ '--.. _ .茨茨茨茨茨茨
伯家 非伯家 ｛嫁 非住家 住家 非’箭家 流失 損傷

4

3

4
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兵屈縣下の被街は 碑 縣廊 に於いて尋ねるに第一表を符、 而 も仄111-1 する に地盤の極めて軟弱なる

地に於ける脆弱建築!,!IJ 或は涸突約に限 られ居る秘様 と て時間の都合上宜地踏査は割愛 した。 大阪府

下の校様は同様に して第二表を紺、 最•も酷い大阪市大正吉岡築港各地駆を大阪管匝氣徐荻大栢龍太

郎氏に同伴視察する に」ヒめた。 和歌山縣下は新宮普察署竹内のみに限られ他は窓硝子等の破頓 を虞

と して見ら る程庶なろ由し・て第三表を輿へられ該地節．へ直行、 潮岬測餃所春 日技手に範伴熊野灘側

を踏査 した。 三重熊南部は木木菩察署管内 （悌四表） に九鬼村を加へた悔岸沼·ひに各部落を尾窃町

迄踏査する に止めた次第である。

大阪智匝氣象萩にて築港桧i 朝｛義の記録を殷1 翌する に小規校乍 ら然 し美事な禅浪潮候を見、 各所の

桧潮儀を訪ねる琳を も志す事にした。 和歌山澗候所で Ft:lt 桧潮所の校様を股l 豆するに 豆 It 問の除振

Jlk の美甜な汁叩 潮｛炭を見る。 著名な安政大厖に砧り酷い沖浪を受けた和歌山縣協淡蘭由良潤 日窃洞

特 に三尾村に於ける潮候に脳心せろ も軽度の祁浪潮候なる項 と推泉、 時間の都合上之筈は後 日，に廻

(71) 



し 田遊 洞 へ直行 、 官公署· も訪 ね桧 潮儀 を 八方探 せ し も途 に 見＇硲
ら す而 も劉裟 研 究 で有 名 な松 平 氏 を

訪 ね し も 不 在 に て全 く 無 為 に了つ た 。 潮岬測 候所 事 杓 痴 細 は ケ
ル ビ ン式 な ろ1窃地震動 で起勁器倅

止 しJll を岱 さ ざ り しは」ヒむを得ざ ろ も補輯 細 職 は リ シヤ
- } レ式なる も自記紙無 ぃ 此 六ヶ 月程前

よ り休止 し あ り て）11 を雛ぜざ り しはfi1i恨の極みであった。 ←
ウ は過顧 ,,回 辮 譴 ；盗よ り 中央氣象寮

へ移管後事蒻 I·. の都合が不紫仙な り し1 甜係で不可避事之 も知れざる も、
仄 llfl するに之が 自記紙は中

央氣微 哀に於いて布廊品多敷 あるのに潮岬測候所に於いてlり·ニ
, - .一再四に亘 り 自記紙の入手に燕力せ ら

れ梨て 1 諏l 戸i，姓祥氣象哀へも願ひし程にも不拘遂に入手出床さ·9 し由、 脳係•,::r;局の猛省 を希ふやりJ 

な り 。 ’
和歌山縣 田泌町にて該地ば許後凪み地震ある校様は日次の隅係.I:: 前LJI 戸及び大阪等に於ける餘裟の人

翻 麟 地,DJ 状況に比 し郡 ：r 異常である株麟 えた リ しが、 潮岬測候所にて餘袋記象紙砂 諏 する に

P~S 3 秒内外の地裟多敗紐装 し居るを見て該地羹を契椴に述州囃よ り熊野灘に直 リ ー述の間 舟あ

るのか震源 よ り 200 餘粁 も距た る此の附近にも餘裟的肱況に局被的規校の地震 を敬生 し居 る もの と

認 めら る。 更に東に迅 り那智町に於いて該地袋を沖の方向にて異常な榔 島を頻 々と11廿き叉地震勁 を

慇する事 も あ る と て住民の不安の念に賑 られ居 り，し 事は、i立の餘裟群が那智町沖合に波生する もの

や も知れ丸 併前記地震象は..常識的に見て 1 覗］所直傍の地芦の様相に映 り し ものが あつた琳 と併せ考

へれば、 相應 な範踏に波生 して居 る ら しい。 此の災常洵嗚はrlll 帥附近 よ リ 宇久井附近迄で新 宮市で

は聴かす更に東 して三重縣木本町に到 り ては徹船感の地震は屈々感一少る も栴IT[} は知 ら ざ る模様で あ
囀~

っ た。 餌 箪 者が 16 日夜更に東なる南綸内古江に泊 り たる夜、 16 日 20 時 21 分頃澁度 2,17 日

0 時 31 分頃澁炭 3, f,i] 33 分頃裟炭 1, I司 2 時 24 分頃泣度 2 約 4 回の地震を誤測 し、 第二者

は該地澁の餘震 ら し く性質緩没なる も裟珈 '/.i々酷 く一般に戸外へ飛び出 し訃派 の再来すら虞れ し者

多敷 あ り 、 最大の餘澁 と すら稲 す者 も ある程であったのに朗 し、 残る 3 者は約 し く性竹急に して局

被地店的骰感 で地嗚は沖坊/i'i] にて述加 LK の ものが地震勁 と 同時或は佃に早 く 1 川き し願 であっ た。 叉

17 日11 時 27 分頃北袷t"l 村三木補 よ り 九鬼村早田に到 る三木峠の分水嶺に小休止せし折砲役名に似

た る昔轡 を聞いた と Jr;JII 寺に震殷2 なる極めで、怨激な地混動を感 じた。 之紛 よ り此の附近に も局彼的

餘震が被生 し居ろのでは無いか と察 した次第である。 侮｀ 』It 常なろ音轡に銑いては斯様 な山塊櫛立

せる虐に於いて飛行機が I LI 峰を縫ふ如 く飛ぶ時は物要き唸牒を起すもので箪者は最初異幣な る地澁

来 と瞬問伐え し程 と て哭常/fill, り と II 寺に疑似混同の虞が考へられた。 箪者は敬査 ある住 民 1 な致え られ

且飛行機 を認 め納得出牙ミ以後雨者の判りI] は容易に出た。 幸ひ斯様な唸見名は震前よ 叫凪々起 り紙に住

民は馴れ捨て出来て居る ら し く 泊II,!只湿 /,;J し恐怖感に襲はれる如 きは至 ＜耳し しなかつた。 尚叉、

泊中へ焙雷を投ぜ し際は共の物淡き秤恕 と と だまは人を して恐怖せ しめるに充分な る趣 なれ ど も之

叉住民は馴れ染んで居る ら しいか ら異常泊嗚と混同する事は起る まい と 察せられた。 共に山塊急峻

を以て洵·に迫 る地勢の三璽縣木本町尾務間の漁村に於け る記事であ ろ。
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9 響 動直接の被街は t.ltiJ~外く製地 l'C).砂

て全 く聡かす、 虚勁の加慇は執れ
の地にても緩翫 して感

’
役時間の異常に長か り しを鳳I'/ ふのみに

して地嗚の女II 
街のみ比較的直越 した

きは全 く
る庭にて

知らない渾 である
も /,;J様な1 視測であった

。 新宮市の如音i::i 
市：l;J: 注目すべ釘 Jf. と、思ふ

。 1,り、 木本町足府町間の部落を結ぶ山路はII 寺に駄馬す

た 山路へは執れ も 1
ら も通 り難 ぎ悪路 と峠の蓮紐であつて

~10 立叩程炭の小；
、 Jft の山／股に沿ひ設けられ

垣 を作 り段階尉 暉 畑が
嬰校な蹴 瀾 れがf 諏 に見られ ・

翌 抹浚 逹 じて居るが
、 又山腹を耕 し岩殊を以て石

要 する 由であっ ｝
此の石垣の崩祓叉多数に

C 。 斯様な小崩捩の起
して回役には相·,:;,;·な努力を

った際の土煙が誕 lニ
よ り眺めた11./股一面疇 がり）i国 の激勁

-
＇．,＇’

と共に舟上の人 を して異常な恐怖感を起 さ
しめたものと符跛する底が↓

のる。 枯l に此の岩礫は此の遊
一帯の地殻 ら しき雲母花尚岩の腐蝕せ しも と認められ

、 大i盟直径 30~50 梱大のもの乍 ら内部迄没
蝕 され居 り甚だ胞 ＜

小塊を指にて押せば忽ち砂J/k.に砕けユ
ベ。 仕民はシプ石 と呼んで居る ら しい。 岩

表の耕土 を洗ふか刺れば無数の白色斑紋が中 ‘
心に小粒を有 し放約 1 灼環 が 釘暉 5 粍内外に見受け

られた。 尚、 氣附 く限 り硲地を訪ねたが石碑の
倒れは勿論移勁 した ものすら認めす僅に合根部落脊

後の山股 に於いて後述の如ぎを見た
のに過ぎない。 尤 も’尾翌町の函地では全石碑が倒れ しと仄佃す

る。 以上の記羞，J: り該地域一帯に亙る地•T•
噂叫II 辿炭は甚だ小 さかつたもの と推崇され、 後述倒炭

家屋其他破択は夫れ自＃登の固有週期と地勁週翡J とカ
実0(11')現象を起せ し結梨地盤の軟弱も禍ひし地

箆勁直接の虚街を起 した と 見倣され、
一般裟災 とり/J 祝野のもの と すら考へ／必い。

従而、 箪者踏査地域は池浪に拙る災術か
吠 部分を占め、 他に大阪府,-,汲 新·:;,;·市．に於いて地裟珈 C 

拙 る被害を見た丈である。

以下記述疇 j高 と あるは大的噂 鵬 iよ りt/l 浪最高位迄の店 さに して · 翌• 1切.,.n 在傍の家屋~.');(l)ift 浪
跡 を使 り に箪者の直接計 り たる ものは米箪位で示 し、 i 岬i よ り 水平距離が

、， 大なる地勘では測定せす

住民の指示の値を尺箪位で記 した。亥 過般のよ燻風雨 と は昭和 ll)L 
「 10 月 7 日の熊野灘沿岸を洗つ

た大暴風雨を指 す。

§1I 

1.

四地踏査概要

大阪市大正匝市岡匝築港方面。 被組はクりし く
、 地涵勁に拙 り し ものでrlti」泣 拙ろ もの無 く 、

家屋の破担 と埋汝水道管 よ りのi曳水程1 此に して
常議 I:. よ 耀 せら る地盤の極めて軟弱たる事の効果

環 められ甚だ しきは岱II 寺がじ水を1 虹出せ し誨 も
恥 と『l'.J ふ。 家屋の破損は一般に屈内外の槌土の脱

落無緻 倒城せ し家は地盤の附
子に軟弱と 見る よ り も建築 1-. の黙 よ り顧慮 さ るぺき もの と i忍め らる。

例へは社 時所網 「手抜 き家屋」 なる もの流行せ し杖様にてl!!fli 関の柱 II 
云 他を除けば外而には札l應に柱

見ゆ る も宜際は柱無 く 、 其他一般心 ／裁のみの
- 家印に して建築上の堅牢 さの訣除せる ::IF;である。 第

二表大 正町に於ける卸 炭家屋中注目すべき事は一階二階別l國 なる文化住宅式 1 棟の もので 15~

20 年前建築、 平常よ り空襲被忠i屈滅の見地か ら危棚 され併 し外見は四遊の家よ り 勝るかに見えた

由で あ るが、 地裟動 に腐 麟 せる哉全枢即 時計廻 りiリくにネヂれる如 く倒れ崩藪せ り と罪l ふ。 此の倒

(73) ．
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披 の 際隣接 平 家 二軒 を押 し設 し之が更 に隣 家平家姓へ倒れか カ
ふ 嘩 を 起 し て 居 た 。 似 此 の 反剥·

側隣 家 : q 訊 jri] 様 な建築機巧と て、 倒れざ り し も立ち乍ら分解した仏
昧浪で倒炭家伍 と して取扱 っ た

由。 郎、 此虞丈けで 6T! i 屈翻 澄：嵐 幸ひ前記の次仇りな り i ±i2 な り し
ものt 噂 餘 と で罹災者は T) - 

紐 病者のみ 3 名死傷せる に Li:: まつ沼 諏 。 従而、 大正脳の全捩家屋の大半は 此庭に在 る 琳にな

るが他面半城 ! ·t と は云ふもの 心踏究に i 砂 て—·般家屋の外見/,-;,_,
、7 字 は他 に比し酷か ら一炉寧ろ築港 よ

り 八幡尾町附近の方が損傷が 目立つて居た。 叉、 尾根棟のみ倒以或は 「りK リ ボテ式」 外装の破損等

矢張 り手抜 き な らんと痰はれた。 i i2± 、 家屈欄密を極め居 り叫周道路に団まる ものは 奎憫が恰 も一棟

の家屋の如 き振勁 を行ふ ら し く 、 四隅(I 勺腿係位附の ものが倒れか しり或は倒城 して居る共の卸 ！せは

9 目立つて居た。 ， ヽ

] 2 ・ 和歌山縣串本町。 大骰 t ~ : 尺の潮i 団にして床下没水すら佃かで料み縣道を洗ひ し程度 と罪J 

ふ。

t,a.
J‘

) 2 涌帥。 地T 団にて一見せらる如 く東西に細長 き潤の雨側に民家あ り 、 渇奥 よ り大約 ) 分の T の

地黙に小媒枝共他を有する小島が在る。 北側 よ り此の小島へ迎する 3 米巾の石垣造 り盛土の道路が

あっ たのであ るがiii! 浪に拙 り共の中央部が問 口方向へ洗ひ崩され悔水を通 じ恰 も低下せ し如 く に褻

化 した。 （ぶ虞 参照） 此の小島に祁浪が術突 した総か と祭せらる位迄の北側家屋群のみが浮上流失

疇 を起 し御 T 犬を呈す。 南側のFTT ] 位骰は家屋疎なる も床」表 !± 域 は仕T. れか 上り し程炭 と 謂ふ。 之 よ

渭 奥ブ5 北側に t 繭 11 罪布噸 共の東に接 して石原箆却 繭 l1H1, 張脈 ±io 粒所あ り共の一階天井襄間近迄没

り た る 由にて朋瞭な跡あ リ 、 之で潮高を計るに t 2T 米。 俯騨措内lfil 所門術所 と・認 し き間 口 5.6 米、

奥行 2.8 米、 ？出さ 2.5 米の家、 悔面上．の高 さ約 3 米の も北ダ東方向 （帥 り潮方向） へ8 米其似移せ

しが見られた（係虞 参照）。 禅浪潮候は筵後 &:I.0"."'15 分頃隊かに昇 りた る と 郡1 ふ。 同蘭最臭部手前は

一軒家在 り （悔面上約 1.5 米） の もの浮上閤臭方へ約 70 米流れ分解す。 此の問最奥部を屈む山壁

草木の枯死物を使 り て潮商を計 るに : 2: 米。 f/,j 、 此の地にては潮候異常と て咎戒中であつた。

t 2 太地町。 森補部落に在 る太地評よ リ順路に従ひ太地町に,,.,]ふに、 森補問へ入 る小川に架 る栖

開録伽 麟 土製の柏如しの橋脚を残 し流失、 i 裔端盛土崖破坂（顕 謬 mo 。 閾地勢よn り案する に太地町

は小躾材共の他官術の在る南部芍各こそ加 ）埠忠酷き-LJi: と推祭せしに85± 噴 は部落北部の鯨工場TT 付近一

帯が全部倒坂流先 約 80 噸程度の汽船約 1 米餘上陸せるを見る （窮筵参照）。 潮翡約 5.0 米、町民

は 30 尺 と 謂ふ。 斯 く な り しは非浪は東方よ り3 灼）丁炭向ひ袋的靱係位闘の北部細洞へ入 り彼逹 し

他方太地門南部へ入 り し沖浪はT6·6T 島南西系Fl l 路を通 り北西方に奔流 し該災害地黙にて前記祁浪 と梅突

し更 に災禍を増 せ し模様にて住民も又之を訴ふ。 払l に太地町南 部は没水程度で了 り し と 睛ふ。 矢張

り 潮候異常を聰 く 。

: 2 拗川。 湯川騨附近は入 り泊を西方に有する も住家は悔面よ り ) 米内外高 き地勢か ら 被 害 皆

無、＇只、 入 り悔へ異常に潮高 く な リ 田畑の没水を見たる程度 o 潮裔8 尺位 と 謂ふ。 尚、 騨 よ り北方 ．
J! t . 
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嘔 一
約 1 粁の 山im に在 る著名 な湯川温泉の沙~il IJ/J(況には異常無 し。

6. 勝油IIIT 。 11'1鉗的に災街の城 も酷 麟 に し
て、 勝iifi騨を中心と

れた に過 ぎす他 は直傍 ょ t 
頃 に東南側のみ没水程炭で免

） 以逍の地域に亙 り函前の民家街JI.!-た り しを偲ぶべ く

至家屋分f 祖オの原 と化 すの御 /披(た り
も無ぎ一面の泥流乃

。 第三表 と卸 m し被忠の辺 紐：4
なヽるは覇 i躙 構内西側を界と

し西ガ ..;;•r;は那智町地籍 なろに依 る。 他肱 那智町災街の一. .
見よ り酷 きは宜に勝補町接紐地域に於

け ろ被街 であ る 。 此の地城への津浪は勝補港方向よ り来襲 し
たるに非す宜に/iiJ町北方 1 粁の地形に

辰 那智嗣 へ昇 り た る祁_i邸 喋 の南！西部tbii府の比較的低 く且つ」1:
~, (!) 背後地帝が勝浦町に亙 り悔祇窃

よ IJ 低 き為祖和 へ蹄 らす其の他勝補町へ流―ドせ
し叩 罪 ：拙る。 1~]. 9.輝 葱四），りを踏査するに南西部

海演松林の潮に慇れ し と 謂ふ住民の話よ
耀 するに確に那智紆 •帝に4 米前後に潮（漑虚 せし校様

なろ も津浪は翫 紺 し111各北康よ り来た 1J て特に此の南西滞に於いて稽商 きを招 き し如 く崇せら るb

尚、 勝?ill町民に依れば勝rm港にも津浪狸I伐乍 C .披米撃之 と那智醗よ り上認せし潮と 誨岸にて衡突せし

環 ふ。 併、 災筈の模様 よ リ すれば左様如切梨認められ丸 流 I ・ヽせし潮は勝浦罪に向ひ流失家屋の

分解物が罪梢内貨車及ひ呵蝉 ホ ーム4かにて1卒められた る結抵 ーはWifll1j を一路助 i暉 へ． ―•は北佃住

家 を授 し或は流 し進んだ もの ら し く薔之に堂すすろ騨脊地域は汲水程I低で （ り し校様。 i朝の流 F地域

に立 ち残れ るは家は一般に堅牢なる建築 と祭せられ、 破段せ し家全部が他祁浪災街地に於ける如 く

浮 I:: 分解 せ しには非丸 流下の途 中破城分解 され し家の材が共に流 F 之に依 り破製を更に倍力II せ し

校様 にて1'!:L なる津浪現象に非和 鯰 水密的災術と 見るべき ものと推探 した。 憎J泊i, 15 尺 と も甜1 はれ

る も不確＇且·-な り。 甜、 勝補温泉のi勇I±窯 後倅」L じだ り と謂ふは注目にN'l する。 1,り又、 災寄、廂渫 と し

ては和歌山縣7;· 最大の地 と て訊磁 も又他に於いて詳細を極1/J居 る：・Jj. と推察 し以 I: にて打切 り先を急；

しいだ次第であ る。

. 7. 那智町。 災術部落は南よ り勝補呼接紐地、 ）胡諮、 濱の＇面の三者にして討J;/5· は那智町地節跛杏

如 ％ を 占め他は天滴部落に起 り後者では小舟の流失乃至 I·. 陸或は石垣辿 り築堤の破即 痒 耕地

没水程炭にて葵雌を免れて居る。 前者の耕地流失或は盛土鎌路約 500 米流失破数及び家屋の流失乃至

破城没水は全t；； し く前項勝涌町水街を起せし水路に相應 し人家密な りせぱ共の臨 1 犬想像の域を越ゆる

と すら恐は しめた。 ）胡砕では）滋叩 灰 ~,迄 校水、 人(1勺損寄の比較的多 きは那智潤に舛 り だる祁浪が

前記の如 き水密ILK を起す.·Ji必條なる地勢にも不拘、 古老之を経瞼せざ り し鯰か或は津浪現象を注意

する事少なか り し鋸泊裕 よ り相裳な距離ある事の錯伐 も手他ひて澁後直ちに逃難せす、 潮迫 リ て よ

り漸 く待避せし緒果と 見倣せる。 今後Jiとす心すべき地勢であ る。 天滴那箭覇 LLL 盛士鐵路約80 米流失

鐵路は枕木を附け し位陸）i向に約 20 米投げ出され し形に在る。 之のブ淵祁罰 1111にてii邦に入る小川の

人栢流失。 那智蒻は液の＇店の南端妬位 し約 3.5 米の店 さを以て悔に接す。 騨 は乗車ホ~.1.、上 0,3 米

浸水、 結局潮翡 3.8 米、 第一回の潮昇 りた るは 13 時 50 分な り し由o 此の附近よ り濱の宮部落を

防 ぐ約 2 米の石垣築堤上に樹齢凡7c: 500 年と伐 し き防風林あ り 、 津浪は此の築堤を越 え背後耕地の
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諏 饂 に溢れ し跡 あ り ボ・ー トの袷:j も之を乗 り越へ）矢直 路の提這 砂 ） 、
1 石垣」 泌^ ,]ヽ 崩城を起

し小川の出 1 」に 1: 佐り約 8 米欠坂す。 似 l 翡郡 (脊彬演応 ＇，：ついJ 
,•,・さ 2.5 米、 巾 1.5 米、 }!/ さ 0.4 米の

隈色頁岩造 「 山II 熊野君頌徒碑」 はぶ虞 に見る如 く岩を批凝 I:: で繋ぎ し岩塊 I. に 在 り 、 之は過般の

ぷ綽風雨の際共の波浪で岩塊が砕けぷ碑 も多少傾 きて居 り しも の な
る が東南東方へ 32 炭1 項いて居

た。 一見の如 き夫程不安定で無いのか も知れないが倒れざ り しは此の地震膨IV. 強 さを痰ふ ものに し

て記録 し/i.t°V' 。 i.',J 叉、 此の地にて駆 渾 嗚を裟後頻々と 沖方に聴 く 由をllll く。 演の＇幻 Iii] よ り勝補町

恥 粛J~l:.I 造せ し那囀 輝 西部柑演の関 認 叫 で示す。 潮は梢右方黙在防風林の顕部を饉に残す

程度 に怒 し陸内へ溢れ し と IT~/ ふ。

8. 宇久井村。 住宅は宇久井半島の附中根部分よ り首部に亙 り街；I 犬をなす。 幸に悔i 互記直接せ る

も宅地が悔面 よ り 自然的に 3 米程炭の哀地を為す拙係 I こ一般に宅地上へ潮昇 らす、 僅 に半島頭部附

中根附近 が相器折l'•J に稽低地な る蕊此の地域にてii 鉗請ヤひに追路 を洗ひし程度な り。 若 し此の地域が

0.5 米低 きか或は潮邸 0.5 米翡ければ宇久井北東問妬昇 り し潮は南西洞へ耕地を横晰流下せ し もの

と 考へ ら る地勢であ る。 之咎 よ り潮高を求む るに約 3 米弱と 見倣せる，

9. 三輪崎町及佐野。 宅地が一般 にii 蝉j よ り梢高 き地勢 よ り潮両 8 尺程／此昇り た る由な る も敷舟

を流失せ し外に被忠無 し と lltl き踏杏は刺愛 した。

· 10. 新＇出市。 被害は殆 ど地澁動 に拙 る ものに してielti1~ に拙 るは流失船のみであ る。 被害の最 も酷

きは元町で被街城は本町五丁目附近 よ り南北に互る元町附近及び天然記念物た る浮島南 側 ）m 遊 な

り 。 大憫新宮市全家屋の校様は埜士脱落約；一般に他よ り澁動強か りし を示すものが散見されたので

あ るが、 飯害地の様相 に紺 し格然 と無被即 1 犬た るは奇態の感 を伐え しめ、 被害地域の極 ＜／］ヽ範臨な

る事 と 共に近傍の地籟に倒坂家屋が起 り しと は鉗えざ る程であ っ た。 昭和 18 年 9 月 10 日、店取市

’ 附近 烈!~ の際烏取市被害地域にて注 目され し即 IM1 勺倒製隊歴の介在は元町通 り を通 じ て見＇滋り 、 被

昧郷 と被害黙 と の距翡jg ,10 米内外 と 目illll しだ （ぶ辺飼参照之は元町の南部匝裁判所附近であ り 、 此泌

疇 ればf 此立没地 よ り被害は甚だ少 な く なつて居 る）。I 司市著名な百貨店とl]Ji'I く丁字屋の粉瑯 I 犬倒製は

家屋 と しての堅牢 さ に易m りがt 炭かれ、 木町五丁目奈良林材合社事油所の二階崩落 （邸箕参照） は外

装の凝似況凝土JIK な るに朗 し宜際は四盤の椋瓦{ii み共他に拙つた もので之又堅牢 さに欠け居 り しJ)i: 

も一凶を総すと 思考せ ぢれ、 大祇J. 桟湛 造 り建 築の耐羹 L 汝I.I 何印脆弱であ るかを示唆せ るは島取烈澁

の際 も泌所で起 り ~ ·事 で あ る。 1 叫珈 ）釘 Ill] の堅牢 ら し き張ボテ式の大家屋 も窮館の如 く外装破製

す。、浮島は沼繹地にて特に共の南接地域は迅路に胞裂を起 し或は晰屈 I 犬に上下喰ひ違ひを生 じ軟益

、11!1] が低―ドせ し的地盤の軟詢に大半の直を位はすべきは直傍家屋の健在さ よ り明 らかであ る。

以上の如 く 同市の震災 よ り此の地乃至近傍の地に裟央を有するの説が或は可能 な らん も姦勁性質

の他 と IHJ 様 な り し事 よ リ地盤の軟弱に見込みを附 き地、競の乱呪郎潰 す。 住民の談では該倣宅地は西

に千穂ケ峯束に永山な る山塊 を有する南北の地域 と て宅地は雨山塊の連絡にて堅固の筈 と 謂ふ。 新
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宮中絆睾 客訪ひ先生方よ り 地理楳.l ょ
り の放示を受け しも明確な らす

疇 路 で無 く速暉 /1/jtfJf 国 （充萬分の 。 併 し翡時熊野}ff け現在の女II 
噸疇1n 月） にて屈rllr し元町邊を南下

、 1 的に浮島及附近の沼

9
―
■―-
．
＇

澤地 を形成 し洵:re 入 り し ものと i/11 はれ
、 該被初地は廿11s, の}I/ 底乃至河原に相腐す

る も？ら しい見解を聴 く Jiff. を得 た 。

11. =, 野揺南牟裳郡木本町。 地l 湖にて‘た
采するに新 ':if 市ょ t 

回避 し得 る岬想的 なイ：一
J 之に到 る泊岸線の地勢は｀＇

潅 と 推察 さ る ・ 1 
袢浪の現象を

0 ;_,諏来一脅？に加 豆）災邸 りは らざる由、
・今般 も河川口よ り潮骸

入耕地を浸せ し程度にて住民は何伽 晦 と して居 らす
ヽ 序ろ過般の暴風用に際 しては異常な即 喝

り被害 あ り し と 叫 。 店害 と しては屋根瓦/1_) 飛び し家敷十軒を敷ふも共の程炭は程徹な り し由。 潮

9Ar̀
f

高 10 尺 と 謂ふ。

12. 泊村字大泊。 問臭に小川流れ込み相営殷 き耕作地ある
も家屋少な く且つ宅地は相細 加 稽窃

、 き嚢地 に在 る胸係 I こ、 旅浪は梅岸沿ひ約 2 米の盛土築堤兼郡迅を約 40 光
、に亙 り快·没栢梁-'=一部を破

城 し侵入耕地 を浸 し敷軒の住家床上を没らすも相蜘 りに被害i/ 輝徹、 林
詔 石垣に残る潮線よ り潮邸約

釦

3.5 米 を測る。 海面よ り約 5 米の砂丘 l 遺潅 る木造船所内100 噸位の もの被忠無 し。 他の如 く此の

低地 に家屋密な り せば新鹿乃至賀田程炭の被客被生せしは想像疇 t か ら九
コ ドマ リ

13. 泊村字古泊。 海岸 に高 さ約 3 米の石垣を築 きl~ の上を家屋密に港を同む。

り ． 流失家屋 2 、 浸水十敗抑を出T 。 加 ぽ 5 分後に来 1 ) 2 回目の干き潮には港底を露出せる と『I~ - 
潮商 4.2 米を測

ふ。

アクシカ ＾ ク ス

13. 新鹿厨 囀 噸 。 洵蔚 激 には家無 く企然被紐 !I し。 過般の暴風雨には鄭 疇 0 暉 ．よ り

10 米餘 もある段階；／犬小畑ですら潮密を受け し由、 潮商 12 尺と 『11 す。
ヽ

14. ¥fr 鹿村字新鹿。 悔演に2 忍':j の石垣造 環 堤 と個人植林にな る防風向 り 、 家屋は砿罰一帯

に調密 (450 戸）。 加 j~ は此の築堤を破 り或は防風林背後の低地へ流れ込み里）II に浩ひ約 700 米遡

行、 海朋寄 り 157 戸を卸戯 7 り至流失 し195 J ヨを杖l -J, るの臨 lk. を惹起。 宅地は刺合悔面よ り邸 き校株

なる も極めて緩悛 なる斜面と て潮の佼入は容易乃至は 3 回位の潮の干蔽 と家屋分解物(1_) 筒突で斯 ＜

な り しと 思，はる。 加 環 製は 5~10 分後、 潮高は汲奥部にて 15 尺 と 『恥 。 防風林の効果を訊せ し

に今回は防風林は遡奥ーmi を辿斯する程炭な る為左程云み出来ざ る も若 し'I/ii 演一需に完船i し居れば

被忠は餘程睦滅せ し ものと 謂ふ。 狗、 協If 寺新鹿 と遊木間を）i) に て航 し居 り丁炭共の中間地黙にて激

瞬 感 じ四周山腹に物淡き土煙 を認め異常感 瑾 .;J 研来を虞れ急ぎ漕ぎ飩砂 し人あ り共の談では、 新

鹿遊木問の航行所勁 1 寺間は大約 20 分、 舟は稽遊木方に近 く成 り盆！；ぎ槽ぎ し為恐 ら く 10 分で新鹿

南端応行き、舟を繋ぎ」k めし捉は既に潮昇 り来た り し と郎J ふ。 之よ り推察すれば地設動の骰感 3~5 

分間 と して約 10~15 分にして禅浪の第・-·波来た り、 而 も一般に最初酷 く潮干 した り と謂ふ も事閥·器

は最初僅に I·. 昇 し、～之が干てか ら禅浪の来製 と な りたる ものと考へらる。 尚、 激動の際は杓を操 る

事出来ざ り し程 にて海面 も稚小波立ちた る も悔況は危瞼感を起さざ り し巾。 叉、 洵面の昇降は宜に

(77) 
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物静かに行 はれたのが眺見出来た と 睛ふ。

14. 新鹿村字橋問。 新鹿 と殆 ど蓮紐せる部落なる も此虚にて流入する小川の流城ー府 の耕地は浸

水 し或は梧倅流失せ る も家屋 は窃 きIll 腹 に在る釣被害起 らす、 50 噸程の汽船が悔面よ り 2 米店の

盛土逍路を破城 しつ 環 り越 え上陸 し居 ろを見た。 大船の潮翡を測 るのに 5 米弱。

15 .. 新鹿村字盛粂。 小 さ き入海這 むIf暉ii.I·. 3.0~4.0 米の石垣を以て藉(ちに汁祁iiに接する地勢に

塚屋密。 潮和 5.5 米。 古き家乍 ら建築材のL~ ぶ家は天井蕊 30 希厘泌迄潮跡を残すのに浮 I·. せ し校株

無 く流木類の術突で多少焚位移動乃至歪んだ程度な り し例敷多 し。
コ ょ、カイ ニ ヤ シマ

16. 荒坂村字 小 ln1 及二木島。 雨部落は琳1'l'I家 屋蓮な り殻奥部の南側が,]ヽ 向に して北側に二木島

が在 り附者の間は村役揚其他家屋で述 る。 小向部の栴路のみー蹄 傾斜•地を以て梅に開 き居る も他は

2 米内外の石垣で海を屈み宅地 と なす。 従而小 1;•,1 には比較的容劫臣潮昇 り得て流失倒炭家屋 25 戸

を出す も他は二階膝板泌迄泊 る。 小 l句の潮骸 20 尺 と 謂はれ役揚ii'i 傍で 6 米、 二木島泊岸沿ひ家屋

街西端に小/II 洗入 し居 り共の出口樹傍の郵便局二階潮跡 よ り測るに 6.3 米。 i] ヽ伯!jlil]西方 300 米 に在

り し石柚錨 3~4000 個入 り油ク ン ク過般の暴風雨で設齢揚所よ り離脱 し在 り し もの·1:1· 時容な り て,]ヽ

向海岸約 1.5 米の寓 さの領斜而迄流れ滸 き」栽 。
中 ,,,

17. 荒坂村字補母。 約 3 米の石垣を以て悔而に接 し家屋洵岸 に密な り て床に接饒する程度の没水

にて滸む。 潮布 4.5~4.8 米。
りウ• · ゾ ネ

18. 南輪内村字合根。 補母 よ り合根 に到 る急竣な る峠il)"f'.l" 根側中腹に在る磁地に於いて隣在小型

石碑異常無 き も最近如 ,: と党 し き高 さ 1.08 米、 底面 0.31 斗きの英厩石碑 10 楓 北東方へ移動せ

る を 見る。 洵而 l·.1 米甘りの低地の家屋倒段流失 13 Jヨ、 潮窃 5.3 米を測る も津浪の来製勢力穏やか

な り し銅か他の校様邑比し被・~t;:少な く て済み しを党ゆ。

t
.
4

19. 南拾l 又1 村字賀 田。 店前は木本町局f~町1 閉飴ーの街｝伏を為 し町工場の類すら相営1 —{ 在せ し模様

渾 凝土床囮渚鐵製椴械額の据附け疫れる もの散見されin装追路 もii 誼ti ナれすれに媛る あ る に 翌J 

し、 --·見果 して先般迄街在 り しを想像 し術ざ る迄に荒！殺し家犀分解材の111 利激 が り或は直狸 5 糎1 立
迄の球杉の石が河原の如 く流れ敷 き筆者(ー) 踏究中最 も酷 き災街地 な り。 併、 斯 く な り しは餘 り に も

低地迄耕地を渋 し家屋群被逹せ し1釈 禅 浪自樅｝の卓越 よ り卑る地勢 l庶 然の（帰鈷 と推察 さ る。 分解

材 は他の敦れに比 して も比較的新 し く 、 ，!i老の他を忘れ低地に街並被逹せ し と 同時に此の災宇を受

け しと す ら稲する者あ り しは宜相に釦 L居 る もの と認 められた。 津浪は占川流城を約 7 町 も遡行 し l 
潮窃 HO 尺 と謂ふ。 流失 172 戸、 半城 86 、 没水 150 以上、 残 り しは占き家のみの観あ り。

ツ ェ

20. 南輪内村 占江。 家屋群 は海岸に迫 る緩傾斜而に祠密 し悔岸には家屋相到的 にtJ ヽ
ノ な く宅地は悔

而」：約 2 米位 なる脳係か ら没水家屋 27 戸を出せしのみにて潮餃 2.7 米を測 る。
ヵ ，Fカ

21. 南綸内村字梶賀。 家屋少 な く且ifサ而」嘩：j きに在 り被害無 し と て踏査せ輝 稿 15 尺 と鹿 く。
ミ キ リ· ト .,. ゾ

22. 北輪内村字三木里。 八十川が問奥に於いて流入 し下流城耕地脱 <
大泊新鹿賀田に類似 した ろ
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地勢而 耀 演 に相紫美 }I: なる防風林あ り
。 油浪は親臭南綿(ー_)

風林堤 一部決城 し胴廻 り 6 尺に
防風林無耀 よ りi . 

及ぶ松約 2mr 1 ＼十川に沿ひ遡行防

し_I::_ に設け られあ り し林如 鳴 路約 30 
匿 。 南麟 叫 } ひ囮庫 l →•

蜘 圧中に没す
2 尺位に岩礫にて盛土せ

るlf 激 町に及ぶ
せ ざ る 為流失 20 瓦 哨要15 。 相勤 i勺低地に家屋左程麟

戸、 中破、15 小破 48 外 に耕地 18 Ill 
と 謂はれ其の没水程炭 ょ I J 歩を流失 して済む。 潮高 15 尺

） 低地の家屋群賀田新鹿の女II くな りせば共f!t•:

ん。 防風林の効果稽 見悩る も
虚lt敵せん災初生 ぜ

一部防風林堤を乗 り越え且決·助 釦 、 I 
し な ら

虞 面へ潮廻 り防風林背後の家屋
群 に も相協な被害 を生 じて居た。

23. 北輪 内村字
1· エ

名柄 q 津浪の潮窃 4.0 米に及び し如ぎア
よる も低地に家屋少なか りて耕地の浸水程

度にて滴む。

24. 北輪内村字小脇。 敗軒の家屋悔浣迩 り に散在せる J
't) 、 陸地稽箪 危家屋床上他の没水にて滴

み し由。 潮高 3.3 米。

25. 北輪内村字三木 ．．、
ミ キノ ウラ

咄。 海岸沿ひに1 米の石垣を以
芍 肱 臨み之に家屋群在 り 海岸寄 りの家一階

天井直下迄浸水、 流失 6 戸． 大破 13 戸、 中破 20 戸、 小破 79 戸を出す
ーも過般の暴風雨時 よ

度な り し と 2
リ轄

凋ふは神浪の来製は暴風雨の際の波浪の女II き
を品せさ：る為な らん。 1,',J、 此の地に安政大

釦 環 る蔀浪を柱 に椋せる家あ り今回は夫よ り梢低 き J
't) 、 逆に稽翡 ＜幻 し家 もあ る と｝隠く も桧證

出吟 。 潮高 4.0 米。 叉、 地店動 と共に律浪来を慇 り j]'[ち直 珈 麟 に項 r~.~繋 リ 出せ し敬迷ぁ

る人あ り て談 耀 く に、 地裟後 10 分位にて牙1n 潮昇 り た る校様なる も左程l!Jj 瞭な らす次いで大い

噂 干 き魚類の際 ぐ模様す環 はれ、 恰 も映曲に見入 り し扱合の如 く即 疇 麟 る
も忽ち眼前の家

屋群 一階屋根を没せん迄卑る家屋群が沈み し如 く叉忽ち干き更に潮 ,~.昇 し来 る之問内中央附近で干

繹 と満ち潮 と1' 恥人 し恰 も龍谷の底部の如 く約 5 米程局部(1'1 に梅面へ凸起出来、 共の中に魚類の群

が 飢乱れる模様明瞭に見られ素睛 しかつた模様であ7
J。 ii月(ー_) こl 萄 は大樅1, 豆回程で後 も多少終1 いたが

僅 疇 岸泌道路 を泊け る程炭。 1，り、 渦が相悩以後迄印 し模様 と て秋刀魚の群が潮の色を替へて問

内に群集 し或は鎚が群 をな し珈 面に群が り魚類の群梨が媒はれた由である
。 叉f:lt浪II寺飽上の個 l犬は

海上餘 り にも危瞼感無か り し為左程氣に懸 らが 畔 繭 岸 l 浪 ：イ!'IJ し家顧 l 聘 靱 詠 ：汁'I 失泊面分解材で‘

埋 ま り し模様で之約の総船(ー) 操作が佃乍ら不便な り し程炭 と訊'I ふ。 祁浪後1 日目の踏査岱時未だ洞

中央部に家屋分解材の群が見られた。

サ カリ マツ

24. 北綸内村字盛松。 大正三年版 20 萬分のー・地闘の盛松には現紅 l 家 無 く 十餘年前頃 よ り 漸次

三木浦北方近接地域へ移韓 し珂敗 、10 を敷ふ内、 大多敗が流失倒坂 し惨JI 犬を品す。 三木補 と略 i 同

地師 と 見倣せをにも不拘斯梯 灯被 害を起せしは、 前記談中のflt浪の衛突に梱るか も知れナ、 或は憑

奥方に近 き為 と も知れす潮高 30 尺．と蘭誌 。 ·

ク キ ．イ グ

25. 九鬼村字 早田（ 港にはm面上約 2:!j:· の石垣造 り防被堤あ り住家は悔岸泊ひに約 2.5 米の石垣

を以て海而に接す。 沿翡 5.3 米を測 り倉fill 10 棟流失没水 ,13 戸。 防波堤の為被害は比較的軽 く て

(79) 
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悦 み し 事 を 強 調 す る住 民多 し。
這 に接 し i 饂 3.8 米 を汎11 る。 56 戸

26. 九鬼村字九木。 渋の版部に裳 り洵·岸
環 餘の石垣を以

哨ふも住家少な く耕地の没水

流失4 咄4 戸、 没水247 戸。 俯消奥部にては大枇
ヽ 15~18 尺の潮窃 と n- 

程度で済む。

27. 九鬼村字贔 。 憑奥部に i 芯る も住家少な ぃ 犀 18 
尺と聞ふも災害はii 麟 にて済む。

§皿 結 び

1. 祁浪災客地は勿論地裟勁にて被奢あ り た る地にて
も・歩行 こ そ不 自由乃至困難 を来せ し も性質 ・

は急激な らす可成 り緩俊 な り と開ひ得 る程にし
て、 地嗚は全然l!tl かす又他の異常現象 を知 ら丸 愉

感時間は一般 に狼狽せし喪俯 よ り不確宜なる も
3~5 分間は確宜の校様、 澁災では特 には電柱頸部

或は尾根棟の 1~2 尺程 も勁揺せ しを11 りく。

2. 庭災は地盤の特に軟弱な り と認めら る
L 地に見られ破販乃至仰藪家屋を極言すれば＇酋然倒れ

るべ き家 と す ら叩ひ得る程の脆弱廷彎 加に限られ建築の新語では考へ ら れ 無 い。 郎、 手抜 き式建

築、 外装甚だ堅牢 ら し き も張 り ボテ式家屋、 煉瓦粕み雉物約。 倒城はシ、
止の建物の固有週期 と其の地

に於け る地袋動週期の特に符合せし臨へ震勁時間の長か り し
I]1: も脳奥 し強制振動の卓越 を知せ し事

も考へ られ る。 郎、 破坂せし家 と其の四泌の家の健在との餘 ）
I l'C. も甚だし き甜照が注 目された 。”

3. 従而、 建築物の破町 ）t 況よ 町肛ら記均変を決定する~H は不裳な ノ

り と考祭 されー一般に要度 4~ 

5 と する よ り 3~4 程度 と推定 した。

4. 津浪災客地では附近 の山股小崩炭多か り し も石碑卿の異常見裳 ら-炉叉地註動で破損せ し物全

く聴かざ り し事は注 目に値する。

5 津；良現象は熊野瀦北部程酷 く南下するに従ひ稲 l 型く な り し校様 ある も災害地 を通 じ左程相異

無 く 、 倣 に串木町古艇町附近の特疇 巌な リ しを異 と した。 紀伊水道にも祁浪潮候入 り 大阪蘭 にす

ら及んで居 る。 併、 全然津浪災害無 し。

6. 禅浪の各憑疇 窃は其の腰部にて 4 米内外洞奥部にて 5 米内外 と 見倣せ、 /fil}l::J の方厄J 其他蘭

形噂 り 二次(1'~ な支配噂 つて居砂 乃至は卑る一見波逹する もの と推祭 され さ う な ものが却つて

卓越せざ り し筍詳細な る研究調査の要 も党ゆる市あ り。

7. 禅浪現象の到逹は一般に地釦動後 5~7 分位 と強調 されし も災害者の狼狽せ し模様認 めす極

めて不確宜な り °袋災 訟時の他荻税 1 口在 り し者の行囮J よ り 或は沈滸な り し と推祭され る者の言 よ り

地筵動後 15 分内外或は時に ・20 分位経過せし には非すやとすら推定出来 る節が あ る。

8. ・ 津浪の到達校様は一般に最初潮大いに干た り と謂ふも多 くは津浪来の腺感で避難 し 、 避難揚

所に到 り暫II 寺後慈器安定せ し折悔況を眺めた るにli.. 様であっ た と謂ふの力噴 俯 ら し く 疑間。 宜際は

釦 噂 界 り 次に住民の未だ知 らざる程にも酷 く海底 を認す程潮干て、 次に昇 り し潮に よ り 災害せ し

校様 な り 。 最初の干潮 と次の干潮 と は大f 応 l 司程度 ら し く或 る人は前者が酷い と謂ひ或 る人は後者 こ

そ尚酷か り し と 囮ふ。 災害を起ぜし悩i 潮は叉同様最初 と その次 と では大差無か り し如 く多少後の も

(80) 
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のが勝れて居た模様 であるo 災痣殺 生 と 同時に
人心無我渉中に陥 り

不朋 、 潮の上昇 3 回位 と
し模様にて以後の模様 さつばり

不徘勝ち記語る程炭。
大/If,'5 回位 ら しい。 •

9. 誰浪現象は最初備 囮潮昇 り し と1 朕定 し
、 津浪の到済時間の麟 が次

津浪の模様が混乱 して
．の干1 朝時の ものと すれば

不合理の様になる。 此の幽を確宜にせ

な り 途 には確質 な り と信ぜ
んと訊,:りを重ぬれど も盆要領を得な く

られ し1 直すら不明瞭と がる
。 従而、 干脳の鴫 j を推定せんと企つれども

麟 しo 災害者に左様 な判別の出来る筈無 し と す
ら訴ふる次第叉無到1 か らす、 大flf,1 15~20 分位な

ら ん節党ゆ。

• 10. 併、 輪内町 の女n ぎ洞形の不盈甚だし ·
鑓 では即内にて潮が術突現象を起せし模様 とて週期

は意外 に小 さ ぎやも知れす又津浪現象自tte< も1 料弦巡勁的迦諏 繹 ょ り餘程乱れて了ふの力噴 際やも

知れない。

11. 此炭の津浪現象の規模は執れの地にて
も古老よ りnfl ぎイ加へる安政大震の際の ものよ り格段に

小 さ ぎ ものら しいと 謂ふ。 他に 三木補に於いてのみ匹敵せし校様なるは異 と する。・

認． 訛浪災智地では等 し く今回の悔況と過般の暴風雨に捺しての悔況と を比較され謂ふを普通 と

し津浪災香 と暴風雨災客 と は一致せ奴 切 逆なる模様にて、 前者の酷 釘起後者裡 く特に前者の軽 ぎ

諏程後者の猛烈な り しを訴ふる傾向あ り しは、 非浪の到米洵況と 風浪時の海況と趣を甚だ異にせし

蛤が窺はれた。 例へぱ津浪は潮の昇降週翡j 相珈 罪 非常爬長 い為大洋記約 し共の政）均左程闘聯せざ

り し如 く影的地城 も影 と ならーす睾る袋1'C 水を詰めし場合の如 く肉臭は漑pJ!, 至肉腰部的闘係位四 ょ

り も潮高卓越せし傾向がある。

13. 併、 災害の宜相は部落が肉臭部に位器せる傾I• り と共庭に於いて河川の流入あ り←一般に耕地が

相勁 紐 低地に構へら れ居る匈；の為災害程庶 と祁浪の心越炭 と は勿論直接相I 紺するが主 夕して人家

及住民の災智は極宅地の湘抜 と家屋の密炭 と に相r 紺する と 見倣すぺきである。

14., 尚、 津浪現象の/£1 内悔況は潮の屏降が極めて緩涙に行はれた るは宜相 ら し く、 他面海没住居

者乃至洵液附近にて望見せし者は潮i 甑かに干る も水位舛 るに :·r· "'つては海底 宛 も沸勝する如 く物淡き

泡立ちで昇 り上陸 して陸上を進むに従ひ加辿する模様であるw よ り 、 i 厨華に山塊迫 り て住家密なる

も宅地の梅前近 く狭 き地域忙瓦る底では尾根椋 を殆 ど汝する迄 も潮に泊 り た るに不拘倒坂は比段的

に極 く少な く倒数せるは浮上分解な り しのみて滸 みしに甜 し、 河川流域!lk 地勢地城では潮の流勢で

流失の勢を加へ破坂物の流動で更に災癒炭を珀大せし絞株であ る項は見逃 し得ざ る貼である。

. 15. 尚又、 災宅酷 き地域では、 古老 よ り 甜浪の惨；I 犬を聴 き他へ居 り1 主家は悔面よ り相裳窃釦返に

造 られる傾向があ り しが、 其の悲痛製は人の代るに従ひ漸 く甜れ次第に低地へ住家出来初め低地の

住家培すに従ひ此の傾向更に進み、 或は田地域の漸 く住家で悩i ち呆てんと する時機に訟り今回の津

浪に襲はれ し由である事を聴いた。 歴史は緑返 さ るべ く今後の戒めた る事項な らん。

16. 因に、 古老の言ひ他への中に 「逃げる場合脇道するべか らす其直 ぐに山へ昇れ」 或は ［大地

(81) 
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麟 り た れば井 戸 を覗 け tlti 暉 殷する時は水必か 千 ）
ゴ 約 あ り 、 後者に就いて一般に加 園は最初潮

、大いに干 く もの と 罰 して居る I う し く 、 今回 も又IL 
叫 環 千し と ffl'J ふ者多か り き。 前者に就いて、

新鹿部落の駐在巡杏が逍難されたのは住民は殆 ど地‘点と
共疇 疇 疇 感 し本能 1'.1 勺に避難 し破叡の

酷心 ]\IL 人命にすm おは無かつた程であ0 の l'C 1,;J 巡在はJ 反廷
, ., ·r1,,1 地に轄勒 と な り た る為か哀lti 暉 の巻墜

と なつて漸 く待避せろ模様にて親族 3 名と 共に悲難 され
た由であ る。 侮、 共の屍li 社は も う 10 間位

暉 せば事無か り し な らんと g かせら 叫 立骰で被見された模様である。
一般口 lttl 研来の那感が古老 よ

り の言ひ他へで生ぜし模様にて津浪床と
共に避雑 しては低に手迎れなる程潮の来製は速か な る 見聞

を飴所で紺た。 又、 若 し夜I 柑な りせば羅災者の 8 卯］は人 ，/J 
介を失ひし な らんと信ぜ られて居 る。

17. 家屋の浮上破坂に就いて;-一般V1: 8 割程度II 寺に屋根棟迄潮に茄 らさ
れ ば浮 ヒ分解乃至破城は

行はれざ る模様にて就 中堅牢な る媒築 なれば屋根棟を渋すろ も破藪せざ る と
すら謂はれ居 り逆に比

較的近代の建築乃至老朽繹 印 砂 牛紅 1 せは破 記 し核拙 噂 叡 l 
液 見され共の談が 信 ぜ ら れ

た。

18. 防風林は防潮林で無 く共の裂J 梨 1;l 越辻るを認めなかつた
のは、 防風林な る為防潮林朕な るが

共の防 ぐ地域に酎 し完全に夫を 遮晰する女II き延長を有ささ
'る為共の不併置域 よ り潮が廻 り込み或は

其庭 を鋏城 して効果を減ぜし校様である。 従而、 低地を殴るべ く剥岸 に延長 じて設け られ し な ら ば

相應な効果 あ り し事は否めない。 今回よ り之をii 頸視する事は予柑；にて、 宗ろ之を機合によ り 完全 な

る防風林の完伽 を希ふ。

19. 河川の出口に訟る栂岸は此の謡が水理工染J り至土木尿的には最弱邸 ら し く悔岸石造 り 築堤の

饂 は一般に其の/jl}j で初 まつて居る ら しい。 fi,J 、 石造 り或は混凝土鋪装築堤で も浮流物の衝突が行

は るれば案外脆 く破損を裟 る もの ら し く 、 一炭破損個所を生すれば敷回の潮の昇降で殆 ど破城 し盛

され る ら しい模様匂徳き又信ぜられた。
．
20. 稲梁は其のよ 部を浚するや忽ち橋桁の流失を起すら し く災癒地で残 り し栢『一つだに認 めす全

醐 田 のみ残れる坊主卿 1 犬栢梁の名残を示す記過ぎなかつた。 又、 梧端部が弱勘 ら し く放 よ り 共の

堤の破起 り た る と 断ぜ ら る節は餡所で見られた，

21. 以上 よ り訊／`良は不可避な り と も災術の軽減は可能にて少な く共 怠命は勿論家屋の倒堀の如 き

の防過は期待出来 る。 先づ低地に家屋造 らざ る事、 風雨さ・ヘ凌ければよい と てバラ ッ ク式の脆弱住

家は作 らす狭 く 共堅牢な家を主旨と するtJi- 、 海岸には防潮林を完備する事。 古老の戒を再反省する

と 共に今回災杏の次第は永久に述 し後~/1 を戒むべ き事。

22. 従而、 ~r ょ嘴は機會 ある毎 に今回の各人各部落に於ける事1 団を詳細に記録 し芭 き、 部落或は村

役楊が衰任を持ち部蕗誌乃而村誌の如 きを以て後 Ill: に造し箇 く事を悠涸 した次第であ る。 住民叉斯

様 な惨狐は孫子の代迄 も緑返 し度 く無い旨日に芍 紺感 し居れ り。

23. 今回の宜地踏査 に於いて最 も脳心事な リ しは潮候粟：常な りo 之は和歌山縣 田泌洞に於いて縣
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立 水産試瞼場長 よ り 既にIHJ き熊醗 靡 岸全部翫
て主張された虞である

に於 いては干潮時刻 な
。 潮候異常と は和歌山縣下

るに干潮たら す泌潮時刻なるに潮況は干潮欣て
、、一般に潮が干ないと謂ふ程度

で あ り し ものが、 三重縣下に到 り
ては明 らかに潮位の高きIH を述べ

時季は最 も潮の甜咽 ｛を普通と す
． 、 該地方にては秋の大潮と て該

も にも不拘其のf 饂 拙潮面よ り 祁浪後は2 尺程炭は高 く来て而 も
千潮時 は以前の如 く潮面降 らすと胴ふの・

である。 2 尺なる1 直は各部落に於いて共通な値である甜は

注意を要 する 。 筆者は前者の潮候異常を把
..,:し折は説明出来す多分協時は月齢よ り して,]ヽ 潮期間な る

為干脳の差相劉的 に小 さ きJJ →.
」よ り の錯登匂輝 した。 然 るに後者に到 り 2 尺程潮位庇 き狙匹を聡 ＜

に及び前者 に於いて も同様潮位高ゆれば前述異常潮候的に映るlJf. を推怠 此の潮位麻 くな り た る地

ば域は師口紀伊水道田遊洞にも及びしIJi を察 した次第である。 偕、 潮位が 2 尺程商 くな り た り と す

或は他に解説 あ らん も組者は陸地が梅面に厨 し低下せしJJj. と11 詞想 し、 恨令悔岸ー帝のみが低下せれ

し に いせ よ熊駅 難一帯よ り紀伊水道に瓦る艇範園に起 いたる現象と て之に依 り稜生せしエ ネルギー

の如何に北大であ り しか を想つて驚歎した次第であ る。 詳細な る研究調査 を希ふ。

撒暉 す るに批り本匹地踏査に種々便宜御配慮被下し各営局及び住民各位に衷心よ り御稜を 中上げ

る次第であ る。 （昭和 20 年 1 月 3 日記）

曇F 
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外側地震帯中部 よ り漿す る大地震

武 者 金 吉
... 

本邦島弧(I_) 外111 卿 ち太子洋側に外側地正符 と稲す
る11-"<! 大規校なる地筵を疲する地哨拉の横たはつ

て居 る事はよ く知 乳 l -c 居 る所で あ＇る。 筆者は外側地厖布を北部
（犬吠崎以北の部分）、 中部 （犬吠

崎九州南端の間）、 南部（九州南端以南）に三分 し 、中部を豆南諸品を境 と し
てA13 の二地罰に分つ概

本文に於て叙述す る所は中部B 地 I~ か ら疲 し た と推定せられる地筵 に［紺して ゞ ある。

謬 こ の地 1 屈よ り被 した と推定せ られ る大地震は次表に掲げる通 りで ある。
其綺の各 々につき ゜

説 を試みや う 。

番 戟 日 ＊ 廂 西 肝

l 天武 天 良12Xl4 684 "XI29 

2 仁 和3 \'1130 887 圃2G 

3 仁 治2 Vi30 1241 V 22 

4 正 平15 X. 4 1360Xi21 

5 正平 16 Vl24 1161 \1113 
6 、 應 永14 )(Ill4 1408 I 21 

7 IJJJ 應7 \'ll125 14USIX20 
8 永正7 VIIIS 1510IX21 

9 永 正 17 皿7 1520IV4 

10 度 長9 XD16 1605 I 31 

11 貞享3 1'11116 

12 咲永元 一• 一

13 衷永4X4 
14 安政元Xl4 

15 * 政元X\5 
16 明治32Jll7 

17 明治42i!l0 
18 昭 和 19XU7 

煤 1 原 地策の規狡

餌銭譜( ?) 大の大

町 郎 沖（ ？） 大の大

束悔逍沖（ ？） 大の•I' 
紀伊水逍jy-j 方（ ？）ー大の小

南海町 l•C?) 大の大

熊野滋（ ？） 大の小

東梅滋N•(?) 大の大

南湘迅沖（ ？） ・大の小

熊野況（ ？） 大の小

束if 註逍～南海泣沖 大の大

1686X3 東i 斡磁沖（ ？） 大の小

1704 - ― 熊野滋（ ？） 大の小

1707 X28 ・ 、東if 註逍～南悔逍沖 大の大

1854Xll23 束悔泣沖 大の大

1854Xll24 南悔逍沖 大の大

1899)117 熊野灘 大の小

ー

i"

1909Xll0 
104'1XD7 

土佐南方N• 
東海逍沖

大の"'
大の大 .... 

(1) 天武天皇12 年10 月14 日の地裟

この地袋 は 日本也紀 によ る と 山崩れ河i 勇き路國郡の官含及び百姓の倉屋寺塔帥祗破坂 された る類

叡 沢 壕 ふぺか らす。 是 に由り て人民及び六畜多 く死傷す。．時に伊腺の温泉淡して出です、 土佐の・

國の田苑50 餘萬頃汲 し て海 と・なつた。 この地総に紐き沿悔の地には大禅浪力~襲来し、 調を述ぶ船茶 ＊

麟 し た。 なほ其夜伊豆島 （大島 ？） 吸火 を始め多批の熔岩を流 したや うで ある。

麟 し た50 餘班頃は11.3-:-'13.7k 記 の地秘で、 其の位置は今村博士によれば嵩知市の東に接する

地で あ ら う と云ふ。

(2) 仁和3 年 7 月30 日の地袋

こ の地設は五畿七迫の大地裟で 、京都に於て も家屋の倒投せし もの多 く、慇 しい黙死者 を生 じた。
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祁浪 は梅泌 を製ひ、 就 中抗肱1 どの泊岸叫 認 耀 しかつた
。 とれによつて見れば澁原は紀伊叩 ',\附近

で はなかつたか と想像 される。

(3) 仁治 2 年 4 月 3 日の地筵

鎌倉 に於て は裟動強 く 、由比ケ没大鳥居内の手事 が祁浪のために流失し、岸にあつた船10 餘隻が破

損 し た と 吾要鏡 にあるのが唯一の史料である。震原は辿州瀦か然 らざれば相模消な らんと、1 』 はれる。

(4) 正平15 年10 月 4 日の地総

10 月 4 日紀伊國地裟強 く、 翌 5 日24 時頃再び強総 6 日6 時頃に熊野尾窃 よ り描律國兵庫に至る

まで禅浪打寄せ、・人馬死す！る者その敷を知 らなかつた（蓮取寺記）。具料が唯一であ り 且つ同杏には

翌正平16 年の大地筵の記班を鋏いて居るので餘 り確宜ではない。 若 し迎琳寺記の記救に誤な し とす

れば、 袋原は紀伊半島遥か沖あた りで あら うか。 而 して翌正平16 年の大地筵の殷い意味に於ける前

筵で あつたか も知れぬ。

(5) 正平16 年4 月24 日の地器
<> 

こ の地霞は描祁 ・ 大和 • 紀伊 ・ 阿波 ・ 山城の諸隊に霰害を生 じた。 描祁に於ては四天王寺の金幽

浪れ （後恐味記）、 紀伊熊野砒頭の骰殷共他悉 く破城 し（愚管記）、 褐 ノ峰の温泉涌出を止め、 奈良で

は薬師寺金堂の二階領き、 同西院倒沼、 共外緒鎚破狽する ものが多かつた（斑挽謀元記）。 浩悔の地

暉 浪の襲ふ所 と な り 、 土佐に於ては香美郡田村・下庄正典寺の古文岩は共時流失し た と云ふ （土佐

網 編年紀iii: 略）。この時疇 諏 麟 補の襖数百町乾上 り 、次いで饂 繹 襲した、阿波の．由岐湊では在

家1700 戸餘浣失し（参考太平記）、 松時の流死者60 餘名を合召肛し供養の碑を建立 したのが康屈碑であ

る と云ふ（阿波悔嘘誌略）。 此締の被害!Ix 況よ リ 見るに震原は紀伊水道の南方あた りか と、恩はれる。

(6) 應永14 年12 月1'1 日の地こ

こ の地四 は紀伊闊熊野及び伊勢．で掘 く感 じ、 祁浪を伴ひ、 本宮の松l 泉は80 日初出を止めた （伊勢

記、 狡定年代記、 南i/Jl 紀他）。 筵原は多分熊野難で あら う。

(7) 明應 7 年 8 月25 日の地裟

是 よ り先 き延徳 3 年 (1491) 及び炒聴 元年 (1492) に伊勢に強 き地筵があ り、 明應 2 年 (1493) に

渥美半島に強 ぎ地筏 2 回、 更に明應 7 年 (1'197) 4 月 5 日同半島で強 き地裟 を感 じた'o 此等はすべ

て 8 月25 日の大地筏の 廣き意味に 於ける 8 前筵 と云 ふべぎであ ら う。 8 月25 日の地裟は筵央を距

る こ と遠 き京都に於て も震動相営囮服か り し もの 改 N く 、 宜隆公記に “五十年以来無如此事云 、々

予出生以来未知如此之事＂
と あ り、 和長卿記にも同様の記戟が見出され る。 笈炭の強かつたのは紀

伊 よ り房麒 至 る泊悔の事 虹
甲斐で あつた。 紀伊熊野に於ては本宮の面：殴倒没し、 那智の坊含

も崩れ、 瑯 条の涸泉は10 月 8 日まで湧 出を止めた と云ふ。 其他？諸國の蕊瑚については全 碑 る事

が出来ないが、 被害がなかつ碍 ではある まい。 併 し筵忠が浪恋に比べて荘 し くI 樫かっ紅 T- は疑ふ

餘地がない。 津浪に襲はれた厭域は紀伊 よ り房総に及んだ如 く、 静岡縣志太郡誌によれば、 同地方

·c ss) 



、 ＼

の流死者ご萬 六千人、内'1)\:. 子良館記に記す所によれば、f-J 
啜 ・志癖で約一萬人溺死 した と云ふ。 此約

の敷字は誇張 されて居るか も知 訊a が、
麟 な らざ る災忠であつた事は否定 しがたい。 就中伊勢大

蒸 に於て は流失家屋一千戸、 溺死五千人に及んだ。 なほ其他— —
- = の士地について記せば、 伊豆仁科

瑯ではislt 浪力海 岸か ら18~19 町の地に逹 した と 云ひ（•佐波前1l1lftl: .. ●環 文）、 鎌介 由比研賓に於ては洪浪

大佛殿疇 し、.200 人の溺死者を生じ（鎌倉大 F1 記）、安房小湊の誕生寺も
この祁浪のた めに流失 し、

螂 印 も こ の時失はれた と 云ふ（安氏郡誌）。 裟原は東湘逍沖であ ら う 。
．

(8) 永正 7 年 8 月8 日の地茂 ．

こ の地裟 を強 く感 じたのは採．祁河内雨國で、 四犬王寺の石の烏居崩れ、
河内藤井寺の本堂倒浪 し

たci 饂 公記、 拾芥記、 古文往溶喋 、 多IHI 院 日記略毎）。
癖 易の地は禅浪に娘はれ、 浪華·で人家の損

失が あっ た（年 代記抄節）。

簑原は紀伊半島附近 な らんか。

゜(9) 永正17 年 3 月 7 日の地震

麟 を 披 つたのは紀伊で、 那智如意輪営捩れ、 樅の＇店寺、 本宮の坊合、 新宮の阿腺認 謂t 、 梅岸

には津浪押寄せ民家の流失すろ ものが あった（校定年代記）。 裳原は熊麟 で あら う 。

(10) 斑長 9 年12 月161'1 の地器

この地筏は紐 有敷の大地震であるが、 露 ·について具骰的に記 された ものがない。 僅か に房総

麟 此 "\.Ii 脚 環 テ岳 トナル＂と あ り、 淡路草に淡路島千光寺の “甜堂f 到る 、其 時佛像＇韮前に飛

出すと いふ" と あるのみである_0 併 し前者は軍記であつて文字通 り \-C 信用する諜にはゆかす、 後者

は後批記 された もの ら し く 、 且つ他の大地径 と滉LIIL して居る疑がある。 斯 くの如 く笈害が記鉛 され

- 
て居ないのは、 或は袋原が陸地 よ り相'i 芯距つて居たた めに蕊客が比較的ii 座微だっ たた めか も知れな

い。 其れに反 して この地筵に伴っ た祁浪は、 故大森博士が其の罰域の廣大なろこ と 我が地震史上稀- 
に見ろ所 と 云はれた如 く 、 東は犬吠崎 よ 庫 は九州南部に及び、 八丈島の女II き も非常 な る損害を被

一 つた。 、殷総方面の被郡 1 犬況については房総治団し記に ‘誨 上俄 二潮引テjll 餘町干潟．トナ リ テニ 日一夜

ナ リ 。 !iii 十七日、子 ノ刻沖ゾ方慇 ク喝テ潮大山 ノ如 ク 遁 豆 浪村山ノ七分 二打 カク）じ。 早 ク逃）レ者

逍 疇 ク逃ル者ハ死ク リ 。 先潮先ハ途 シハ泌原（現名部原、 勝補の東北）、 新宮没（新宮、部原の南）、

澤倉演（勝涌の東）、 小湊、 内補、 尼袢（底 It) 、 演萩（深荻）、前原、磯村、 名太（波太）、尼面甫（天面）、

大夫崎、 江見、 矛11rr:i 、 1 釘1 古（白子）、 邊斯（平館）、 •~]:戸（忽J ヨ）、 横桶（横樋）、 御宿、 岩和田、 岩舟、

矢指 J ヨ、 小濱、 澁田、 目安里（ 日在）、 和泉、 東浪見、 一・ノ宮、 名萩（南白砲）, - 松、 牛込 、 反金（剃

金）、阿致滋 方貝（片貝）、 不動批、 都テ四十五ケ所 也。" と ある。 祁浪が地袋の翌 日になつて陵来 し

た と 云ふ!]・i は今村博士が杵て指摘 された通 り 、 faJH しがたいが、 tit 浪の臨来前に潮が引いた と 云ふ

事は他の方面に於けろ記載 と 比べて矛屈 しない。 なは房粕方面については＇粘代記 に “上総國,]ヽ 田喜

領洵泌 取分大披来テ人馬敷百人死、 中ニモ七村ハ跡ナシ ト云 "々 と 記 されて ある。 伊豆仁科瑯で は

(86) 
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祁 浪 が '((g: 岸 よ り12~13 町の虞 まで遂 した と云ふ記録がある
（佐波祠11 祉上梁文）。 演名湖附近の栢本で ” 

i'
＂

贔a,

は戸敷 100 戸の 中80} ヨ流 され、 死者も多 く、 船が山際 まで打上げられた（営代記）。 伊勢の補々では

疇 の後先づ敗町沖 まで潮が引き次いでi!lt 浪が襲来 したと云ふ（岱代記）。 志朕並びに椋式的な リ ア

ス式梅岸 な る熊野灘沿岸の浪綬は定めし甚大なる ものがあった ら う と想像せられるが、 記録が悉 く

滅ぴ去つて今は知 る 由もない。 紀伊半島西岸の痰村では戸数1700 戸の中700 戸流亡U た （有田郡地

笈津浪の記事）。 阿波の柄補では浪高10 丈m 、100 餘人の死者を生 じた と云ふが（鞘涌碑文）浪翡は幾

分誇張 されて居るか も卸れぬ。 宍喰では浪芯約 7m 、 1500 餘人の流死者があった（宍喰補怒記）。 土

佐に於ヤ は甲補で死者 350 人餘、 崎演50 人餘、 東寺西寺の補々400 人餘と記されてある （阿椴！梨暁

印置文）。九州南部に於ては東目（大隅）よ り西目（薩朕）の補演に大浪が寄せて来た と他へられる （薩

藩歯記後篇）。また八丈島に於ては谷ケ里の部落流亡 し、 57 人溺死、 島中の田畑過半損亡したと云ふ

（八丈島宗輻寺古記）。

こ の地筵の箆原は、 大森博士によれば、 安房南東泥岸を距る こ と遠か らざ ろ悔底だら う と の事で

あるが 、 今村明恒博士は東悔道南悔逍沖を以て店原な り と主張 された。 筆者は今村博士の説に左担• 
する者で ある。ヽ

麟 この地箆の翌年郎這 長10 年9 月八丈島の西山が噴火 し、 同年12 月に至 り同島附近に悔底唄

火が起 り 、 途に一•火山島を形成 した。 この火山活動は前年の地震 と無腺係ではある まい。

(ll) 貞享 3 年 8 月16 日の地筵

遠江三河の雨醐で強 く感 じ、 迎江國新居のI 捕所番餌 味：町家少 し く破損、 涵美半島の田原では城

中の矢倉破損、 士屋敷町家にも多少の被審があった（甘岱；叢）。
今村栂士は渥美半島の東北端あた り

を霞央 と 考へられる。 或は さ う か も知れない。
併 しまた述州囃か ら被 した地戸で、 次に記す地裟 と

共に賓永 4 年大地裳のL 砂 意味での前厖ではなかつ
たか と云ふ想像 も許された相で ある。

(12) 喪永元年の地鯰

紀伊の沿岸に祁浪が製来 i' 、 三輪崎及び太氾
1 で民家30 戸流失 した（熊野年代記）。 この祁浪が地筵

津浪か風津浪か朋かでない-J.. 
： 釦 し地銀津浪とすれば裟原は熊醗 炉で、 喪永 4 年大地澁の前厖であ

ら う 。

(13) 密永 4 年10 月 4 日の地裟

麟 9 年の地厖 と 同 じ く東悔道/'I : 1 よ り南悔道沖に瓦る海底 よ り奇役した と 、思惟せられる地四は本邦

有史時代に於け を最大の地筵で、 故大森博士によ
れば、 家屋の倒役を見た地域は駿河の中央部、 甲

斐の西部、 信浪 暉 剖 t ;J 東悔逍及び畿内柄籠 紀伊
濃 氾 ・近江 ・播麻に瓦 り、 四國の全部及び

九州の東部を包 含する と 云ふ。
併 し繹 疇 見された史料による と 、 備後三原に於て城の石垣学出

し、 城門ーケ所崩れ、 料 屋の倒放 した ものが多か？た（三原志稿）。 出雲に於て も倒恨家屋130 戸を

生 じ（出雲私史）。
加賀う 座寺で は死者はなかつたが、 浪家があっ

た（翌稲年諮祖 裔）。 強鯰程度の罷

(87) 
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域 も また大森t 恵士の図示せられた所よ り も一·/面磯 く 、 卯ち安色樟に於ては含屋破損多 く( ~ 器通志）、

跛島で は酒屋僣油屋の棺中の ものは半ばを失ひ、 城線の水路上に浴れ、 石盤の崩製 した も の も あっ

た（脳島市史）。 l 畢 番に於て も破担多 く（囚府年表）、 越中窟山では六十年来未曾有の強澁で、 市内屋

上の天水桶が悉 く韓倒 した と云ふC'iX 山市史）。 就中唸密の甚 しかつたのは東悔逍、 伊勢問浩岸、 紀

伊半I ルで 、 輿津掛）If 間の外謂層は倒渋家屋頗 る慇 し く 、 袋井は至滅、 見付 ・ 演松 ・ 舞坂送は半ば渋れ

（谷陵記）、 尾板は在々所ふ民家の倒れた もの多 く、 地裂けて泥水を唄出 し田畑を一而に被ふた所 も

あつた（尾股見lltHic) 。 紀伊半品の震庶は 1£1 送町の被密によ り推測 し得べ く（田所氏記録其他）、 阿波

に於て も徳島で士屋敷 230 戸民家 400 戸が倒設 した（谷陵記）。

この地震に伴つた祁浪は九州の南取部 よ り伊豆半島に至る泊岸を悉 く襲ふたのみな らす、 一方 は

紀伊水道 よ り俊入 して大阪憑及び播朕に逹 し、 また一方翌後水道よ り俊入 した浪は伊漁の西北岸、

防長の治岸に逹 した。 大阪に於では地裟その ものに由る被忠は渋家1061 、 死人 734 、 律浪のた めに

流失せる家敷603,J 司揺梁61 、大 ］ハの船1300ft 傘 水死7000 餘人に逹 し、 木律）Jli:1 に碇泊中の大船道頓堀

川に突入 し 日本栖 に至った ものさへあe た（今村栂士による）。 就中甚大なる損害を蒙 り しは土佐の

沿岸で、 器府 に品出 した る報保 ＇,_::によれば、流家11170 戸、渋家4863 戸、 破損家1742 戸、 死人1844 人、

怪我人 926 人、 流失米数24242 石、 t7.) 繹16764 石、 流失．並破担船 768 斐 亡所の補103 ケ所、 年 亡

所36 ケ所であっ た。 浪の翡 さ は、今村t 應士の開査によ’れば、 室戸町6.5m, 安藝町5.6m 、 種崎23m 、

履25.7m 、 と推定 され・る と云ふ。 特に稲崎は疇 大な り しのみな らす、 附近に避難すべき揚所が

全 く ないので、 ー木一i 界を も残 さす、 溺死700 餘人、 死骸悔際に涼泊 し腐臭忍ぴ難かつた と 云ふ（谷

陵記）。紀伊熊野 も また浪密甚 し く 、 中にも尾！府の如きは
千餘人（小河況兵椅記、 賓永律浪碑文）—-説

に 530 餘人 （見IJ 暉 疑集） の死者を生 じた。

こ の地霙 に伴つた一の著 しい現象は室戸半島、 紀伊半島及び遠江東南地塊が南上 り の傾動を な し

た事であ る。 今村博士によれば、 室戸崎附近は1. 5m 、 紀伊半島の南端串本で1.2m 、 御前崎附近 に

於て1~2m の隆起を見た と云ふ。 共の結果土佐に於ては沖呂 • 町 Ir の附港は大船の出入は不可能に

な り 、遠江に於て は横須賀の港は港 と しての眼能を失ひ、現在では往II 寺の
入江は水田と化 して居 る。

また高知附近に於ては地盤の沈下が見 られキ
rC 。 郎ち高知市の東に接する約 20km' の地積が最大

2m の沈下を した。 地裟直後 こ の部分に佼入し た泊水は長 く引去 らす
、、そのため潮江 ・・ 下知• 新町 ・

江之 口か ら一宮 ・ 布師田 ・大祁 ・ 介良 ・ 衣笠に至る まで一回の海 と な り 讀 ＜舟で通行 した と云ふ。

託 屋頭 ・ 葛島 ・ 高須では潮が桁 鱈 した ま. I 冬を越 した と他ヘ
られて居 る。 今村栂士によれば天

武天抱12 年の大地震 に際 し陥汝 して悔と なった と
云ふのは盗 し この地域であ ら う と 云ふ。

こ の地震の後約 1 ヶ月を糎て麻士山爆被 し喪永火 口を形成 した。

(i4) 安政元年11 月 4 日の地霰

11 月 4 日9 時頃辿州灘東部詢底か ら被 した と推定せられ
る地震 も規模頗 る雄大であ る6 家屋の倒

(8.8) 
e 

＇

ー＿

ー

-
t '

念

＾
r
l

し

--------
I

,
1

L

,
'



閉 ず ・一

•鳳

J

場 珀を 見た る範閥は、 伊
豆 ・ 駿河 ・遠江 ・ ＝•―

分、 近江の東半t, 
ーI"/ ・尾張の盃部、 甲斐

品、 越前の南西都を包含
・信沿 ・ 美澁 ・伊勢 ・ 志朕の大部

し．面積約36000Rm21 
川 口に至る地帯は被奢F 

に及ぶ
反も激甚で、

。 就中伊豆の西北端よ り天龍

中で も掛川の如きは全没し＋

原成 る” と 営II 寺宜況を 暉 し
心 に全臨 "{ 竹内何姦つ無之、 如

た人の磁JI 犬にある

と 云ふ
。 袋井も また同株で僅か2~3J コを残ナのみであ った

。 天龍）II 口附近 では堤防崩渋して殆 ど痕跡を止めない所もあつた

近、 甲斐國甲府附汗
。 また伊勢醐津及び松阪附

← 、 信浪國松本附近 も局部(111 図鎚麟 烈であった。

麟 は房総半島よ り 土佐の沿岸を製ひ、 葵大なる担害を生 じ.,_
r と。 駿河泊沿岸は浪忠比較的程徹で

あつて、 消水港で大船が破拍 した位に過ぎなかつたが
、 鄭 ·I 班及び伊勢鄭 灘 に於ては、 家屋船舶

の破城流失、 堤防の破損等大なる被害があった。 特に浪客の著 しかつたのは伊豆國下Jl'I と志朕よ り

紀伊國熊野にかけての沿岸であった。 下田では綽｝嘩 859 J ヨり 中816 戸流失、25 戸 国 、 残ったの

は僅か18 戸に過ぎ丸 85 人の死者があった。滋時同捲に置 I 中の謡國軍艇デイアナは祁浪のため艦き

大破 し、 27 日に至 り遂に沈没した。 志朕に於ては流失家屋． 荒蔭に峠 した る田畑多 く、 死者 も少＾

なかつた。 ーニの例を欅げれば、 甲賀村では浪高約10m 、 島弱では比較的に浪店小さ く5~6m な り

し ものの如 くであっ たが、 村方に主つては10~20m の所 も あ ったと云ふ。 古和補では死人は少なか

つたが、 250 戸の中他か20 戸匠どを残 して他は悉 く流亡 した。 熊野紀於ては長島で派の裔さ5,.;_,6m 、

800 戸の中80 戸を賤 して他は流失、 二木島 ・新鹿（あた しか） ・ 大泊は執れ も 8 分通流失した。 尾跨

は浪高 6m 位であ っ た ら しいが、 人 口多 き と道路系統の複雑なために 145 人の死者を生じた。 吉位

英二氏及び策者が先年宜地について調査 した所によ る と 、 辿木補 ・ ニオ叫’；・ 甫母頷；は浪窃最も大な

り し如 く＂執れ も約10111 、 二木島遡の奥の部分は共れよ り~'人'協 か り しか と息はれる。

並この地震に因る被害の全敗紐は正確には分 ら ない。 記録に明記されて居る所を合計する と 、 倒校

に流失家屋約8300 戸、 燒失約 6_00 J ヨ、 歴死 300 人、 流死 300 人 と なろ。 この敗字は地姦の大さ に

比 し小に過ぎるや うであ る。 恐 ら く＇此際の被告はこれよ り遥かに大きかつたであ ら う。

こ の地震に際 し迎江東南部の地塊は南上 りの傾勁をな した。 共の降起枇は今村賊士によれば御前

崎に於て80~100c.m. で ある と云ふ。 相良附近では地盤降起のだめ干潟 と なる こ と敷十間、 従来見

えなかつ杞岩礁が現はれ、 萩問川は水探 3 尺 も滅じ、 以後 500 石以下の船にあらざれば出入が出来

な く なつた と云ふ。 （引用文猷餘 り に多 きため煩を厭ひて一屈組げす。 次項 また圃じ。）

(15) 安政元年11 月 5 日の地店

11 月 4 日ら 大地震 よ り32 時間を経て 5 日17 時頃卿 虚 沖よ り再び大地震を彼 した。 澁圃；の強か り

しは東は伊勢翻の周泌 よ り西は九州の東北端に至るflWC 紀伊• 阿裏 讃岐 ・ 土佐 ・伊豫 ・ 淡路 ・和

泉 ・ 河内 ・ 大不II• 伊賀 ・ 伊蒻 • 志朕 • 安歴 ・ 出釦の企部或は殆 ど全部 及び翌後 ・ 周防 • 石見 ・備

後 ・ 伯者 ・ 備前 ・ 山城 ・近江 ・美楼 ・尾張の約半菰 播朕 • 町 It• 三河の一部分を包括する地域で

ある、 就中土佐 ・ 阿波及ぴ紀伊の雨西部は~ 勁頗る激烈で家屋の飼設する もの甚だ多かつた。 この
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地 震 に伴 つ た 祁 浪 は恐 ら く 房 愁 半島 よ り 九州の束岸 疇 ．る ま
で の間 を 製 ふた で あ ら う が 、 紀 伊 の西

岸 及ぴ 土佐洞 沿岸 は非 ‘常な る 中H 露 柴つた。 紀州領の被露 fl'i] 設 ・琉失
・破損 ・ 燒失の仕家合計26 

ooo 以上、 1 ぶ直72 、 大小船の流失破狽19\l2 袋、 流死 699 人、
怪我人33 人、 釦 紅 帥 した仕1 畑ms 

000 石餘 、 紀伊 田遊領で は家屋の倒没 ・ 流失 ・ 焼失合せ
て1228 、 土蔵の総失 264 、 死者24 、 また土

佐に於ては市郷の樅 ・ 半拭 ・流失 ・ 燒失合せて 18000 餘、—
環 納屋1,,]3960 、 亡所 4 ケ村、田地の荒 1 後

20000 石以上、 死者372 、 怪我人180 。 士佐沿岸芍 ⑬ の特に甚 しかつたのは、
宇佐補 ・ 須崎 ・ 手結 ・

疇 須補 ・ 1 浪 暉 ・ ード ノカII 江啄で大部分流失 した。 祇の森 さの知 らオ
L て居る所では久租の16.lm が

批大、 ついで種崎の llm 、 宝戸町では3.3111 で あつた。
禅浪 はまん紀伊水道 と豊後水道 と か ら大阪

麟 び瀬 戸内悔に侯·入 し、 大阪は共れが ために袋大な祖害を菜つた。
帥ち木祁川及び安治川の川 口

疇 泊 して居た大小の船舶は矢の如 く川上に押上げられ、 柏に摘突 L て柄を落 し、 船は裂つて多敷

の死者 を生 じたので ある。

この時室戸 • 紀伊N~ 半島は、 究永地震の楊合 と jfi] じ く 、 I 紆上 りのイ項勁を した。 今村膊士の調査に

よ れば、 前者 に於ては室戸町過で 1. 2:Jl 程隆起、 甲Iii 暉 で約 1111 沈―F 、 また後者にあつては田迦

町遊を東西に走 る線 を軸 と して南側が隆起 し北側が沈下 したので、 面端串本で約 1.2m 降起、 和歌

山市・クトの加太で約 lm の沈下さ 見た。

なほ こ の地震の後紀伊半島の鉛山 ・ 訛帥 ・峰繕の温泉は一時i 勇出を 1] 丑液 。

(16) 明治32 年 3 月 7 日の地震

こ の地震の睾 謳 故大森t 恵士によれば熊野灘で 33°50'N 、 130°30'E の泌だと 云ふ。 紀伊 ・大

和及び大阪 は地震強 く 、 多少の被忠が あつた。 木木尾発訊匹 察署倍淋1 を通 じて浪家35 、 破損62 、 死

者 7 、 三誼縣全般の負傷者 199 に逹 した。

(17) 明治42 年-11 月10 日の地店

震城は安政元年11 月 5 日の南栴逍沖地震に酷似するが、 震勁は激烈でなかつた。 袋原は土佐固南

西端の南方約 80km 。 '盗崎市附近には多少の被忠あ り 、 悔岸地方には半渋家屋 も あつた。 東臼杵郡

日平鍍山で は落石のため仕家の企浪·地並に破損があ り 、 大分縣の南部沿悔地方、 鹿兒島市、 屋久島に

も破奢があつた。 四國では高知市に若干の損忠あ り、 岡山熊味野地方に靱徹な被害、 都窪郡撫川町

では全没 1, 死者 2 を生 じ た。 共他上fil 郡翡梁町、 吉仙郡庭瀬町、 御ti 湘鴫 涸村、 白石村、 廣島縣

釦茂郡吉川村、 及び熊本縣人吉町約にも損密があつたが、 執れも軽徹であつた。

(18) 昭和19 年12 月 7 日の地震

省略。

上記の地澁の中、 古代の地店は史料の煙滅 したの も少 く ない℃;•あ ら う と考へられるので其等 を除

き、 正平16 年以後の特に大な る地裟のみについて、 共縮が何年の間罷をおいて起つたかを調べて 見

面

。

る と 、
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｀
正平16(1361:)~ 明應7 (1498) 137 年

明幽7 (1498)~ 股長9 (1605) 107 年

艇長9 (1605)~ 喪永4 (1707) 102 年 I 

賓永4 (1707)~ 安政元(1854) 147 年 t 
安政元(1854)~ 昭和19(1944) 90 年

，
と な り ~ 平 均 は 117 年 で あ る 。 大地筵 の被生 応週期 は な い と 云はれて 居 る が 、 こ の地 匝 よ り 被 す る

大 地震 は 可 な り 週 期 的で あ る 。 麟 も 100 年 に 1 回位は上記の如 き大規模 地澁 が こ の地固か ら 起 る

事 を 登 l 吾し な けれ ば な ら ぬで あ ら う 。

紅 外 側地霰 帯 全般 か ら破 す る大 地震 につい て 見 る と ． 箪獨被生 の楊合 も あ る が 、 多 く は各地匝

か ら 相 つ い で 彰 震 す る 。。箪獨 に吸 生 し た大地澁 は麟 の ,J_ 分の 1 に過 ぎ な い。 紐彼 し た地底 を一括

す る と 次 の 8 群 にな る c 

I

l 1. 貞岬 ，陸奥沖

I 2. 元疵 2 脳 東 ＊

I I 3. 仁和 3 南 海道沖（ ？）

l (869~867) '
1. 正平15 紀 伊水道南方 沖( ? )]IL. 正平16 南 麟 沖(? . ) } 1 

(1360~ 361) 

明廊 7 粛悔道沖( ?)

皿F 永 正 7 南 悔迅沖（ ？）

3. 永 正17 熊野灘（ ？）r- 麟 9 東悔 逍南悔甜 沖

IV 2. 年 6 北悔道東沖

t
ー

J

A
P

l (1498~1520) 

} (1605~1611) 

VII !\~ 三 ょ道沖r 明和 6 琉疇 良間島附近

VI 2. 明和 8 石垣品宮古島附近
1 (1769~1780) 

3. 安永 9 得 撫 島沖
＼

...... 
1. 天保14 弱I\ 路根祠

{ 2. 安政元 癖 碑 沖
- - 

めて よいか どう か。 本文では、
恨に外側地錠栢の中に入れて訟いたo 

＊隣如 饂 を外側地盆幣に配 し

(91) 
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］
3. 安政元 南海追沖 (1854~1861) 

4. 安政 3 渡島沖

5. 文久 2 陸蔀陸中沖

1. . 明治27 北海追北束沖

2. 一明治29 三陸沖
J 

3. 明治31 八煎山群島附近

4. 明治32 紀伊半島沖

5. 明治33 御蔵島三宅島附近

VlII 〈
6. 明治42 土佐 西西沖

(1894-) 
~ 7. 明治44 喜界島 ＇

8. 大正 7 得撫島沖

9. 大正 7 千品附近

10. 大正12 闘束

11. 昭和 8 三陸沖
I 

12. 昭和19 束悔道沖

外側地筵帝の中の或 る地固か ら大地蕊が被 した場合に、 次には どの地匝か ら淡震するか と云ふ事

が独 め知 られて居れば、 英災豫防上至極好都合であ る。 そこで外側地符に於け る大地器稜生の順序

に法 則 と 云ふや う な ものがあ るか と云ふに、 上記の表にょ って も姉 られる通 り 、 震源の位置が次第

に南 に移 る場合 もあ り 、 共の反拇 もあ り 、 また同一地匝か ら絨破ナる揚合縮があつて、 不規則であ

る。 次の表は一 目で分 るや う に順序を数字で表はして あ る。

地咽笈戟群 I JI -m IV V VI VD' V&I 

北 部 1 2 1 3 I, 4, 5 1, 2, 8, 0, 11 

G 疲
笙 中部A -2 2 5, 10 

順 ，1, 部B :; 1, 2 1,2,3 I 3,5 2,3 4,6, 12 
序

南 部 4 1,2 3, 7 

次 に外側地霞帯か ら破する大地筵 と他の方面か ら稜する大地筵 と のI 禍係について も一應調べて 見

た。·一般に地総は可 な リ脳範囮に瓦る大規模な歪力の現れ と して起る もの と すれば、 紐彼する大地

徒の間 には密接 な邸係があ る であ ら う と、恩はれ るか らであ る。 そと で外側地猛符か ら被する大地詮

の前後 に どの方面 に大地震が起つたかを調べて 見た。

en 畿内大地震 と外側地裟帝の大地澁

畿内に大地屁があ る と其れに次いで外側地震需か ら大地益を波 したlJI. が 6 回あ る5 
(92) 
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囁

I { A, 
元股 4(881) 京都

B- 仁和 3(887) 南海逍沖

1I { A. 
應永14(1398) 京都（強筵）

B- 應永14(1398) 熊野灘( ?)

m{ A. 
朋應 3(1494) 大和

B. 明應 7(1498) 東泡道沖

{ A- 度長元(1596) 京都及畿内

IV B .. 艇長 9(1605) 東海道南梅道沖

り • y { A. 安政元(1854) 伊烈伊勢大和

｀
B. 安政元(1854) 東海道南悔逍沖

vr{ A. 
朋 治42(1909) 近江 ，

B. 朋 治42(1909) 土佐南西沖

上記のAB 雨地厖の間に本邦の どの方面にも大地筵は起 らなかつた。 併 し畿内地方の大地袋の後

外側地筵帯か ら大地器 を焚 し なかつが Jr. もあ り、 また正平16 年、 密永 4 年の如 き外側地袋符の大地

霙 の前には畿内地方は勝穏であつた。

(2) 濃尾方面の大地震 と外 fill) 地筏幣の大地笙

＇
ー

浪尾方面の大地霞は 3 回あ る訊 其の中の 2 回については甲は19 年、 乙は18 年後に外jl[IJ 地要帯か

ら大地妥 を奇及した。 偶然かも 知れぬが面白辺 r であ る。... 

I { 
A. 天 正13(1586) 美膨 丘江飛弾越 中

B- 疵長 9(1605) 東悔道南悔逍沖

明治24(1891) 設厄

II { :: 明治42(1909) 土佐南西沖

(3) 山陰方面の大地袋 と外側地袋布の大地要

山陰地方か ら被 した大地澁は其の回数が砂いが、
明治 5 年の沼田地設を除 き． 他は悉 く其の前後

に外側地震オ『か ら被筵 して居 る。 而 して次表の
AB 雨地澁の間に木邦の どの方面にも大地震は起ら

なかつた。

I { A, 
元斑 2(878) 躁東

B. 元鹿 4(880) 出雲

IT { AB·. - 
延瑕 4(1676) 石見禅和野

延喪 5(1677) 陸中沖I A. 衣永 4(1707) 東悔道南邸 研

III B. { 密永 7(1710) 因幡伯吝美作

正徳元(1711) 因幡伯者美作

(93) 
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rv{ A. 昭和18(1943) 因幡

B. 昭和19(1944) 東海道 沖

(4) 甲斐越 後 の大 地袋 と 外 側地袋 帯 の大地震

外 側 地筵 符 中部地 厭の大 地店 に紐 いて 甲斐 、 つい で越 後 に大地録 の 起つた こ と が 2 回 あ る 。 特 に

前者 は 2 年 づ しを 距 て 叶合も 割 目の進行 す る 如 く に袋原が 北 に移 つて 居 る 。

A- 朋應 7(1498) 東 海逍 沖

I B. 明應 9(1500) 甲斐

c. 文地 元(1502) 越後 固 府（直江祁附近 ）

＼i~ 
A. 永 正 7(1510) 南 海道 沖( ? )

II B. 永 正13(1516) 甲斐

c. 永 正14(1517) 越後 、

外 側 地霞 帯 中部地 厖か ら被 す る 大地霞 の前後 に官士火 山帝 に屈 す る火 山の 活動 す る こ と が 往 々 あ

る 。 次 の 表 に於 て 見 ら れ る 通 り 天武 天 息・12 年 、 批~長 9 年 、 賓永 4 年の如 き特 に大 な る 地設 の 直後 に

火 山活動 を 見 る 事 は著 し い事廊 で あ る 。

番 戟 日 本 肝 西 肝 衷 原 火 山 活 別J 

1 天 む天 租12 684 南海誼沖( ?) 同 f.l 伊豆励（大島 ？）噴火

2 仁 和 3 887 南海逍沖( ?) 前年豆南海中よ リ 噴火、 新島を形成

＇3 明 9 姐 7 1498 東海辿沖 長享元年(1487) 八丈沿咬火

4 度 長 9 1605 東海逍南海泣N• 翌年八噴丈火}i 旺莉咬火i 「; 、 ついで附近の海底
ょ リ 、 を形成

5 沢 永 4 1707 東海泣南海逍沖 阿年窃士山燥衰

6 安 政 元 1854 東海泣南海誼沖 孫永 5 (1852) 越後焼 ,1 喰 火

7 明 治 32 189!J 熊 野灘 翌年御蔽島三宅島地哀

8- 明 治 42 1909 土佐南西沖 翌年伊豆大島小活菰， 昭 和 '19 l!l44 束 ifH 齢I• 伊豆大島群生地哀
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